
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　英雄になろうと考えたわけではない。

　勇者と呼ばれたかったわけではない。

　富や名声を求めていたわけではない。

　見返りを期待していたわけではない。




　ただ、みんなを救いたかった。




　悪い奴やつらを全部倒せば、世界が救われると思っていた。

　魔王を倒せば、世界が平和になると思っていた。

　ただ、人々を守りたかった。

　自分にはそれができるだけの力がある。

　だから、世界を救わねばならない。

　そんな純粋な願いを抱いた少年が、この世界に一人いた。

　少年の名は──シオン・ターレスク。

　彼は天才だった。

　あまりに天才だった。

　行きすぎたくらいに、踏み越えたぐらいに、天才だった。

　魔術や武術の才に恵まれ、幼少期より頭角を現し、大陸最大の国家──ロガーナ王国の王都にて神童と謳うたわれた。

　年が二桁になる前に、王都のどんな大人よりも強くなっていた。王国最強の証あかしである『勇者』の称号を、わずか10歳という年齢で国王より賜った。

　幼き身には過ぎた力を持ちながら、しかし彼はまっすぐな心を持っていた。才能に溺れず厳しい修行を重ね、民を救うべく戦いに身を投じた。

　己の力は世界を救うためにあるのだと、シオンは心から信じ切っていた。

　実際──それは、間違いではなかったのだろう。

　諸悪の根源たる魔王をシオンが討ち滅ぼしたことにより、長らく続いた人と魔族の大戦は、人類側の勝利で幕を下ろした。

　当時シオンは──10歳。

　早熟すぎた一人の天才少年によって、この世界は救われた。

　少年は、確かにこの世界を守った。

　しかし。




　世界の方は、少年を救ってはくれなかった。




　少年が守った世界は、少年を守ってはくれなかった。

　奪われた。

　少年は──全てを奪われた。

　勇者の称号も、約束された地位も、世界を救った名誉も、全ては他者に横取りされた。

　本来ならば救世の英雄と呼ばれ、神にも等しい存在として崇あがめ奉たてまつられるはずだったのに──蔑さげすまれ、忌み嫌われ、迫害され、石を投げつけられる存在へと堕おちた。

　全てを失い、何者でもなくなった少年は、辺境の森での孤独な暮らしを強いられる。

　ただ広いだけの屋敷で、一人目覚め、一人眠るだけ。

　生きているのか死んでいるのかもわからない、屍しかばねのような生き方。

　誰かと触れ合いたかったが、人里には降りられぬ事情があった。

　いっそ死んでしまおうかとも思ったが、死ねない事情があった。

　死ぬことすらも許されぬ、呪いじみた永えい劫ごうの孤独──

　だから、だろうか。

「お前達」

　隠いん遁とんを始めてから、一年が経たった頃──

　屋敷を訪れた四人の女に、シオンはこんなことを言ってしまった。

「ここで、僕と一緒に暮らさないか？」
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　ロガーナ王国西方、エルト地方──

　人里離れた深い森の奥地に、ぽつんと一つ、大きな屋敷がある。

　魔王を倒した少年──シオン・ターレスクの、今の住処すみかだった。

　優に二十人は暮らせる広い屋敷だが、現在ここに住んでいるのは、シオンと四人のメイドだけだ。

「……ん」

　屋敷の最上階にある寝室。

　豪ごう奢しやな作りのベッドの上で、シオンは目を覚ました。

　小柄な少年、である。

　顔つきは幼く、体つきも華きや奢しや。年は今年で12となるが、同年代の子供と比較しても、身長は低い部類だろう。どこか生真面目そうな印象を受ける少年だが、しかしその幼い顔は少女と見み紛まごうほどにかわいらしい。

　恰かつ好こうは寝間着姿で──右手にだけ、黒い手袋があった。

（少し、寝すぎたか）

　窓から差し込む陽光に目を細めながら、シオンは寝ぼけ頭でぼんやりと考える。

（こんな体になっても、睡眠だけはきちんと取らなければならないとは……我ながら、本当に難儀な生き物になったものだな──うん？）

　軽く自嘲しつつ、上体を起こそうとした瞬間、シオンはようやく気づいた。

　自分の体が、なにか柔らかなものに包まれていることに。

　それは温かく、いい匂いで、覚醒しかけた意識を二度寝へと誘いこもうとする。

　ひどく心地がいい。

　なにげなく、顔に触れていたものに反射的に手を伸ばすと。

　もにゅん、と。

　不思議な感触が手のひらにあった。たっぷりとした重量感があり、しっとりと柔らかい。片手では到底収まりきらぬほどに巨大で、それでいて弾力にも富んだ、表現しようのない感覚──

「あんっ」

　喘あえぐような声は顔のすぐ近くから。

「やだ、シオン様ったら……そんな、なんて大胆な……！」

　艶つやっぽい嬌きよう声せいは、知っている女の声だった。

「ああ……シオン様の小さな手が、私のを……！　い、いいですよ、シオン様。私の体でよければ、どうぞご堪能くださいませ。この体で主人を喜ばすことができるのであれば、メイドとしてこれ以上の幸福はありません……！」

「アルシェラ……──って、なっ!?」

　そこでシオンは、自分の身に降りかかっていた異常事態を完全に理解した。

　体を包み込むようにしていたのは──女体だった。小さな体を両腕で抱きしめられ、相手の胸に思い切り頭を埋うずめている。

　つまり、さっきから手で揉もんでしまっているのは──

「う、うわああ！」

　跳ねるように女体から逃れ、ベッドから飛び降りる。

「あん……もう、よろしいのですか？」

　思い切り動揺してしまうシオンに対し、ベッドに横たわっていた美女──アルシェラは、やや頬ほおを赤らめながら、少し残念そうに呟つぶやいた。

　彼女はシオンに仕えるメイドの一人であり、他の三人を束ねるメイド長でもある。

　垂れ目がちな優しい目元と、その目の下にある泣きぼくろ。薄紅色の艶やかな髪は、顔や肩にかかる。

　貞淑な雰囲気を纏まとう美女であるが、否いやが応おうでも目を引くのは、パンパンに張り出した豊麗な胸部。寝間着としている薄手のドレスを、はち切れんばかりに押し上げている。

　温和そうな顔立ちと肉感的な肢体がアンバランスな魅力を演出し、人間離れした色香を生み出していた。

（お、おっぱいに触ってしまった……）

　思春期真っただ中にある少年の頭は、薄い布越しに触れた女性の胸部の感触で埋め尽くされてしまう。自分の小さな手ではまるで掴つかみ切れなかった、あまりに巨大な乳房。まだ手のひらに柔やわ肉にくの感触が残っている気がするが──

「な、なにをやってるんだ、アルシェラ!?」

　感触を振り払うように拳を握り締め、シオンは必死に毅き然ぜんとした態度を作った。

　メイドに対する、主人としての態度を。

「どうしてお前が僕のベッドで寝ているんだ!?」

「どうしてと言われましても、昨晩は私が添い寝当番でしたので」

「え……あ、そ、そうか」

　平然と返され、納得するシオン。

　添い寝当番──この屋敷に住まう四人のメイド達は、日替わりでシオンと夜を共にすることになっている。

　いわゆる夜よ伽とぎ……というわけではない。

　ただただ、一緒に寝るだけのことだ。
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「毎夜の添い寝を希望されたのは、シオン様であったはずですが？　一人では怖くて眠れないとのことで」

「ち、違うぞ！　怖いわけじゃない！　ただ……えっと、誰かと一緒に寝た方が、睡眠の質が上がるというだけだ！　じ、自己管理のために仕方なくなんだ！」

「うふふ。そうでしたね」

　ムキになって言い訳するシオンを、アルシェラは慈愛の眼まな差ざしで見下ろしていた。

「でも……いくら僕の命令だからって、抱きつくことはないだろ？　僕は……その、隣で寝てくれるだけでいいんだから」

「申し訳ありません。シオン様のかわいらしい寝顔を間近で見ていたら……つい、我慢できなくなってしまいまして。でも、シオン様もまんざらではなかったのでは？　先ほどはずいぶんと情熱的に、私の乳房を揉もみしだいていたと思いますが？」

「あ、あれは寝ぼけてただけで、だからっ、その……ご、ごめん」

　しおらしく頭を下げたシオンに、アルシェラは優しく微笑ほほえむ。

「謝罪などしないでください。私はシオン様にこの身の全てを捧ささげた卑しきメイド……主あるじたるあなたが触れてならぬところなど、この肉体に一片たりともございません」

「……嫌じゃないのか？」

　俯うつむいたまま、震える声でシオンは問うた。

「アルシェラは、怖くないのか？　僕が触っても──わっぷ!?」

　言葉の途中、豊かな胸が顔面に迫ってきた。

　優しく、温かく、慈しむような甘い抱擁──

「なっ……ア、アルシェラ!?」

「嫌なはずがないでしょう。シオン様が相手ならば、私はどんなことをされても平気ですよ？」

「わ、わかったっ、わかったから、離れろ……く、苦しい」

　強く抱きしめられたことで、顔全体に巨大な乳房が押しつけられる形となる。抵抗すればするほど深く沈みゆくようで、シオンは顔を真っ赤にして悶もだえることしかできなかった。

「ふふっ。申し訳ありませんでした」

　惜しむようにゆるりとアルシェラが手を開き、シオンはようやく柔やわ肉にくの牢ろう獄ごくから解放された。はあ、と深く息を吐き出す。

（くそぅ……威厳もなにもあったものじゃないな）

　本当はもっと凛り々りしく、もっと男らしい態度で振る舞いたい。

　しかし、まだまだ人生経験の足りないシオンには、年上女性の扱い方がよくわからなかった。威厳を出そうにもいつも空回りをして、アルシェラには手玉に取られてしまう。

　彼女だけではなく、他の三人も同様。

　自分の倍以上生きている女性とは、どういう風に接したらいいのか。

　やっと12歳になった少年は、年上メイドとの接し方を常々悶もん々もんと悩んでいた。

「シオン様。そろそろ下に降りましょう。もう朝食もできていると思いますから」

「あ、ああ。そうだな」

「では、お召し物を替えさせていただきます」

「……アルシェラ。前から言おうと思っていたけど、いちいち手伝ってくれなくても大丈夫だぞ？　着替えぐらい、僕は一人でできるから──」

「なりません！」

　唐突に、アルシェラは声を張り上げた。

「なにを言っているのですか！　シオン・ターレスクともあろうお方が、わざわざ自分で着替えるなんて、そんなもったいないこと──いえ、そんな品格を貶おとしめるような真ま似ねをするべきではありません！」

「そ、そうなのか？」

「王族や貴族など、高貴な身分の者は、衣服を自分で着替えたりはしません。着替えの全ては従者の仕事だと耳にします。ならばシオン様も、当然そうすべきです。品格というものは、日々の習慣から身につくものですから」

「……わ、わかった。じゃあ、いつも通り頼む」

　鬼気迫る形相で熱弁され、勢いで押し切られてしまう。アルシェラは満面の笑みを浮かべたまま、「かしこまりました」と頷うなずき、シオンへと手を伸ばす。

　女の白い手が、寝間着を一枚ずつ脱がしていく。

　冗談みたいに煽せん情じよう的な手つきで。

（うう……は、恥ずかしい）

　美女の手で服を脱がせてもらう。女慣れした男にとっては幸福以外のなにものでもないだろうが、しかし年頃の少年にとっては耐えがたい恥辱であった。

　シオンはギュっと目を閉じて羞恥に耐える。

　そのせいで、奉仕をするアルシェラの瞳に不純な欲に塗まみれた輝きが宿っていたことや、脱がせた寝間着の匂いを彼女がこっそりと嗅いでいたことには、全く気づくことができなかった。







　シオンの着替えが終わると、アルシェラも一旦自室へと戻り、寝間着のドレスからメイド服へと着替えてきた。

　モノトーンを基調としたシックなドレス。頭には白いメイドカチューシャ。長い髪は横で一つにまとめている。ピンと背筋を伸ばした立ち姿には、一輪の白薔ば薇らにも似た凛りんとした美しさがあった。

「お待たせしました。では参りましょう」

「うむ」

　毛足の長い絨じゆう毯たんが敷き詰められた廊下を、二人で歩いていく。メイド達が毎日掃除をしてくれるおかげで、廊下にはゴミ一つ落ちていないし、窓もピカピカだ。

　窓の外を見れば、手入れの行き届いた庭園が目に入る。色とりどりの薔ば薇らや、清らかな水が湧き出る噴水。ここからは見えないが、屋敷の裏には野菜を育てる菜園もある。

　シオンはかすかに目を細め、小さく微笑ほほえんだ。

（ずいぶんと立派な屋敷になったものだな）

　元々この屋敷は、数百年以上前に建築されたものだ。どこかの貴族が別荘として建てたものが、いつしか棄すてられて放置されたらしい。

　王都から締め出され、人目を避けて流浪の旅をしていたシオンが流れ着いたときには、単なる古びた廃はい墟きよでしかなかった。

　雨風さえ凌しのげればいいと、廃墟のまま寝泊まりしていたが──アルシェラ達四人と暮らし始めてからは、彼女達が隅から隅まで屋敷の手入れをしてくれた。

　おかげで今や、廃墟は立派な豪邸へと生まれ変わっていた。

「もう、一年になるのか。お前達と一緒に暮らし始めてから」

「そうなりますね」

　一年前──廃墟同然の屋敷で死んだように暮らすシオンの下に、アルシェラ達四人は現れた。

　でも、それが初対面というわけではない。

　もっと前に、何度も顔を合わせていた。

　シオンがまだ、勇者と呼ばれていた頃に。

　なぜなら彼女達は──

「──だーれだ？」

　突如、目の前が真っ暗になった。

　背後から忍び寄った何者かが、シオンの目を塞いだのだ。

「……フェイナか？」

「わっ。すごい、大正解っ！」

　目隠しを解かれて背後を振り返ると、快活な笑みを浮かべるメイド姿の女──フェイナが立っていた。

　明るい色の髪は肩にかかる程度の長さで、目には悪戯いたずらを思いついた子供のような無む邪じや気きな輝きが宿る。

　メイド服はスカートの丈がかなり短く、健康的な美脚が露あらわとなっていた。豊かな胸部に、くびれた腰。抜群のスタイルを誇るしなやかな肢体には、野生の肉食獣を思わせる美があった。

「シー様、なんでわかったの？」

「こんな子供じみた真ま似ねをする奴やつは、フェイナの他にいないからな」

「えー、ほんとに？　本当は……後頭部のおっぱいの感触でわかったんじゃないの？」

「バ、バカなこと言うな！」

　からかうように指摘され、シオンは顔を真っ赤にした。自然と相手の胸元に目が行ってしまう。アルシェラには少し及ばないが、フェイナもまた、十分すぎるほどの巨乳の持ち主だった。

「はしたないわよ、フェイナ」

　アルシェラが窘たしなめるように言う。

　主あるじへ向けた敬意溢あふれる言葉使いとは違う、砕けた口調で。

「シオン様の高貴な後頭部に、あなたの下品な胸を押し付けるなんて、無礼にもほどがあるわ」

「下品って。私よりはるかに下品な胸してるアルシェラには言われたくないんだけど。てか、わざとじゃないしー。勢い余ってぶつかっちゃっただけだもーん」

　拗すねたように言った後、フェイナは改めてシオンを見下ろす。にひひ、と悪戯いたずらめいた笑みを浮かべたかと思えば、ふわりと頭に手を置いた。

　よしよし、と撫なで始める。

「な、なにをする!?　やめろ、撫でるな！」

「ほんと、シー様の頭って、いいところにあるよねー。ちょうど私達のおっぱいのところにあるんだもん」

「ぐっ……」

　何気なく告げられた指摘に、ぎくりとシオンは身を強こわ張ばらせる。

　なぜならば──現在抱えている悩みの一つを言い当てられたからだ。

　シオンの背は小さい。

　12歳という年齢を考えても、やや小さい。

　この屋敷に住まうメイド達は全員、シオンより二十センチ以上背が高く──必然的に、自分の顔の位置が相手の胸の位置になる。

　普通に向き合って話せば、どうしてもおっぱいが目に入る。

　女性に免疫のないシオンには、日常的に視界に入ってしまうおっぱい達とどう向き合ったらいいのかわからず、逃げるように視線を逸そらすことしかできなかった。

「シー様は、合法的におっぱい見放題なんだよねー。だって顔上げたらそこにおっぱいがあるんだもん」

「ふ、ふざけるな！　僕は……お、おっぱいなんかに興味はない！」

　嘘うそだった。

　本当はちょっと……いや、かなり興味がある。

　でも、そんなことは口が裂けても言えない。

　なぜならシオンは──まだ12歳だから。

「あはは。ムキになっちゃって。本当にかわいいな、もう～～。なでなで、なでなで」

「や、やめろ。くすぐったいだろ……」

「──いい加減にしなさい」

　氷でできた刃やいばのように冷たく鋭い声に、フェイナはパッと怯おびえたように手を放した。

「シオン様が嫌がっているでしょう？」

　アルシェラはにこやかに微笑ほほえんでいた。が、目はまるで笑っていない。体中から嫉妬と憤ふん怒ぬのオーラが噴出されているかのようだった。

　フェイナは不満そうに口を尖とがらす。

「むー。いいじゃん、ちょっとぐらい」

「メイドとしての節度を持てと言っているの。主あるじの頭を撫なで撫でするなんていう羨ましい行為──んんっ、無礼な行為は言語道断よ」

「ずるいなあ、アルシェラは。自分は昨日たっぷり楽しんだからって、私にばっかり厳しく言ってさ」

「な、なにを言っているのかしら？　私はメイドとしての責務を忘れて欲望に走ることなどないわ。ねえ、シオン様？」

「う、うむ」

　話を合わせるシオンだった。

　アルシェラはどうも、人前でベタベタするのを恥ずかしがる傾向にある。周囲に誰かがいるときは、礼儀正しくおしとやかで、気品溢あふれる貞淑なメイドそのものとなる。

（でも……二人っきりになると、ちょっとおかしくなるんだよな）

　まるで理性のタガが外れたかのように、目の色が変わってスキンシップが多くなる。それがなぜなのかは、幼いシオンはまだよくわかっていなかった。







　一階にある食堂の扉を開くと、香ばしい匂いがした。

　焼きたてのパンの匂いだ。

　広い部屋の中央には、優に十人は座れそうな長テーブルが一つ。頭上には豪華なシャンデリアがある。

　皺しわ一つない清潔なテーブルクロスの上には、人数分の皿が並べられていく。細身のメイドが朝食の準備をしているところだった。

　彼女はシオンに気づくと作業の手を止め、体ごとこちらを向き、

「おはようございます、お屋や形かた様」

　と、慇いん懃ぎんすぎるほどに深く頭を下げた。

「うむ。おはよう。そうか、今日はナギが料理当番だったか」

「もうすぐ支度が終わります。しばしお待ちください」

　硬い口調で告げると、ナギは作業に戻る。

　墨を落としたような黒い髪と、切れ長な目元。細身で均整の取れた肢体。一振りの名刀のような美しさを持つ美女であり──そして比喩ではなく、彼女は腰に太刀を佩はいていた。腰に巻いた革ベルトが長刀の鞘さやと繋つながっている。

　ナギの愛刀は、作りも拵こしらえもなにもかもが大陸の刀剣とは異なる。彼女の祖国である東方の島国で作られたものらしい。

『お屋形様』という変わった呼び方も、彼女の祖国で用いられる、主君に対する尊称であるそうだ。

　シオンは自分の席に座り、アルシェラとフェイナも続いて座る。

　主人と従者が一緒の席で食事を取るなど、普通の貴族や王族ならばまずあり得ないことなのだろう。

　しかし元々貴族でもなんでもないシオンは、メイドを働かせて自分だけが食事を取るというのが、どうにも落ち着かなかった。そのため、食事はできる限り一緒に座って取るようにと彼女らに命じていた。

　食卓には、ナギの手で朝食のメニューが並べられていく。

「今朝採れたばかりのトマトです。なにもつけずとも美お味いしくいただけると思いますが、お好みで調味料をお使いください」

　屋敷の裏には菜園があり、ナギはそこで野菜を育てている。トマトやレタスなどの見慣れた野菜もあれば、こちらの大陸では珍しい東方由来の植物も多くある。

　続いてナギは、薄茶色のスープが入ったお椀わんと、白い長方形の物体が入った小鉢を並べた。

「これは確か、ミソ汁と、トーフだな」

「はい。以前お作りしたときに好評でしたので」

「ナギが作る東方の食べ物はどれも美味しいからな。さっぱりとした味付けだが、不思議な奥深さがある」

「恐縮にございます。今日焼いたパンには豆乳を練りこんでありますので、味み噌そ汁しるにも合うかと思います」

「それは楽しみだ。しかし……東方の民はすごいのだな。ミソにショーユ、トーニューにトーフと、豆一つを様々な料理に昇華している」

「では、お屋や形かた様……」

　そこで、ずっと落ち着いていたナギの目の色が変わる。

「きょ、今日こそ、納豆を食してみてはいかがでしょうか？」

　期待と興奮に満ち満ちた態度に、シオンは表情を強こわ張ばらせた。

「あ……う。ナットー、か……。あれ、は……」

「納豆も、味み噌そや豆腐と同じ大豆を加工した食品にございます！　確かに匂いは特徴的かもしれませんが、栄養価が非常に高く、我が国では広く親しまれる食材なのです！」

「いや、それは、前にも聞いたのだが……うん。まあ、また今度、気が向いたらな」

「……そう、ですか」

　ナギはわかりやすく落ち込んでしまい、申し訳ない気分になる。

（でも、ナットーは……無理だなあ）

　以前にも、ナギが「これが私の大好物です」と言いながら、ナットーなるものを食卓に出したことがあったのだが……もう、全てが無理だった。食欲の失うせる色味。粘性の糸。そしてなにより強烈な匂い。とても人類が食べるものとは思えなかった。

「ナギには悪いけど……腐った豆以外のなにものでもなかったわね」

「私はあれを食うぐらいなら、その辺の土を食うね」

　アルシェラとフェイナも、引ひき攣つった笑みを浮かべていた。彼女達もナットーには強い拒絶を示していた。特にフェイナの方はあの匂いが本当にダメだったらしく、拒きよ否ひを通り越して憎悪に近い感情を抱いているように見える。

「くっ、貴様ら……！　我が祖国の食文化を……納豆を愚弄するつもりならば、相手になるぞ！」

「……ナギ。もう一度確認するけど、僕達を騙だましているわけではないんだよな？　お前の国では本当に本当に、ナットーを食べているんだよな？」

「お、お屋形様まで……！　くっ、なぜだ！　なぜこの国では納豆が受け入れられんのだ!?　腐ってるって……そんなのチーズだって同じではないか！」

　深い落胆と激しい憤りを見せるナギだった。

（……難しいものだな。異文化交流というものは）

　その後、ナギはどうにか持ち直して準備を続け、五人分の食事が食卓に並んだ。

「ん？　そういえば、イブリスはどうしたんだ？」

　不在のメイドを思い出してシオンが問うと、ナギが言いにくそうに口を開く。

「一応、部屋の前を通るときに声をかけてきたのですが、返事がなく……」

「また寝坊ですか。彼女の自堕落っぷりには困ったものね」

　アルシェラがため息を吐つく。

「起きてこない奴やつはほっとけばいいんじゃない？　お腹なかすいたし、先に食べ──」

「──ダメだ」

　呆あきれたようなフェイナの言葉を遮ったのは、シオンの強い声だった。

「ご飯は、できる限りみんなで一緒に食べる。それがこの家のルールだ」

　強く言い切った主人の声に、メイド達は一瞬驚いた顔をした後、皆一様に柔らかな微笑を浮かべた。

「……あはは。そうだったね、ごめんね、シー様」

　軽く謝るフェイナ。

「ナギ。悪いが、イブリスを起こしてきてくれるか？」

「御意」

　シオンの命に従い、ナギは食堂から出ていく。

　しばしの間、出で来きたての朝食に手をつけずに待つという、辛つらい時間が続くが、

「あっ。そうだ」

　と声を上げて、フェイナが席を立つ。

　食堂の隅に置いてあった新聞紙の束を、シオンの下に持ってくる。

「はいシー様。一週間分の新聞、さっき届いてたよ」

「おお。ありがとう、フェイナ」

　この屋敷には、新聞屋が使役する鷹たかが週に一度、新聞を届けてくれる。魔術によって知能や運動能力を強化した、一種の使い魔である。通常の配達より高価となるが、辺境の奥地にあるこの屋敷への配達となると、こういったサービスを利用する他なかった。

　シオンは新聞を受け取ると、まず一週間前の記事を広げた。

「どう？　なんか面白いこと起きてる？　私、字ぃ読めないんだから、一人で読んでないでいろいろ教えてよ」

「──王都の宮殿に、盗賊の一派が侵入したらしい」

　肩越しに覗のぞき込こむようにしてきたフェイナに、シオンは言った。

「一週間前の深夜、数名の賊が宮殿に忍び込み、宝物庫からいくつかの宝を持ち出して逃亡。賊の一人が、ガーレル・ゲアということは判明しているそうだ」

「ガーレル・ゲア、聞いたことがありますね」

　アルシェラが口を開く。

「ロガーナ王国南方、ウルト領の方では有名な盗賊だったかと思います。盗賊団『緋ひ蜘ぐ蛛も』の筆頭であり、貴族も平民も一切区別せず、気分次第で手当たり次第に殺さつ戮りくと強奪を繰り返す、悪名高い男だとか」

「ふぅん、要するにクズってわけね」

「僕も名前ぐらいは知っている。しかし驚いたな。王都……特に宮殿や宝物庫の警備は厳重だ。盗賊風情が忍び込めるとは思えないのだが……ガーレルという男は、そこまでの力を持っているのか？」

　シオンはさらに記事を読み進める。

「盗まれたのは……宝物庫に保管されていた宝石や武具、合わせて十五点。騎士団本部の精鋭が到着する頃には、ガーレル一派は逃亡を開始。目撃情報によれば、王都より西方、エルト地方に逃げたと思われる」

「エルト地方？　こっちの方に逃げてきてるの？」

「そうらしいな。街の方に被害がないといいのだが……」

　新聞をさらに読み進めようとした、そのとき。

　食堂の扉が開かれ、二人の女が入ってきた。

「ほら。きびきび歩け、イブリス」

「だる、ねむ……。私なんかほっといて、先に食ってりゃいいだろ」

「食事はみんなで一緒に、というのがお屋や形かた様の望みだ」

「あー……あったっけなあ、そんなルール」

　ナギに手を引かれて、気だるげな表情の女──イブリスが足取り重く入ってきた。

　灰色の髪と、蜂蜜色の肌。顔立ちは整っており、美女と表現して差し支えないのだが、まるで覇気のない表情や態度が、その美貌を少し薄めている。服装は一応メイド服だが、急いで着たのか、それとも真面目に着る気がないのか、全体的に雑な着こなしだった。

「遅いぞ、イブリス」

「すいません、坊ちゃま。私、どーも朝は弱くて」

　頭を掻かきながら謝罪を述べ、そして自分の席へと座る。

　イブリスは基本的にテンションが低い女である。面倒くさがりで、怠け者。メイドの仕事も隙を見てよくサボっている。

「まあいい。次から気をつけてくれ」

　相変わらずの態度にため息を吐つくシオン。

　それから、視線を食卓へと向けた。

「よし。全員揃そろったな」

　淑しとやかな微笑を湛たたえたアルシェラ。

　快活な笑みを浮かべるフェイナ。

　凛りんと澄ました顔のナギ。

　気け怠だるそうに頬ほお杖づえを突くイブリス。

　シオンを主あるじと認めて仕える四人のメイドが、全員食卓に揃った。

「では、食事にしよう」

　五人で一緒に朝食を摂とり、また、今日が始まる。







　朝食後、メイド達はそれぞれの仕事を始めた。

　アルシェラは洗濯、フェイナは屋敷の掃除、ナギは菜園の手入れ。

　そしてイブリスは──シオンのサポート、である。

「イブリス。２番の棚にある『魔術の理ことわりと根源』の上下巻、12番の『汎用魔術のすすめ』改訂版。そして25番の棚にある、エーベル・ロインの著書を全て持ってきてくれ」

「あー、はいはい。かしこまりましたよ、坊ちゃま」

　屋敷の書庫。

　イブリスはかったるそうに返事をした後、指示された本を順番に棚から運んできて、シオンの横に置いた。

「うむ。ありがとう」

　持ってきてもらった本を一冊手に取り、目的の頁ぺーじを開く。

　机の上にはすでにいくつかの魔術書が広げられていた。シオンは複数の魔術書を照らし合わせながら本を読み進め、時折ペンを走らせてメモを取っていく。

　しばらくの間、黙々と作業をしていると、

「ふぁあ。よくもまあ、こんな日の高いうちから、引き籠ってシコシコやってられますね」

　あくびを漏らしながら、イブリスが皮肉げに口を開いた。

「見てるだけで背筋が痒かゆくなってきそうっスよ」

「仕方ないだろう。僕が書く魔術書ぐらいしか、この屋敷には収入源がないのだから」

　シオンは定期的に魔術書を出版し、金を稼いでいる。

　名前は出せぬ事情があるため、偽名を使って出版しているが。

「なにをおっしゃるやら。坊ちゃまは金になんか困ってないでしょう？　王都から追い出されたときに、国王様から山ほど金もらったんでしょう？」

「……そうだな。山ほどの──手切れ金をもらったよ」

　放逐されたといっても、シオンは無一文で追い出されたわけではない。

　十分すぎるほどの金はもらった。

　平民ならば、十回は人生を遊んで暮らせる程度の大金を。

　おそらくは手切れ金であり、口止め料なのだろう。

『二度と王室に関わるな』

『魔王を倒したのが自分だと口外するな』

『どこか遠くで静かに暮らせ』

　そんな離別と嫌悪の意が込められた金なのだと思う。

　あるいは──王室は、シンプルに恐れたのかもしれない。

　シオン・ターレスクに恨まれることを。

　魔王を倒した少年が、いつか国を滅ぼしに来ることを。

　恐怖しているからこそ、全てを金で解決しようとした──

「まあ、金のためだけというわけでもない。魔術研究は、僕の趣味みたいなものだからな」

「わけわかんねっスね。魔王をぶっ倒せるぐらい強いあんたが、これ以上強くなってどうするつもりですか？」

「強くなるだけが強さじゃないさ」

　そう言った後、シオンは顔を上げて頭上を指す。

　書庫の天井では、埋め込まれた魔石灯が淡い輝きを放っていた。

「たとえば魔石灯。これは偉大な発明品だ。昔は夜になると、蝋ろう燭そくを灯ともすぐらいでしか光源を確保することができなかったが、今ではこうして」

　パチン、と指を鳴らすと、魔石灯の輝きが消えた。

　もう一度鳴らすと、再び光が降り注ぐ。

「己の意思一つで自在に光を灯すことができる」

「魔石……魔道具文化ってやつですね」

　魔石とは、魔物の体内や魔素の満ちた大地から発掘できる、魔力を秘めた特殊鉱物の総称である。それに魔力を込めたり術式を書き込んだりすることで、様々な超常現象を可能とする便利な魔道具へと加工することができる。

「ここ百年ぐらいで、人間の生活には一気に魔術が普及しましたよね」

「魔石灯のすごいところは『誰でも簡単に使える』ということだ。魔術を理解していない一般人でも、簡単に扱えて魔術の恩恵を受けることができる。もっとも、魔石灯はまだまだ高価で貴族か金持ちしか持っていないが……もっと安価に量産ができるようになれば、いずれは平民も、夜に怯おびえずに済む時代が来るのかもしれない」

「来るんですかねえ、そんな時代が」

「来るさ。僕はその手助けができればと思っている。世界の人々が、今より少しでも豊かに生活をするための手助けを」

　まっすぐな目をして、シオンは言った。

「魔術にしても、そういう視点で研究すると、新しい発見があって非常に面白い。今まで僕は、自分のセンスだけで魔術を使用していたし、新しい術式を作るときも自分が使うことしか考えていなかった。でも、そんなやり方で作られた魔術は、僕みたいな天才にしか扱えないものばかりとなる」

「自慢ですか？」

「事実だよ。なんの自慢にもならん事実だ。僕は天才というやつなんだろう。客観的にそう思う。だけど──才能溢あふれる者にしか扱えない特別で強力な魔術を一つ編み出すより、誰にでも簡単に使える汎用魔術を一つ編み出す方がよほど難しく、そして偉大なことなのだと思う」

「…………」

「今僕が研究してるのは通信魔術だ。今の時代、魔術師同士は様々な方法で遠方と情報をやり取りすることが可能だが、僕はこれを、誰にでも扱えるものにしたいと思っている。魔術など学ばなくとも、老人から子供まで、誰も簡単に遠くの人間と会話できるようになれば、離ればなれになってしまった友人や家族と──」

「──やっぱ、私にゃ理解できねえですね」

　熱が入り始めたシオンの弁を遮ったのは、冷めた声だった。

　冷たく、それでいてどこか苛いら立だったような目で、イブリスはシオンを見下ろす。

「なんで坊ちゃまはそんな風に……奴隷みたいに人類に尽くそうとするんですか？」

「え……」

「言ってみりゃ坊ちゃまは──人類から盛大に裏切られたようなもんでしょ？」

　イブリスは言う。

「死に物狂いで魔王を倒して命がけで人類を救ってやったってのに、ほとんどの人類がそのことを知らない。手柄は全部他人に横取りされて、今世間で勇者だ英雄だともてはやされてるのは、王室がでっち上げた偽物の方。本物の勇者であるはずの坊ちゃまは、人里で暮らすことも許されず、こんな辺境の屋敷での隠居を強いられている。これまでの偉業は全てなかったことにされ、これからどんな偉業を成そうとも、人類の歴史にシオン・ターレスクの名は残らない」

「…………」

「私が坊ちゃまなら、たぶん、人類滅ぼそうって考えますよ。やってらんねーっスもん。人間の醜いとこをしこたま見せられたってのに、よくまだ人間のために働こうなんて思うもんですね」

「……そうだな」

　冷笑と共に告げられた指摘に、シオンは沈痛な面持ちで頷うなずいた。

「王都を追い出された直後くらいは、そんなことも考えたよ。自分を含めた全生命を根絶やしにしてしまおうかと、至極真面目に検討したときもあった……でも、今はもう、くだらないことを考えるのはやめた。表舞台に立てない身なら、裏方として世のため人のために生きようと決めたんだ」

　シオンは言う。

「僕はもう勇者じゃないけれど、志ぐらいは勇者でありたいからな」

「……ったく、ほんとにかっこいいんだから」

　イブリスは柔らかな微笑を浮かべ、小声でぼそりと呟つぶやいた。

「ん？　なんだ？　声が小さくて聞こえなかったんだが……」

「ほんとにかわいいんだから、って言ったんです」

「なっ……ぼ、僕のどこがかわいいというんだ？」

「なーんかもう、全体的に？」

「……くそ。見てろよ、今にすごい術式を開発して、目にもの見せてやるからな！」

「あっはっは。楽しみにしてますよ、お坊ちゃま」

　ぐぬぬと唸うなるシオンと、そんな彼を楽し気に見下ろすイブリス。

　そのとき、

「失礼します」

　アルシェラが書庫へと入ってきた。

「お飲み物をお持ちしました」

　そう言って、カップを一つ机に置く。

　中身はミルクココア。シオンの好物である。

「作りたてですので、火傷やけどしないようにお気をつけください」

「ありがとう、アルシェラ。……おっと、本当に熱いな」

　カップに手を伸ばすと、かなりの熱があった。冷めるまでしばらく置いておこうかと思ったが、

「シオン様。僭せん越えつながらこの私が、ココアを冷まして差し上げましょうか？」

　とアルシェラが言った。

「冷ますって、どうやって？」

「こうするのです」

　言うや否や、アルシェラはカップを手に取る。

　そして──ふー、ふー、と息を吹きかけ始めた。

「な……」

　突然の行動にシオンは面食らってしまう。

「少々お待ちください。もうすぐ冷めますから。ふー、ふー」

　艶つやのある唇を少し尖とがらせて、吐息を吹きかけていく。なにもいやらしい行為ではないはずなのに、その仕草は妙に艶なまめかしく、異様にドキドキしてしまった。

　断るに断れず、ただ黙ってふーふーを見守るが──

「ふーっ」

　耳に息を吹きかけられた。

　イブリスの仕業である。

「わ、わああっ！」

「あはは。驚きすぎでしょ、お坊ちゃま」
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　耳を押さえて顔を真っ赤にするシオンと、意地の悪そうな笑みを浮かべるイブリス。

「いい反応してくれるなあ。意外と敏感なんですね」

「な、なにを──」

「なにをやっているのよイブリス！」

　シオンが声を上げるよりも早く、アルシェラが食いかかった。

「いくらなんでも不敬が過ぎるわ。恥を知りなさい」

「大げさな。ちょーっとからかっただけじゃん」

「まったく……私が真剣にココアを冷ましている横で、なんとうらやま──んんっ、恥知らずな真ま似ねを」

「つーか人のこと言えんのかよ。アルシェラだって、エローい顔でふーふーしてやるために、わざわざ熱々のココアを用意したんだろ？」

「な、なにを言っているのかしら？　い、言いがかりはやめて欲しいわね……」

　イブリスの指摘に、アルシェラは視線を逸そらして気まずそうに答えた。

「……お前ら、僕で遊ぶのもいい加減にしろ」

　怒りと羞恥が滲にじむ声で呻うなるように言うシオン。今日こそはガツンと言って主人としての威厳を見せつけてやる──と決意を固めた、その瞬間だった。

「──っ」

　シオンはハッと顔を上げた。

　表情を険しくし、書庫の壁を──屋敷の正面口の方角を睨にらみつける。

「どうかなさいましたか、シオン様」

「……僕の結界が破られた」

　苦々しい表情でシオンが告げると、アルシェラとイブリスは表情を硬くした。

　この屋敷の周囲には簡単な結界が張ってある。一定の実力がない者は、屋敷に辿たどりつけぬまま森の中をさまよい、気がつけば森の外に出ている仕組みとなっている。一般人が屋敷に迷い込むのを防ぐためのもので、大して強力なものではない。

　裏を返せば──一定以上の実力者には通用しない、ということだ。

（だからこそ、気になるな。わざわざ『破った』ことが）

　ただ認識と知覚に干渉し、人を迷わせるためだけの結界だ。一般人なら存在に気づけない。戦闘能力のある者ならば無視すればいい。

　それがわざわざ破られたということは、そこにあるのは明確なる敵意と示威。

　つまりは──宣戦布告。

　シオンがそこまで考えたところで。

　凄すさまじい破壊音が、屋敷に轟とどろいた。







　屋敷から飛び出したシオンの目に飛び込んできたのは──破壊された庭園だった。

　色とりどりの薔ば薇らが飾られていた花壁は引き裂かれ、敷き詰められた石畳は大きく陥没し、屋敷の外壁の一部にも亀裂が入っている。

　まるで、巨大な刃やいばで何度も切り付けられたかのような──

「なんだ、これは……？」

　惨さん憺たんたる光景に、シオンは愕がく然ぜんと呟つぶやく。

「だいじょぶ、シー様!?」

「ご無事ですか、お屋や形かた様!?」

　フェイナとナギが駆け寄ってくる。アルシェラとイブリスも、シオンの後に続いて外に出て、荒れ果てた庭園に絶句した。

「──なんだぁ？　ここには、色っぽい姉ちゃんとガキしかいねえのか？」

　嘲るような声。

　庭園の向こうに、荒々しい風貌の男が立っていた。

　ボサボサの髪と無ぶ精しよう髭ひげ。年は30そこそこと思われる。身に纏まとうのは血や土の汚れが目立つ衣服。背負っている剣には、鞘さや代わりの布が巻かれていた。

　薄汚い恰かつ好こうの男だが──しかし腕や首には、金色に輝く装飾品がある。ジャラジャラと身に着けた首輪や腕輪は、一目で高級品とわかる。

　いや──一目で盗品とわかる、と言った方が正確かもしれない。

「俺の名はガーレル・ゲア。ちったあ名の知れた盗賊だ」

　こちらが尋ねるよりも早く、男は自分から得意げに名乗った。

（やはり、か）

　シオンに驚きは少ない。

　身なりから予想はついていた。

　ガーレル・ゲア。

　今朝読んだ新聞で、記事になっていた男だ。

　粗野な恰かつ好こうにはまるで似合わない金銀の装飾品は、一週間前に宮殿の宝物庫から盗んできたものなのだろう。

「盗賊風情が、この屋敷になんの用だ？」

「はっ。ガキと話すことはねえよ。とっととパパを呼んできてくれねえか、お坊ちゃん？」

　鼻で笑うガーレルに、シオンはムッと顔をしかめた。

「生あい憎にく……パパなんてものはいない。僕がこの屋敷の主人だ」

「はあ？　おいおい、冗談はよせよ、クソガキ」

　肩をすくめるガーレル。

　しかしシオンや、他のメイド達の雰囲気から察したのか、

「……マジかよ。どこの金持ち坊ちゃまなんだ、お前は？　美人なお姉ちゃんを侍はべらせて、羨ましいねえ」

　と、下品な笑みを浮かべて言った。

　シオンは相手を睨にらみつける。

「ガーレル・ゲア。お前は宮殿に侵入し、盗みを働いてきたそうだな」

「ほう。こんな片田舎までもう情報が伝わってたか」

「『緋ひ蜘ぐ蛛も』という盗賊団の筆頭と聞くが、他の仲間はどうした？」

「ああ──殺しちまったよ」

　平然と、ガーレルは言った。シオンは眉を顰ひそめる。

「殺した……？　お前が、か？」

「ああ。全員な」

「なぜだ？　盗賊とは言え、仲間ではなかったのか？」

「仲間だったよ。気のいい奴やつらだった。でも、報酬の分け前で揉もめちまってな。面倒だから全員殺しちまった」

　悪びれもせず、恥ずかしげもなく、むしろ誇らしげに語るガーレルに、シオンは怒りにも似た不愉快さを抱いた。

「っと、俺の話なんざどうでもいいんだよ。おい、クソガキ。命が惜しけりゃ、持ってる金と財宝を全部出しな」

「悪いが、この屋敷に大したものはない」

「とぼけんなよ。こっちには情報が入ってんだ。ここの屋敷に、たんまりと財宝が貯ためこんであるってな」

　それは、やけに確信めいた口調だった。

（……宮殿の誰かが口を割ったのか？　あるいは、極秘記録でも盗み見たのか……？）

　シオンの存在は、この国にをおける重大な機密事項だ。

　しかし機密であるということは──知っている者は知っている、ということだ。

　口止め料としてどれだけの金額を支払ったかという記録は残っているだろうし、今の住処すみかも把握しているだろう。シオンを追い出した王族達は、きっと誰よりも元勇者を恐れているだろうから。

（さっきまでの口ぶりから察するに、僕の正体までは知らないようだ。ただ、僕が王室から受け取った財産だけを知っている……ならば、考えられるのは──）

「おい、どうしたんだ、クソガキ。黙ってんじゃねえよ」

「……ふん。いずれにしても、貴様のような賊に渡す金はない」

「はっ。ずいぶんと偉そうなガキだぜ。お前らも大変だな。こんなこまっしゃくれたクソガキのお守りをしなきゃならねえなんてよ」

　嘲笑を浮かべながら、ガーレルはメイド達へと視線を移した。一人一人、品定めするように眺めて舌なめずりをする。

「へへ。上玉揃ぞろいじゃねえか。どうだい、お姉ちゃん達。こんなガキじゃなくて、俺のメイドになってくれよ。ガキが相手じゃお前らだって満足できねえだろ？　俺なら夜の方だって満足させてやれるぜ？　ヒィヒィ言わせてやるよ」

「お断りいたします」

　まっさきに答えたのはアルシェラだった。にこやかに微笑ほほえんでいるが、しかし瞳は、道端のゴミを見るかのように無感情だった。

「私がこの身を捧ささげる主あるじは、シオン様ただ一人。あなたのような下げ衆すに仕えるなど、天地がひっくり返ってもありえません」

「はいはーい、右に同じぃ」

「まあ、ありえねえな」

「同じく」

　フェイナ、イブリス、ナギも、同様に強い拒絶を示した。

「がははっ。ああ、そうかよ。ずいぶんとそのちびっこにご執心のようだな」

　にべなく拒絶されたというのに、ガーレルの表情に怒りはなく、ただ余裕だけがあった。シオン達を単なる子供とメイドと見下しているからこその余裕なのか。

　それとも、なにか奥の手があるからなのか。

「だったらよぉ──」

　口の端に笑みを刻んだまま、背中の剣に手を伸ばした。

　柄つかを握り締め、薄汚い布が巻かれた剣を構える。

「──そのチビが死んだら俺に仕えてくれるかい？」

　ゆっくりと剣を振りかぶる。するとわずかに布がまくれて、鍔つばの装飾や刀身の紋様が露あらわとなった。

　瞬間──シオンは目を見開く。

（バ、バカな！）

　心臓が跳ね上がる。

　動揺が顔に出てしまう。

（あの剣を……なぜこの男が持っている!?）

　油断、と言えば油断だったのだろう。

　たかが盗賊と侮っていた。

　魔王を倒した自分が、盗賊程度に後れを取るはずがないと、高を括くくっていた。

　それゆえに──失念していた。

　ロガーナ王国の宝物庫に、なにが保管されていたかを。

　だが、信じられない。

　幾重にも結界が張り巡らされている宝物庫の奥で、最も厳重に保管されていたはずのアレが、まさか盗賊程度に盗まれるなんて。

「『聖剣メルトール』……！」

　シオンが呟つぶやいた瞬間には──もう剣は振られていた。

　それはつまり、終わりを意味する。

　ガーレルはただ、聖剣を空振りしただけ。横に払っただけ。シオンとの距離は民家二軒分ほどあったにもかかわらず、ただその場で剣を振った。

　空を切り、空間を切った。

「しまっ──」

　回避も防御も間に合わない。

　次の瞬間には。

　一いつ閃せん。

　そして、一線。

　シオンの首が──刎はねられた。

　細い首に入った一本の線により、頭部と胴が綺き麗れいに分かたれた。

　切断面からは大量の血液が噴き出し、小さな頭部は地面を転がる。







『聖剣メルトール』。

　はるか昔、まだ神々が地上にいた頃、神々が人間に与えたとされる武具──古代の神々の恩恵により規格外の威力を発揮する秘宝は、俗に聖剣と呼ばれる。

　ロガーナ王国には、代々伝わる三つの聖剣がある。質量を喰くらう『聖剣ザグラム』、流れを司つかさどる『聖剣リッター』。

　そして──距離を掌握する『聖剣メルトール』。

　別名『間合い殺し』とも呼ばれる剣で、この剣を所有した者にとって、距離という概念は意味をなくす。

　要するに──視界の全てが間合いとなる。

　所有者が斬りたいと願いながら剣を振れば、斬撃は空間を跳躍して対象へと向かう。

　たとえるならば、一枚の風景画に、筆で一本線を引くようなもの。

　三次元的な空間を──二次元的に切り裂く剣。

　この世界から奥行きを根こそぎに奪う剣は、視界の全てを単なる平面のように切りつけることが可能となる。

「がははっ！　どうだよ、クソガキ！　聖剣の威力はよ!?　って、もう聞こえちゃいねえか。がははは！」

『メルトール』を片手に持ったまま、ガーレルは高らかに笑った。剣に巻き付いていた布は剥はがれ落おち、精緻な紋様が描かれた刀身と、華美な装飾が施された鍔つばが現れる。

　美しく神々しい。

　聖の字を冠するに相応ふさわしい、聖剣本来の姿であった。

「たまんねえなあ、おい。この剣さえありゃあ、俺は無敵だぜ！」

　美しい刀身を、なにかに取とり憑つかれたような危うい瞳で眺めるガーレル。

　彼の仲間であった『緋ひ蜘ぐ蛛も』の一味を殺したのも、この聖剣だった。

　もう、いらないと思ったから。

　この剣さえあれば、自分には仲間などいらない。

　全ての手柄を、あらゆる戦果を、独り占めできる。

　もはや恐れるものなど、なにもない──

「どうだ、お姉ちゃん達！　てめえらのチビ主人は、無様に死んじまったぜ？　同じ目に遭いたくなきゃ、大人しく俺のメイドになりな！」

　恐怖を忘れた瞳で、この世全てを掌握したかのような尊大な態度で、ガーレルはメイド達へと声をかけるが──
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「──ひぃっ!?」

　気づけば、ガーレルは地面に尻もちをついていた。戦慄が全身を駆け抜け、心臓を直接鷲わし掴づかみにされたかのような錯覚を抱いた。

　恐怖が。

　未いまだかつて味わったこともない圧倒的な恐怖が、彼の体を地面に縫い付けた。二度と手放さぬと決めた聖剣も、気づけば地面に落としてしまっている。

「あ、ああ……」

　パクパクと魚のように口を開閉させ、異形へと変貌した四人の女性を愕がく然ぜんと見つめる。彼女達から吹き出す魔力は、あまりに巨大で、あまりに禍まが々まがしく、ただそこに佇たたずむだけで世界を汚すような邪悪さがあった。

「貴様ぁ……よくも、よくも、シオン様を……！」

　淑しとやかな微笑を湛たたえていたメイドは──悪神の形相となる。頭からは山や羊ぎにも似た捩ねじれた角が生え、腰からは鴉からすを思わせる漆黒の翼が広がる。空間を歪ゆがますほどの膨大な魔力が、殺気と共に撒まき散ちらされる。

「フーッ、フーッ……！」

　明るく笑っていたメイドは──餓が狼ろうの如ごとき獰どう猛もうな眼光を放つ。頭からは犬や狼おおかみを思わせる耳が、臀でん部ぶからは大きな尻尾が生える。身に着けていた手袋は破け、鋭い爪が現れる。口元から覗のぞく大きな牙の隙間からは、荒々しい呼気が漏れ出していた。

「……ぶっ殺す」

　気け怠だるそうにしていたメイドは──永久凍土の如ごとき冷たい殺気を漏らす。灰色の髪は立ち上る魔力に流されて膨れ上がり、それまで髪に隠れていた耳は、先端が長く伸びて尖とがった。

「下郎が……！　己の罪を地獄で悔いろ……！」

　凛りん然ぜんと佇たたずんでいたメイドは──凶猛な鬼気を身に纏まとう。頭からは二本の角が生えた。前髪を分けて伸びたそれは、根元は黒く、尖せん端たんに行くにつれて血のように鮮烈な朱色に染まる。体を半身に構え、腰に佩はいた太刀を掴つかんで鯉こい口ぐちを切る。

　四者四様──否、四者四妖とでも表現すべきか。

　それぞれがまるで異なる異形へと変貌した四人のメイド達──

（な、なんだ、こいつらは……!?　ま、魔族なのか……？）

　未知の恐怖に怯おびえるガーレル。

　彼女らの禍まが々まがしくも神々しい姿に、以前耳にした情報を思い出す。

（確か……噂うわさで聞いたことがある。二年前に死んだ魔王には──『四天女王レデイストピア』と呼ばれる、最強最悪の、四人の側近がいたって）

　淫魔サキユバスを統べるべく生まれ落ちた、淫魔の女王──『大[image: ]婦バビロン』

　太陽を喰くらったかの如く眩まばゆい体毛を持つ伝説の人じん狼ろう──『金狼マーナガルム』

　神を呪い、暗黒の闇に堕おちた森の精──『闇森精ダークエルフ』

　東方諸国家を支配し、魑ち魅み魍もう魎りようの頂点に座す一族──『鬼』

　それぞれが伝説級の超高位魔族。

　悪名高き四人の女魔族は『四天女王レデイストピア』と呼ばれ、魔王と共に人間達の間で恐れられていた。

「ひ、ひぃい……な、なんで……魔王の側近が、こんなところに……」

　四人の暴虐的な魔力に触れたガーレルには、もはや戦意など欠片かけらも残っていなかった。恐怖に支配された顔は、一気に10歳ほど老け込んだようにも見える。

　しかしそんな彼を見ても、四人のメイド達の怒りは収まらない。

　腰を抜かした敵を前に、暴れ狂う殺気のままに攻撃を仕掛ける──その、寸前だった。




「落ち着け、お前達」




　声が。

　幼い少年の声が響いて、四人のメイドは動きを止めた。

「騒ぐほどのことじゃない。ただ──首を刎はねられただけのことだ」

　響き渡る声に、ガーレルは慌てて周囲を見渡す。

「バカな……なんで、あのガキの声が──ひっ。うわあああ！」

　すでに恐怖のドン底にいた彼を、さらなる恐怖が襲った。

　いた。

　さっき自分が殺した少年──シオンと呼ばれた少年がいた。その声は、紛まぎれもなく少年の口から発せられている。

　ただし。

　地面に転がっている少年の、生首についた口から──

「やれやれ……油断したな」

　頭だけとなった少年は、しかし平然と言葉を紡ぐ。

「いくら『聖剣メルトール』の攻撃とは言え、あの程度をよけられないとはな。この二年、戦いから遠ざかっていたせいで、感覚がすっかりと鈍っていたらしい。それに」

　こんな体になってからというもの。

　どうも危機感や防御意識が薄くなっている。

　と。

　独り言のように言葉を紡ぐ、シオンの頭部。その横にはいつしか、少年の体が立っていた。首のない体は、ひょい、と頭部を持ち上げる。

　レンガを積むような気軽さで、首の切断面に頭部を乗せると──瞬く間に、頭部と胴体が繋つながった。細い首には傷一つ残っていない。

　首筋を撫なでながら、シオンはメイド達へと視線を向ける。

「この通り、僕は大丈夫だ。だからお前達も怒りを収めろ。この程度、僕にとってはかすり傷ですらない」

「シオン様があの程度の賊に傷つけられるとは思っておりません。しかし、あの者はシオン様に向かって攻撃を繰り出し、あまつさえ……白く美しくきめ細かい至高の柔肌に刃やいばを入れた……！　これは万死に値する重罪です！」

「私ら、主人に牙を向けられて黙ってられるほど大人じゃないんだよねー」

「はん。私は坊ちゃまとは関係なく、あの人間が調子こいてるのがムカつくだけだ」

「主人に弓を引かれたとあっては、忠臣として黙っているわけにはいきませぬ」

「シオン様。我らはあなたを傷つける者を許しません。ですから、どうかこうして……醜態を晒さらすことをお許しください」

「……勘違いするなよ、アルシェラ。それに、他の三人もだ」

　シオンは言う。

「僕はお前達の本来の姿を、醜いと思ったことは一度だってない。むしろ、美しいとさえ思う」

「シオン様……」

「だが、怒りに任せて力を振るおうとするお前らは……あんまり感心できなくて、えと……だから、なんというか、その……」

　しどろもどろになりながら、かすかに頬ほおを赤らめつつ、シオンは言う。




「ぼ、僕は……笑ってるお前達の方が好きだ」




　メイド達は一様に言葉を失う。

「くそっ、言わせるな、こんなこと……」

　恥ずかしそうに頭を掻かくシオン。

　メイド達は呆あつ気けに取られたように沈黙していたが──やがて、パッ、と。

　周囲を満たしていた殺気や魔力が綺き麗れいさっぱり消きえ失うせる。

　異形へと変貌していた四人の女は、一瞬で元の人間の姿へと戻った。

「す、すす、好き……？　シオン様が、私のことを好き、って……!?　やだ、そんな……ああ……ダメ……私、もう立っていられません……」

「えっへっへー、やーん、もうっ、シー様かわいいっ！　そっかそっかー、そんなに私のことが大好きなのかー」

「た、倒れるな、アルシェラ！　フェイナはくっつくな！」

「はーあ。くっだらねー茶番でしたね。んじゃ、私はちょっと横になって休みます」

「くっ……お屋や形かた様……今のお言葉、私のような未熟者にはもったいのうございます」

「寝るな、イブリス！　ナギは泣くな！」

　ぎゃーぎゃー、と。

　騒がしいやり取りをメイド達と済ませ、シオンは深く息を吐く。

「まったく……こいつらは、いつもいつも……」

　愚ぐ痴ちるように呟つぶやいてから。

　腰を抜かしているガーレルの方へと、歩を進めた。

「待たせたな」

　淡々と言うシオンを、恐怖に震えた瞳が見上げてくる。

「な、な、なんなんだよ、お前は……？　な、なにもん、なんだ？」

「化け物だよ」

　シオンは言った。

　その声には、酷ひどく寂しい響きがあった。

「二年前、魔王を倒したときに──僕は呪われた。死にたくても死ねない、不死身の化け物……そんな勇者の成れの果てが、僕だ」







　二年前──

　シオンは勇者として戦った。

　勇者のパーティを率いながら、魔王が率いる軍勢と戦い続けた。

　最後には魔王城へと乗り込み、側近である『四天女王レデイストピア』とも激戦を繰り広げ、一人、また一人と仲間が倒れる中、ただ一人最後まで戦い続けて──

　死闘の果てに、とうとう魔王を討伐した。

　しかし。

　笑っていた。

　笑っていたのだ。

　シオンに命を絶たれる瞬間、魔王は、とても嬉うれしそうに笑っていた──

「魔王を、倒した……は、はあ？　バカ言ってんじゃねえよ。二年前に魔王を倒したのは、レビウスだろ？　勇者レビウスが、魔王をぶっ倒してくれたんだろ？」

　なにをバカなことを、と言わんばかりにガーレルは言った。

　そう、それがこの世界の常識だ。

　魔王を倒したのは──レビウス・ベルタ・サーゲイン。

　名門貴族サーゲイン家出身の、精せい悍かんな顔つきをした美青年だ。

　人類の大多数が、世界を救ったのは彼だと信じ切っている。

「レビウス……って、誰だっけ？」

「あれだろ。確か、魔王城の入り口の方で倒れてた奴やつ。顔だけはよかった男」

「あーあー、そういえば、いたねえ。確か、シー様が転移魔術で、近くの街に跳ばして守ってあげたんだっけ？」

　フェイナとイブリスが言う通り、レビウスは元々シオンが組んでいたパーティの一人だった。優秀な剣士だったが、魔王軍の猛攻を前に敗北。死ぬ寸前に、シオンが戦線から離脱させた。

　シオンの呪いが判明した後──偽の勇者として祭り上げられたのが彼だった。

　王室にとって、都合のいい存在だったのだろう。名門貴族の出身であるし、見た目も申し分なし。平和の象徴として、これ以上ない偽物だった。

　この国の民は皆、誰もがレビウスを愛し、彼の言葉に導かれることを望んでいる。

「……『聖剣メルトール』か」

　シオンは地面に落ちていた剣を拾い上げる。

「懐かしいな。この剣は──昔、僕が振るっていたものだ」

「な、なにを言ってんだよ？　それは、勇者が使っていた剣だぞ!?　魔王を倒した、伝説の武器だ！　レビウスが愛用していた剣で、だから俺は、そいつを──」

「さっきも言っただろう？　魔王を倒したのは僕だ」

「……本当、なの、かよ。本当に、てめえみたいなガキが、魔王を……」

　驚きよう愕がくと畏怖に目を見開き、ガーレルは呆ぼう然ぜんとシオンを見上げた。

「だったら、なんでてめえは……こんなとこにいやがるんだ!?　魔王を倒した勇者となれば、金も名声も女も、この世の全てが思いのままだろ！　今のレビウスみてえに、人類の英雄になってなきゃおかしいだろ！　そんな野郎が、なんでこんな辺へん鄙ぴな田舎で隠居してやがるんだよ!?」

「その答えは──今からお前が、その身をもって思い知る」

「ど、どういう意味──っ!?　が、は……」

　突如、ガーレルが胸を押さえて苦しみだした。顔色が蒼そう白はくとなり、息が荒くなる。全身の力が抜けたかのように、前に倒れこんでしまう。

「ふむ。聖剣の加護のせいか、少し効くのが遅かったようだな」

「は、はあ……はあ……てめえ、なにをしやがった……」

「なにもしていない。なにもしていないからこそ、酷ひどく厄介なんだよ」

　唾棄するように吐き捨てるシオン。

「僕が魔王から受けた呪いは、不死身の体だけじゃない。吸精、エナジードレイン……呼び方はなんでもいいが、とにかく僕は、ただそこに存在するだけで周囲の命を蝕むしばむ。そんな化け物に成り果ててしまった」

「エナジー、ドレイン……」

「どれだけ抑え込もうとしても、完全に抑え込むのは不可能だった。減衰はできても消滅はできない。今の僕が人里に住めば──一ひと月つきで街が一つ滅ぶだろう」

「……っ！」

「こんな化け物が、勇者でいられるはずもない」

　魔王を倒した後──

　シオンを送り出した王室は、少年を至高の英雄として迎え入れようとしたが──呪いが判明した瞬間、露骨に手のひらを返した。

　ある者は忌み嫌い、ある者は腫物のように扱い、ある者は化け物相手に媚こびへつらうような態度を取った。

　最終的に下された命令は──魔王は他の者が倒したことにするから、お前は遠くに消えろ、というもの。金だけはやるから、人目につかないところで、誰にも迷惑をかけずに生きていてくれ、というもの。

　その命令を──シオンは受け入れた。

　受け入れる以外、選択肢が存在しなかった。

「ひ、ひぃっ！　やめろ……く、来るなあ！　う、ああ……」

　ガーレルは絶叫し、必死に逃げようとした。しかし立ち上がることはできない。

　体力も魔力も、あらゆる生命力の全てを、奪われ続けているから。

　シオンはゆっくりと歩を進める。

　幼い顔には──なんの感情もない。

　ゾッとするほどに冷めた瞳で、取るに足らない生き物を眺めるような目で、芋虫のように蠢うごめく男を見つめていた。

「わ、わ、悪かった！　俺が悪かった！　か、返すよ！　聖剣も宝石も、宮殿から盗んだものは全部返す！　だからどうか、命だけは……」

「ふむ。なにか、勘違いをしているようだな」

　涙を流して命乞いを始めた盗賊に、シオンは淡々と告げる。

「宮殿への侵入と窃盗については、僕の関知するところではない。僕を追い出した王室に、今更義理もなにもないからな」

「……わ、わかってる。お前の首を刎はねたことも、悪いと思って──」

「違う。あの程度はかすり傷でもないと、さっき言ったはずだ」

「じゃあ、なにが」

「わからないのか？」

　苛いら立だち交じりに言うと、シオンは顔を上げて、ぐるりと庭園を見渡した。

『聖剣メルトール』の斬撃により、荒れ果てた庭園。

　おそらくなんの意味もない、挨拶代わりの攻撃。つまらない示威行為のために、屋敷の庭は見るも無残な有様となった。

　シオンは足元に散らばっていた薔ば薇らを、一つ手に取った。綺き麗れいに咲き誇っていたはずの花弁は、無慈悲な斬撃によって今にも崩れ落ちそうになっていた。

「……この薔薇は、アルシェラが毎日世話をしていたものだ。本を読んで、育て方を一生懸命勉強して……やっと綺麗な花が咲いたんだ」

　悔しそうに、本当に悔しそうに、激しい怒気を秘めた言葉をシオンは吐き出す。

「屋敷の壁は、ボロボロになっていたのをフェイナが修理し、塗り直した。変な落書きをしようとするから、僕が何度も止めたんだ。そこの石畳は、イブリスがぶつくさ文句を言いながら並べた。サボり魔のくせに一度始めると仕事が綺麗な奴やつなんだ。そしてこの庭は、ナギが菜園の世話をするついでに毎日草をむしってくれているから、雑草一つ生えていない。わかるか、ガーレル・ゲア？」

　シオンは言う。

「お前が悪戯いたずらに破壊したのは──僕の家なんだよ。僕と、僕の家族が、一生懸命作り上げてきた家なんだ」

　彼女達と過ごしたのは──一年前から。

　一年。

　たったの一年。

　でも、それでもシオンにとっては、あまりに深い一年だった。

　救ったはずの人類に裏切られ、居場所の全てを奪われた少年にとって、四人の存在は救いであった。

　地獄のような孤独から、自分を掬すくい上あげてくれた──

「我が家を傷つけた罪、その命で償ってもらうぞ……！」

　静かな、けれど燃え滾たぎるような憤ふん怒ぬを秘めた声で言い放ち、シオンは一歩踏み出し、敵との距離を詰める。

　そして──右手の手袋を外した。

　露あらわになった少年の手の甲には、禍まが々まがしい漆黒の紋様が刻まれていた。

「……魔王の命を奪ったこの右手は、特に呪いがひどくてな。この右手で直接触れれば──あらゆる生命は一瞬で死に絶える」

「う……あ、ああ……」

　恐怖と吸精により、ガーレルには抵抗する力どころか、悲鳴を上げる力すらも残されていなかった。

　それでも──シオンは止まらない。

　敵と認識した男に、右手をかざす。

　普段は必死に抑えている呪いを、周囲の命を強制的に奪い我が物としてしまうエナジードレインを──解放した。

　そう。

　これは、技でもなんでもない。

　鍛え上げた武術でもなければ、研究し発展させた魔術でもない。

　力を入れるでもなく。

　力むでもなく。

　ただ──力を抜くだけでいい。

　技でも術でもないそれは、言うなれば──単なる生態。

　今のシオンにとっては、ゆっくりと深く呼吸をするようなもの──

「──『真呼吸ノーブレス』」







　その場には、シオンとアルシェラの二人がいた。

「指示通り、ガーレル・ゲアは街道に捨てておきました。聖剣を含めた盗品は回収しておきましたが、どうしましょうか？」

「倉庫にでも置いておけ。手紙の一つでも送っておけば、そのうち王室の使いが取りに来るだろう」

「承知しました。ですがシオン様──あの盗賊、殺さなくてよかったのですか？」

「…………」

「結局、その右手では、ギリギリ触れなかったようですが」

「殺す価値もないと思ったまでだ。死ぬ寸前まで生命力を奪ったから、魔力も身体能力も、最低五年は回復しない。もう盗賊としては生きられないし、戦えば子供にも負けるだろう。対価としては、その程度で十分だと判断した」

「ですが……あんな死にかけの状態で捨て置かれれば、夜盗や魔物に襲われたとき、対処できないかと思いますが」

「わざわざ生かしてやる価値もないだろう」

　強く言い切るも、シオンの瞳は不安に揺れていた。

「……僕は、冷たいのだろうか？」

　以前の自分ならば──勇者と呼ばれていた頃の自分ならば。

　まだこの世界が綺き麗れいなものだと信じ切っていた自分ならば。

　いかに自分を殺しかけた男と言えど、瀕ひん死しの状態で放置したりはしなかっただろう。この人も根っからの悪人ではなかったはずだ。盗賊に身を落とすきっかけとなった悲しい過去があったに違いない───そんな上から目線の同情心を抱き、相手を更生させようと尽力したかもしれない。

　でも今の自分は、到底そんな気分にはなれなかった。

　重罪人とは言え人間一人を殺しかけたというのに、心には大した感傷も後悔も生まれない。残ざん酷こくなぐらいに落ち着いている。

　王室から笑えるほどの手のひら返しを喰くらい、人間の醜さを目の当たりにしたせいなのか。

　あるいは──魔王より受けた呪いが、シオンの心をも魔に堕おとそうとしているのか。

「いいえ。冷たくなんかありません」

　アルシェラは言った。

　こちらの心境を察したのか、柔らかく温かな声で。

「シオン様は優しすぎるくらいだと思います」

「そうだろうか？」

「ええ。なにせシオン様は──敵であった私達を助けてしまうぐらいですから」

「…………」

「我々『四天女王レデイストピア』は、勇者であるあなたに敗北したことで、魔王に処刑されるはずだった。そんな我々を、命がけで守ってくれたのがシオン様です」

「……そんなこともあったな。『四天女王』の筆頭であったアルシェラには、何度も殺されかけたように思う」

「わ、私は覚えていないですねっ。敬愛するシオン様を傷つけるようなことを、私がするはずないですからっ」

　わかりやすく動揺した彼女に、シオンはくすりと笑う。

　最初は──敵だった。

　アルシェラも、フェイナも、イブリスも、ナギも。

　強大な敵としてシオンの前に立ちふさがり、幾度となく殺し合った。

　魔王城へと踏み込んだ最終決戦にて、シオンは『四天女王レデイストピア』相手に勝利を収めたが──直後魔王は、あろうことか彼女達を殺そうとした。

　許せなかった。

　仲間をたやすく殺そうとする、魔なる者の王が。

　だからシオンは身を挺ていして彼女達を守り、そのまま魔王へと剣を向けた。

「魔王が死に、魔王軍は崩壊。魔界にも人間界にも居場所を失った我々に、シオン様はメイドという新たな役割をくださいました。本当に……優しすぎます」

　段々と、女の言葉が熱を帯びていく。

「このアルシェラ、救われた命は全てシオン様に捧ささげる覚悟です。どうぞ末永くおそばにいさせてください」

「……そうか。まあ、それはいいのだけど……」

　言いつつ、シオンは周囲を見渡す。

　湯気に満ちたこの場は──屋敷の浴場だった。

「ほ、本当に、一緒に風呂に入る意味はあるのか？」

　シオンは今、浴場にて、アルシェラに背中を流してもらっていた。

　両者とも、もちろん服は着ていない。シオンは腰にタオルを巻いただけで、アルシェラも胸から下を隠すように大きめのタオルを巻いた状態。しかし、脱衣所で少し見てしまった彼女の暴力的な肉体は、布一枚巻いたところで隠せるような代物ではなかった。

　さすがは、淫魔サキユバスの女王となるべく生まれた『大[image: ]婦バビロン』というべきか。

　この世全ての男を視覚だけで昇天させてしまいそうな極上の女体は、幼い少年に直視できるものではなかった。

「別に僕は、一人で風呂ぐらい入れる」

「なにをおっしゃいますか!?」

　背後のアルシェラは声を張り上げた。

「主人の体を清潔に保つのも、メイドの務めです。私が調べたところによりますと、王や貴族など、高貴な身分の人間の入浴には、使用人が付き添うのが普通らしいですよ？」

「ほ、本当なのか？」

「はい。本に書いてありました。これからは我々四人が、交代でシオン様の入浴をお手伝いいたします」

「またお前は……そうやって本の知識を鵜う呑のみにして」

「……だって、仕方がないではありませんか」

　ふと、女の声が沈む。

「所詮私は……紛まがい物もののメイドです。専門的な教育など全く受けていない……この屋敷に来るまで、洗濯も料理も経験せず、手を血で汚していたような女です。偽物のメイドでしかない私には、本の知識を真ま似ねるぐらいしか、シオン様に尽くすための術すべがわからないのです」

「アルシェラ……」

　シオンは己の失言を恥じた。彼女はただ、人間のメイドのように振る舞おうとしていただけなのだ。魔王軍の幹部として、無数の配下を従えていた高位魔族である彼女が、懸命に人間の真ま似ね事ごとをしようとしている。

　ただ、シオンのために。

「……言うな、アルシェラ。自分を偽物だなんて、言うな。それを言ったら……僕だって偽物の主人だ。生まれは悪く、地位も名誉もない。おまけに」

　シオンは自分の右手に視線を落とす。

　手の甲に刻まれた、忌いま々いましい呪印。

　この二年で少しだけ、ほんの少しだけ、大きくなったように見える。

「こんな呪いに怯おびえて、夜も一人で眠れないような、情けない主人だよ」

　呪いを受け、王都を締め出され、この屋敷に流れ着いた頃──

　なによりも夜が怖かった。

　意識の消失が怖かった。

　寝ている間に呪いが強まってしまうのではないか。呪いに自我を乗っ取られて身も心も完全なる化け物に成り果ててしまうのではないか──そんな恐怖が胸を埋め尽くし、まともに眠れた夜など一度もなかった。

　でも。

「でも──最近はよく眠れる」

　シオンは言った。

「アルシェラや、他のみんなが一緒にいてくれるからだと思う」

「シオン様……」

　すると、背後から手が伸びてきた。アルシェラの細い手が、右手の上に──呪印の上に重ねられ、指と指を絡ませるように握りしめる。シオンは反射的に手を引こうとするが、絡まる指がそれを許さない。

「ダ、ダメだ。今は、手袋してないから……」

「大丈夫ですよ」

　焦り怯おびえるシオンに、アルシェラは優しく包み込むように言う。

「シオン様の血を受け、あなたの眷けん属ぞくとなった我々は、呪いの影響を受けませんから。こうして直接触れても、大丈夫です」

「……でも、いつ呪いが強くなるかもわからない。眷属の契約を超える可能性も──」

「大丈夫です」

　同じ言葉が繰り返される。

「今朝も言ったでしょう？　シオン様に触れることも、触れられることも、嫌なことなんて一つもありません。むしろ……愛いとおしさが増すばかりです」

　蕩とろけるように甘い言葉に、シオンは沈黙した。

　甲に重ねられていた手を、手を返してしっかりと握り返す。

　女の細い手を、少年の小さな手で。

「あったかいな、アルシェラの手は」

「シオン様の手も温かいですよ」

「……これからも、こうして生きていけるといいな」

　ぽつりと、言葉を零こぼすようにシオンは言った。

「確かに僕らは、偽物なのかもしれない。偽物の主人と、偽物のメイド……でも、だからって本物に適かなわないと決まってるわけじゃない。もしかしたら、本物よりも素晴らしい偽物になれるかもしれない。だから、これからもずっと、みんなで一緒に──」

　そこまで言ったところで、シオンはハッと我に返る。

「は、恥ずかしいことを言ってしまったな。忘れてくれ……」

「…………」

「アルシェラ？　おい、アルシェ──っ!?」

　むぎゅ、と。

　背後にいたアルシェラが、いきなりシオンを抱きしめてきた。背中に巨大な二つの柔らかな感触があって、シオンは顔を真っ赤にする。

　その生々しく直接的な感触から察するに……タオルは外れていると予想できた。

「えっ、なっ!?」

「もう……ずるいですよ、シオン様。そんなこと言われたら、私、我慢ができなくなってしまうじゃありませんか……！」

　熱を帯びた声が耳をくすぐる。

　艶つやっぽく甘い声が、全身を撫なでていくような錯覚があった。

「は、はなせっ、離れろぉ……！」

「あんっ。暴れないでください。そうだ、このまま、私の体を使って奉仕して差し上げましょうか。全身を泡まみれにして、肌と肌を重ね合わせるように」

「なんだその洗い方は!?」

「本に書いてあったのです」

「絶対いかがわしい本だろ、それ！」

　全身を密着させたまま、二人が大騒ぎとなる──そのときだった。

「あーっ！　やっぱりエッチなことしてる！」

　浴場の入り口から、フェイナが姿を現した。

　恰かつ好こうはタオルを巻いただけ。体のラインはほとんど見えている。

　突然の乱入者に、アルシェラは慌ててシオンから離れる。

「な、なんなの、フェイナ!?」

「私も一緒に入って、シー様のお世話しようかと思って」

「今日は私が当番だと決まったでしょう！」

「だってずるいもーん。添い寝当番のときも、アルシェラが勝手に『最初はメイド長であるこの私が』とか言って、勝手に順番決めてたし」

「そ、それは……」

「というわけで、今日はみーんなで一緒に入って、シー様にたっぷりしっぽりご奉仕しようってことに決まっちゃったのです！」

　謎の宣言の後、フェイナの背後から、残りの二人が顔を出す。

　もちろん、タオル姿である。

「ほら、出てこいよ、ナギ。いつまで恥ずかしがってんだ」

「や、やめろ……くっ。なぜ貴様らはそんなに平然としていられるんだ。お屋や形かた様の前で肌を晒さらすなど……は、恥ずかしくて死んでしまいそうだ……！」

「ったく、ほんとにナギは純情だな。ちっとは痴女二人を見習えよ」

「誰が痴女よ」

「痴女じゃないもん、私はシー様にだけいやらしいだけだもーん」

「自覚あんじゃねえかよ」

「だ、だいたい私は、貴様らのように、男受けする体ではないのだ。こんな貧相な体を、お屋形様の前に晒すわけには」

「ナギ、そんなに自分を卑下するものではないわ。あなたはとても綺き麗れいよ。細くしなやかで、とても魅力的な体だと思う」

「……アルシェラ。貴様になにを言われても、嫌みにしか聞こえない」

「あー、確かにねー」

「おっぱいお化けには、貧乳の気持ちはわからねえよな」

「だ、誰がおっぱいお化けよ!?」

　そんな風に、浴場に揃そろった四人のメイドが姦かしましいやり取りを繰り広げるが──

「……って、あれ？　シー様は？」

　フェイナの声をきっかけに、彼女達は周囲を見渡す。

　しかし、いない。

　浴場のどこにも、シオンの姿がない。

　それもそのはず。

　なぜならシオンは──一瞬の隙を見て、浴場から逃げ出していたから。

「……付き合ってられるか、バカメイドども」

　着替えを手に抱えたまま、脱衣所を飛び出して廊下を駆けるシオン。

「あーっ、いたいた！　シー様見っけ！」

　脱衣所から、四人のメイド達が飛び出す。

「まだ体を洗い終わっていませんよ、シオン様！」

「ふっふーん。お姉さんから逃げられるかなー？」

「ほら、いくぞナギ」

「ま、待って……あっ。タ、タオル落ちた！　タオル落ちたからぁ……！」

　半裸で逃げ回る主人を、半裸のメイド達が追いかける。

　とても正しい主従関係とは思えない光景が、そこにはあった。

　偽物の、けれど、もしかすると本物よりも幸福な。

　そんな、彼ら彼女らの主従関係──
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　悪夢が日常だった。

　二年前──魔王討伐後。

　王都に帰還したシオンにとって、悪夢こそが日常だった。

　魔界の奥地にあった魔王城よりも──非道な罠わなが張り巡らされ、凶暴な魔族が多数待ち構えていた敵の本拠地よりも、顔見知りが出迎えてくれた城の方が、よほど地獄のようだった。

　──「いくら魔王を倒したといっても、本人があれでは……」「おいっ、いつまであんなのを城に置いておくんだ！」「ああ……なんだか、今日は体調が悪い気がするわ。きっとあの子供が近くにいるからよ」「手足を封呪の杭くいで打ち付けて、結界の中に閉じ込めておけ！　どうせ化け物だ、遠慮はいらん！」「だから私は、あんな生まれの悪い子供を勇者にするのは反対だと言ったのです！」「本当に魔王を倒して呪われたのかよ？　あのガキは生まれつき化け物だったんじゃないのか？」「ガキのくせに強すぎたからな」「俺は最初からあのガキはやべえと思ってたよ」「結界で押さえ込むのも限界だ……一刻も早く王都の外に、いや国外に追放すべきでは」「とっとと消えてくれよ、化け物」「つーか、死んでくれねえかな？　あいつが死ねば全て解決だろ」「そうだ、魔王と相打ちで死んだことにすればいいんじゃないのか？」「再生力が強すぎて自害もできないらしい……まったく、なんて使えない勇者だ」──

　嫌悪、憎悪、嫉妬、誹ひ謗ぼう、中傷、侮蔑、怨えん嗟さ、差別、嘲笑──

　魔王を倒して世界を救った少年を待ち受けていたのは、笑顔で自分を送り出してくれた者達による、壮絶な手のひら返しだった。

（ああ、そうか）

　王都の地ち下か牢ろう。

　呪いをどうにか封じ込めようと、何重にも展開された封印結界の中で、シオンは両手を杭で壁に縫い付けられていた。

　磔たつ刑けいにかけられた罪人のような姿で、幼き英雄は静かに思った。

（生まれが悪く、家族もいない……孤児である僕に、王族達が優しくしてくれたのは──僕が、使える奴やつだったからなのか）

　利用価値があったから。

　魔王を倒してくれそうだったから。

　だから彼らはシオンを誉ほめそやし、巧言令色を並べたて、『勇者』だなんだと祭り上げ、魔王軍の征伐へと向かわせた。

　そして今は──使えなくなったから迫害している。

　残ざん酷こくなぐらいにわかりやすい理屈だった。

　──「宮廷魔術師達の封印結界でも完全にはエナジードレインを押さえ込むことはできないのだろう!?　陛下のお体に障ったらどうするつもりだ！」「もうっ、お願いだからとっとと追い出してよ！　私、あんな化け物が近くに住んでるなんて、頭がおかしくなりそう！」「……すまない、シオン。わかってくれ。我々はきみのためを思って言ってるんだ」「これはお前のためなんだ。お前だって……陛下や民を苦しめるような真ま似ねはしたくないだろう？」「やっといなくなったのかよ、せいせいしたぜ」「ああ、空気が美お味いしい気がするわ」──

　王都から締め出された後は、死んでるように生きた。

　できる限り人里を避けて、流浪の旅を続けた。

　何度も死のうと思ったけれど、呪われた体はどんな致命傷でもすぐに再生してしまう。

　肉を裂こうが骨を砕こうが血を流そうが、なんの意味もなかった。

　死にたくても死ねない、不死の化け物──そのくせ、まるで普通の人間のように腹は減るし、喉は渇くし、夜には眠くなる。

　シオンは──眠ることがなにより怖かった。

　次に目覚めたときに自我を失った化け物に成り果てているのではないか──そんな恐怖が、心を縛り付けて締め上げる。

　なにより──目を閉じれば、王都で浴びせられた罵声や、忌むべき化け物を見るような瞳が蘇よみがえる。突きつけられた人の醜さが、脳裏にこびりついて離れない。シオンが守りたかったはずの人間達は、シオンを守ってはくれず、それどころか迫害した。

　自分は、なんのために戦っていたのか。

　倒すべきは──魔王ではなく人間だったのではないか。

　孤独な思考は闇に染まり、心は夜ごとに黒く濁っていく。心が堕おちれば堕ちるほど──魔王の呪いが強まる気がした。

　眠ることがなによりも怖かった。

　でも。

　今は──

「──お目覚めですか、坊ちゃま？」

　目を覚ますと、すぐ横に褐色の美女が寝ていた。

　イブリスである。

　昨日の添い寝当番であった彼女は、悪戯いたずらめいた笑顔を浮かべてシオンを見つめていた。

「お、おはよう、イブリス」

「おはようございます……って、なに照れてんですか？」

　顔を赤らめたシオンに、イブリスが苦笑気味に告げる。

「まったく……もう何回もこうやって夜を共にしてんですから、いい加減に慣れてくださいよ。そう毎度赤い顔されると、こっちまで恥ずかしくなってくんですけど？」

「て、照れてなどいない！」

　必死に否定を叫びながら、上体を起こすシオン。

　本当は照れている。朝起きたらすぐ横に綺き麗れいなお姉さんがいるという状況には、未いまだに慣れることができない。

　気を取り直し、一つ咳せき払ばらいをしてからシオンは言う。

「しかし……珍しい日もあったものだな。イブリスが僕よりも早く起きているなんて」

「あー。なんか今日は、たまたま目覚めがよかったみたいですね」

　イブリスは体を起こし、んーっ、と伸びをした。胸を反らしたことで胸部が寝間着を押し上げる。煽せん情じよう的な姿に、シオンは慌てて目を逸そらす。

「さてさて。そんじゃ起きるとしますか。今日の食事当番は誰だったかなー」

「……イブリスは、なにもしてこないんだな」

　ベッドから降りようとする彼女に、ぽつりとシオンは言った。

「はい？　なにもしてこないって？」

「いや、その……アルシェラやフェイナが添い寝当番のときは、ベッドから降りるまでに一ひと悶もん着ちやくあることが多くてな」

　とにかくスキンシップが激しい彼女達が相手だと、ベッドから降りるまでが一騒動で、朝から精神的に疲弊してしまうことが多い。その点イブリスは、寝るときも起きるときも比較的さばさばとしている。

　別に、どっちがいい悪いという話ではなく、なんとなく思ったことを口に出しただけだったのだが、

「……あれあれー？」

　にたぁり、と。

　イブリスは口角を吊つり上あげ、意地の悪い笑みを浮かべた。

「もしかして……不服なんですかぁ、坊ちゃま？　私が、エロいことなーんもしてくれないから」

　ベッドから降りかけていた彼女は、くるりと身を翻ひるがえして四よつん這ばいとなる。胸の谷間を見せつけるようにしながら、シオンへと一気に距離を詰めた。

「え……なっ」

「なんだなんだ。真面目そうな顔して、やっぱり中身は男なんですねー」

　硬直してしまうシオンに近づき、耳元で囁ささやく。

「この、スケベ」

「──っ」

　ぞくりと背筋が震えた。

　言いようのない恥辱が、全身を支配するようだった。

「して欲しいことがあるなら、なんでも言ってくれていいんですよ？　どうします？　とりあえず、おっぱいでも揉もんどきます？」

「……や、やめろ、バカ！　そんな、はしたない真ま似ねをするな！」

「あっはっは。そうですか、すみませーん」

　けらけらと笑いながら、イブリスは離れていく。

　緊張から解放されたシオンは、深々と息を吐く。

（くそぉ……またからかわれた。なんで僕は、いつもこう、メイド達のいいようにされてしまうんだ……）

　頭の中は、からかわれた悔しさや自分自身の不ふ甲が斐いなさ、そして眼前に迫った年上メイドの双丘で埋め尽くされ──呪いのことなど、完全にどこかに行ってしまっていた。

　世界を憎むのが馬鹿らしくなるほどに騒々しく、己を苛さいなむ呪いを忘れてしまうほどに慌ただしい。

　そんな毎日が、今のシオンの日常であった。







　朝食後──

　シオンはアルシェラと二人で、屋敷の地下室にいた。

　五メートル四方の空間で、部屋の四隅には魔石を加工して作った柱が立っている。

　そして部屋の床には──大きな魔法陣があった。

　精緻かつ複雑な紋様が、床一面に所狭しと描かれている。

　元々はただの物置として使われていた場所だが、シオンがそこを儀式場に改造した。

「よし」

　魔法陣の調整と確認を終えた後、シオンはアルシェラに声をかける。

「では、そろそろ儀式を始めるぞ」

「はい」

　アルシェラは静かに頷うなずき、魔法陣の中央に移動する。

　これから行う儀式は──眷けん属ぞく契約の儀式である。

　メイド達四人は、シオンの血を体内に取り入れ、契約を交わすことによってシオンの眷属となっている。

　血液と共に魔力を摂取し、魔力波長をシオンと似せることによって、エナジードレインの影響を受けなくしていた。

「本当に、シオン様はすごいですね」

　アルシェラはしみじみと呟つぶやいた。

「魔王の呪いという未知の現象に関しても、こうして打開策を編みだしてしまうのですから」

「……打開策と呼べる代物でもない。眷けん属ぞく化によって、一時的に呪いを誤ご魔ま化かしているに過ぎない。だからこうして──定期的に血液を与え続ける必要がある」

　魔王の呪い。

　シオンは研究を続けているが、未いまだに明確な打開策や解呪の方法は判明していない。

　周囲全ての生命を蝕むしばむ呪いは、しかし呪いを受けた張本人であるシオンにだけは害を及ぼさない──ならば、対象をシオンに近づけることができれば、その者は呪いの影響を受けなくなるのではないか。

　そんな考察の下に研究し実践した、メイド達の眷属化。

　結論から言ってしまえば──それは成功した。

　シオンの血を受けて眷属となったメイド達は、エナジードレインの影響は一切受けなくなった。

　しかしまだ、完璧とは程遠い。

　眷属の状態を維持するためには、定期的に血液を与え続けなければならない。

　今日は、アルシェラに血液を与える日だった。

「血を用いた眷属化も、お前達高位魔族だからこそ、かろうじて耐えられるものだ。並の魔族や人間では……血を受けた瞬間、肉体が内側から崩壊し、絶命するだろう」

「ですが……植物では成功したのでは？　この屋敷の庭の植物などは、エナジードレインの影響外にあるようですが」

「庭の植物は、また話が変わる。一度全て枯れ果てたが、僕の血を土に混ぜることによって、どうにか適応し、再生しただけだ」

　二年前──

　シオンがこの屋敷に住み始めてから、程なく周囲の植物は全て枯れ果てた。生命力を根こそぎに奪い取られ、死した土だけが残った。

　しかし研究の一環として大地に血を与えてみたところ、この近辺の土にシオンの魔力が宿り、眷属に近い状態になった。

　以来、この一帯の土から新たに生まれる生命には、エナジードレインは影響しない。

　シオンという脅威に対し、土壌が適応できたということなのだろう。

　おかげで、アルシェラの育てる薔ば薇らやナギの育てる野菜も、普通の環境と同じように育っている。

「……このアプローチで研究と実験を重ねれば、ごく普通の人間でもエナジードレインに適応させることができるかもしれない。もっとも、成功するまでどれだけの人間が犠牲になるかわからないけどな」

　少なく見積もっても数千、下手すれば数万人の命を犠牲とした人体実験が必要となるだろう。

　土や植物が相手だからこそできた実験であり、人間で試すべきではない。

　人間と一緒に暮らすために人間を犠牲にしたのでは、本末転倒もいいところだ。

　結局は──振り出し。

　この二年、どれだけ研究を続けても、この呪いを解く方法は未いまだに皆目見当もつかない。

「そうですか。でも、よかったです」

「よかった？」

「私が高位魔族であるおかげで、こうして眷けん属ぞくとなり、シオン様と共に生きられるのですから。この身に宿る忌いま々いましいまでに膨大な力を、これほど嬉うれしく思ったことはありません」

「アルシェラ……」

　不安や苦悩が顔に出てしまったのだろうか。励ますようなアルシェラの言葉に、シオンは照れくさくなって顔を逸そらした。

「んんっ。雑談がすぎたな。そろそろ始めよう」

「はい」

　頷うなずくと、魔法陣の中央にいたアルシェラは、その場で膝を折った。目の前に立つシオンに跪ひざまずく形となる。

「──天に渦巻く鎖、共食いの蛇、一にして全なる瑠璃の円環──」

　目を閉じ、呪文の詠唱を始める。足下の魔法陣に淡い光が宿った。

　普段、ほとんどの魔術を詠唱を破棄して発動するシオンだが、この儀式だけはそうもいかない。

　己で一から生み出した完全オリジナルの儀式であり──魔王の呪いを騙だまし誤ご魔ま化かす、超高難度の術式であるから。

「──東の遠とお吠ぼえ。西の慟どう哭こく。天地を結ぶ二条の雷いかずち。十二の魔鏡、雌雄一体の獅し子し。光奪う黄昏たそがれに我は願う、約定違たがわぬ永久の契りを──」

　詠唱を終えると、手に持ったナイフで己の指先を切りつけた。

　プッ、と皮膚が裂け、血が漏れる。

　一滴の血が床に落ちる。赤い雫しずくは紋様に染み渡り、魔法陣に赤い輝きが宿った。

　これで儀式の準備は整った。

　あとは相手が血液を摂取すれば、それで契約の儀は完了となる。

「失礼します──れろ」

　跪いたアルシェラは恭しく頭を下げてから──口を開けて舌を出した。

　わざとらしく舌を伸ばしたその顔は、淑女然とした普段の態度が嘘うそのように、下品であり淫いん猥わいであった。

　ぺろり、と。

　伸ばした舌で、指先の血を舐なめ上げる。

「ううっ」

　傷口を舐められたことで、シオンはぴくりと体を震わす。何度も死闘を経験し、痛みや怪け我がには慣れているはずなのに──どうしてか、アルシェラの舌には妙な反応をしてしまった。

「れろ、れろぉ……むちゅっ……ちゅぱっ……あぁんっ」

　赤い舌が指の先を執しつ拗ように舐ねぶり回す。血が垂れる指先だけではなく、指全体を丹念に舐め上げ、指と指の間までも、舌で激しく責め立てた。

「お、おい、アル──っ!?」

　はむん、と。

　注意する寸前に──根元まで一気に咥くわえ込まれた。

　指先が、熱い感触に包まれる。口の中では舌先が踊り狂い、止めどない官能的な刺激を与えてきた。

「んっ、んっ……はあ、はあ、シオン、様ぁ……あむぅっ」

「う、ううっ、あっ」

　痺しびれるような刺激に、シオンは思わず声を上げてしまう。ザラついた舌が敏感な部分を、何度も何度も丹念に撫なで上あげる。

　しかもアルシェラは、上目遣いでずっとこちらを見つめてくる。熱っぽい眼まな差ざしに見つめられると、身動きが取れなくなってしまう。

　やがて彼女は口をすぼめ、舌を回転させなら先端をしゃぶる。そして思い切り吸う。激しい吸引にシオンは腰が抜けそうになる。

「んはぁ……んっ、んっ、んっ……じゅるっ、じゅぽっ」

「う……あ、あ……」

「んっ、んっ、んっ……じゅぽじゅぽっ……じゅるるるる──っ！」

「はうぅっ…………い、いい加減にしろ！」

　舌と口の動きが最高潮に達する直前に、シオンは慌てて手を引き抜いた。

　指先と唇の間に垂れるのは唾液だけ。

　持ち前の再生力により、血はとっくに止まっている。

「なんなんだ、さっきから!?」

「はあ、はあ……も、申し訳ございません。シオン様の血液を、一滴でも多く取り入れねばと思いまして……」
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「……前も説明したと思うが、この儀式に量は関係ないぞ」

「そ、それはわかっているのですが……つい、我慢できなくなってしまいまして。まるで──シオン様自身をしゃぶっているような気分になってしまったと言いますか……」

「僕自身……？」

　顔を赤らめて恥ずかしそうに言うアルシェラ。その言葉が匂わせた意味は、シオンにはよくわからなかった。

「はあ。まあいい。とにかく儀式は成功だ」

　変な舐なめられ方をしたせいで気づかなかったが、すでに魔法陣の輝きは消えている。儀式は成功したらしい。

「アルシェラ。調子はどうだ？」

「問題ありません。シオン様の魔力を、確かに体の内に感じます。体内に入ったシオン様が、ゆっくりと私の奥にたどり着いて混じっていく……ああ、体の芯が燃えるようです……まるで、この身がシオン様と一体になったかのような……！」

「……そ、それならいいが」

　感想はいまいち参考にならなかったが、感じる魔力波長は確かに変異している。きっと問題はないのだろう。

「ところで、シオン様」

　儀式の片付けを始めようとしたところ、アルシェラが口を開いた。

「この眷けん属ぞく契約の儀式で、我らが摂取する媒介は──血液でなければならないのですか？」

「ん？　いや……別に血液である必要はないな。僕の肉体の一部や、体液でも代わりにならないことはないと思う。ただ、一番効果的で手っ取り早いのが血液で──」

「体液!?」

　なぜか、アルシェラが異様に食いついた。

「……た、体液といっても、汗や涙……あと、排はい泄せつ物ぶつとかになるぞ。それらでは血液以上の効果はないし、お前達も嫌だと──」

「シオン様。体液は──他にもあるのではないでしょうか？」

　興奮を隠しきれない顔で、アルシェラは言った。

「他に、体液？」

「その、殿方の……ええと、なんと言いましょうか。私の口から直接お伝えするには抵抗があると言いますか……できればシオン様から激しく求めていただきたいと言いますか」

「ふむ……？」

　まるでピンと来ないシオン。

　とは言え、彼も全くの無む垢くというわけではない。いくら12歳の少年と言えども、最低限の知識ぐらいはある。子供がどうやって生まれるかぐらいは知っている。

　ただ。

　それを女に飲ませるという発想が、12歳の少年の頭では、まるで思いつかなかったのである。

「よくわからないが……アルシェラはそっちの方がいいのか？」

「えっ!?」

　シオンがまっすぐな瞳で見つめると、アルシェラは動揺を露あらわにした。

「い、いいと言えばそうなりますが……ええと、私も、誰のものでもいいというわけではないのですよ？　敬愛するシオン様のものであれば……喜んでこの身に受けたいというだけで」

「ふむ。ならば、次からはそれにしよう」

「ええっ!?」

　さらに動揺するアルシェラに、シオンは優しい目をして言う。

「いくら儀式とは言え、お前達に僕の血なんかを飲ませることを心苦しく思っていたところだ。なにか要望があるなら、できる限り尊重してやりたい。アルシェラには、いつも世話になっているからな」

「……っ!?　ま、眩まぶしい……っ」

　無垢な笑顔で、純然たる善意を語るシオンを前に、アルシェラはまるで、聖なる光に目が眩くらむ悪魔のような反応を見せた。

　その後、凄絶なる懊おう悩のうと葛藤を表情に浮かべた後、

「……い、いえ、今まで通りで構いません」

　と、なにかを諦めたような声で続けた。

「いいのか？　なんだか、含みのありそうな反応だが……」

「ええ、問題ありません……ただ、シオン様の純粋さを前にして、邪よこしまな企たくらみをしていた己が恥ずかしくなっただけです……」

　羞恥が滲にじむ声で言って、深く息を吐き出す。

　しかしそれから思案顔となり、

「……そうよね。なにも焦ることはないわ……そう、シオン様は、今はこのぐらい無む垢くな方がいいのよ。それに儀式でやってしまえば、他の者達にも同じことをされてしまうかもしれないし……」

　ぶつぶつと独り言を始めた。

「だ、大丈夫か、アルシェラ？」

　いろいろと心配になって声をかけるシオンに、

「はいっ、問題ありません」

　と、アルシェラは上機嫌に頷うなずいた。

「なにも心配はいりません。いずれしかるべき時が来たならば、このアルシェラが責任をもって、この身の全てを存分に活用してお教えして差し上げます。どうぞ楽しみにしていてくださいませ」

　謎めいた言葉を述べながら微笑ほほえむアルシェラ。

　聖女のように優しい笑顔でありながら、どうしてか悪魔の如ごとき情欲が滲んで見えて、シオンは背筋が寒くなるのを感じた。







　儀式を終えた後、シオンはフェイナを探していた。

（誰でもいいと言えば誰でもいいんだけど、やっぱりあいつが適任だろうな）

　今日のフェイナの仕事は庭掃除だったはずだが、屋敷の外にはいなかった。屋敷内に戻って彼女の部屋へと向かう。

　扉をノックすると、

「はいはーい」

　と返事があった。自室に戻っていたらしい。

「僕だ。開けてもいいか？」

「シー様？　どうぞどうぞ」

　許可をもらい、扉を開く。

　そして──仰天した。

　目の前にいたのは、半裸の美女だった。

　着替えの途中だったらしく、メイド服はベッドに投げ置かれている。上下の下着以外、なにも身に着けていない。

　半裸の姿を目撃されたにもかかわらず、フェイナは恥ずかしがるどころか、

「いっや～んっ。シー様のエッチ～」

　と猫ねこ撫なで声ごえで言って、体をひねってわざとらしいポーズを取った。

「～～っ!?」

　シオンは慌てて扉を閉める。

「な、な、なにをやってるんだフェイナ!?」

「なにって、庭掃除して汚れちゃったから、着替えてたんだけど？」

「だったらそう言え！　『ちょっと待って』とか言え！」

「大事な大事なご主人様を着替え程度のことで扉の前でお待たせするのは心苦しいなあ、と思いましたので～」

「くっ……」

　扉越しのからかうような声に、シオンはなにも言えなくなる。
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「もう、そんなに恥ずかしがらなくてもいいのに。私はシー様に着替えを見られるぐらい、全然平気なのになあ」

「お前が平気でも僕が気にするんだ！」

「へぇー？　なんでなんで？　エッチぃ気分になっちゃうから？」

「～～っ!?　……も、もういい！　もうお前なんか知らん！　ずっと部屋に籠っていろ！」

　拗すねたように叫び、立ち去ろうとしたシオンだったが、

「わっ、ごめんごめん！　すみません、シー様。ちょっとふざけすぎました」

　反省した声に足を止める。

「私になにか用があったんでしょ？　もうちゃんと服着たから、入ってきて大丈夫だよ」

「……まったく、お前という奴やつはいつもいつも……。もう少し、女性としての恥じらいや慎みというものを持ってだな……」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら、シオンは再び扉を開いた。

　そして──仰天した。

　目の前にいたのは、先ほどから全く着替え状況が進捗していない、半裸姿のフェイナだった。

「いっや～んっ。シー様の──」

　先ほどと同じ台詞せりふの途中で、思い切り扉を閉めた。

「なにがしたいんだお前は!?」

「いや、もう一回ぐらい繰り返すのが、お約束かなあ、と」

　まるで反省した様子のない声に、シオンは天を仰ぐ他なかった。







「……なんで部屋から呼び出すだけで、こんなに疲れるんだ」

「まあまあ。シオン様も楽しかったでしょ？」

　屋敷の裏庭──

　あれから「……今度こそ、今度こそ服を着たんだな？」「はいはい、今度こそ」みたいなやり取りを数回繰り返してから、二人は屋敷の外に出た。

「それでシオン様。私にいったいなんの用なの？　そんな──物騒なものまで持ち出しちゃって」

　フェイナの視線は、シオンの手元へと向けられる。

　片手に握りしめた──『聖剣メルトール』へと。

　ガーレルが所持していた盗品は、聖剣を含め、全てこの屋敷で一時的に保管していた。王室へ向けた書簡はすでに送ってあるから、いずれは使いの者が回収に来ることになるだろう。

　シオンはかつての愛剣を掲げて言う。

「久しぶりに鍛錬でもするかと思ってな」

「鍛錬？」

「この二年、世俗を避けて隠いん遁とん生活をしていたせいで、体がすっかりと鈍なまってしまった。おかげで昨日は……盗賊風情に後れを取る始末だ」

「あー、見事に首ちょんぱされちゃったもんねえ」

「……まったくだ」

　少々皮肉めいた台詞せりふに、苦々しく頷うなずく。

　二年前の魔王討伐を最後に、シオンは戦闘らしい戦闘はほとんどしていない。王都を追い出されてからは人目を避けるように生きてきたし、メイド達と暮らし始めてからは、書庫に籠って魔術研究ばかりをしていた。

　実戦の勘、みたいなものは完全に鈍ってしまっている。

　その証拠が──昨日の醜態だ。

　いくら油断していたとは言え──いくら相手が聖剣を持っていたとは言え、かつては『勇者』の称号を授かった自分が、たかだか盗賊相手に後れを取ってしまった。

　不死の体でなければ、初手で即死だっただろう。まあ不死だからこそ油断していたという部分もあるのだが──とにかくシオンは、相手に一撃を許してしまった自分が許せなかった。

「ふーん。なるほどなるほど。つまり私は、その鍛錬のお相手に選ばれたってわけか」

「うむ。頼めるか？」

「お安い御用ですよ、シー様」

　恭しく頷くフェイナ。

　この屋敷に住むメイド達は、過去には『四天女王レデイストピア』と歌われた一騎当千の高位魔族達だ。二年前には幾度となく刃やいばを交え、その実力は骨身に染みている。

　訓練の相手程度ならば誰に頼んでもよかったのだが──適任はフェイナだろう、とシオンは考えた。

　総合的な戦闘能力で言えばやはりアルシェラに軍配が上がるだろうが──純粋な身体能力に限れば、四人の中ではフェイナが一番だ。

「運動不足なのは私も同じだしねー。ふふーん。ちょーっと楽しみだなあ。久々にシー様とがっつりバトれるなんてさ」

　腕を上げて体を伸ばし、好戦的な笑みを浮かべるフェイナ。

「とりあえず、適当に模擬戦闘でもしてみよう」

「はいはい。でもさシー様。いくら私でも、シー様に聖剣を使われちゃったら、鍛錬にならないと思うんだけど」

「心配するな。今の僕には──聖剣は使えない」

「へ？　そうなの？」

「今朝、いろいろ試してみたが……どうにもならなかった。どれだけ呼びかけようとも、『聖剣メルトール』は全く反応しない」

　言いつつ、手元の剣を見下ろす。

　二年前にシオンは、この『聖剣メルトール』を用いて魔王軍と戦った。

　かつては己の手足のように馴な染じんでいたはずの剣が──今は、ただの金属の塊にしか感じられない。この状態では、少し丈夫なだけの鉄塊みたいなものだ。

「聖剣とは古来、神々が人間のために作った武具だと言われている。人間の脆ぜい弱じやくさを哀れんだ神々が、他種族への対抗手段として聖剣を生み出し、人へと与えた──つまり、聖剣の力を扱えるのは人間だけというわけだ」

　人間であること。

　それが──聖剣を扱うための条件。

　埒らち外がいの力を有する秘宝であるくせに、その条件はかなり緩い。

　過去に聖剣を扱っていたシオンだからこそ、なんとなくわかる。

　聖剣は──人間が好きなのだ。

　神からそう設定されて作られたのか、それとも長い間人間に扱われるうちに愛着が生まれたのか。とにかく聖剣という武具には、人間を慈しむ情愛、みたいなものを感じた。

　聖剣は人を愛す。

　人の強さや美しさや賢さを──そして、弱さや醜さや愚かさも。

　まとめてそっくり、包み込むように愛してしまう。

　聖剣は誰にでも使える。

　どんな弱者でも、どんな悪党でも。

　昨日の賊、ガーレルにも扱えたことがいい証拠だ。国家に仇あだをなす重罪人であり、仲間すらも簡単に殺すような男であっても、聖剣が彼を拒むことはなかった。

　たとえるならばそれは、子供がどれだけ過ちを犯しても全く叱責せず、「あなたはなにも悪くない」とひたすらに甘やかしてしまう母親のような……そんな、母性と呼ぶには少し歪ゆがみすぎた愛情。

　持ち手が人間でさえあれば、人格も実力も問わず、無差別に力の使用を許してしまう。

　誰にでも使える伝説の武具──それが聖剣だ。

　もっとも、使い手の技量によって引き出せる力は大きく変わるが──ともあれ。

　人間でさえあれば発動できるはずの武具を、シオンは今、発動できずにいた。

　その事実が意味することは、つまり──

「……聖剣こいつの基準では、どうやら僕は、もう人間ではなくなってしまったらしい」

　自嘲めいた笑みを浮かべ、シオンは言った。

　当然と言えば当然の話なのだろう。

　体は不死で、ただそこにいるだけで周囲の命を喰くらう──そんな害獣が、人間であるはずがない。

（ここまで正直だといっそ清すが々すがしいな、メルトールよ）

　内心で毒づいてみても、かつての愛剣はなんの反応も返してくれない。胸には小さな痛みが生まれていた。

　どれほど肉体が闇に堕おちようとも、せめて心だけは勇者であろうと──人間であろうとしてきたが、こうして改めて事実を突きつけられると、足元が抜け落ちるような虚むなしさと喪失感を覚えてしまう。

　未練がましく聖剣を見つめていたシオンだったが──

「むぎゅっ」

　わざわざ効果音を口にしながら、フェイナが正面から抱きしめてきた。大きな胸に、顔が埋うずめられてしまう。

「わっ……なっ」

「シー様はシー様でしょ？」

　慌てるシオンに、フェイナは少し怒ったような声で言う。

「人間かどうかって、そんなに大事なの？　てかてか、私らも全員人間じゃないんですけど～～っ」

「わ、わかった、わかったから、離れろ」

　ぐりぐりと胸を押し付けてくるフェイナをどうにか突き放し、シオンは深く息を吐いた。そして小さく苦笑する。

「……そうだな。悪かった。またくだらないことを考えてしまっていたらしい」

「うむ。わかればよろしい」

　大仰に頷うなずき、にっ、とフェイナは笑った。

「さてさて、そんじゃ始めよっか。聖剣がただの棒っきれ状態なら、なんの問題もないしね」

「ああ。だが……その格好でいいのか？」

　シオンは改めてフェイナを見つめる。

　彼女はいつものメイド服姿だった。

「動きやすい服で来いと言っただろう」

「ん。だいじょぶだいじょぶ。この服、結構動きやすいし……それに、戦うための準備はしてきたから」

　フェイナはメイド服をつまみながら言う。

「『動きやすい服で来い』って言われた時点で、たぶん戦闘訓練でもするんだろうな、って予想できたからね。準備はばっちりしてきたよ」

「ふむ？」

　首を傾かしげるシオン。見る限りいつもの恰かつ好こうとなにも変わらないように見える。いったいなにをどのように準備してきたのだろうか。

　不思議に思うシオンをよそに、フェイナは手袋を外した。

　決闘の合図、というわけでもないのだろう。

「シー様。ちなみにルールとかはあるの？」

「攻撃魔術の使用はなしにしよう。あくまで肉弾戦で、あくまで体術勝負で」

「おっけー。そいじゃ、行くよシー様」

「ああ、いつでもこい」

　言い終わるよりも早く──シュッ、と。

　フェイナが視界から消えた。

　もはや影も形もない。踏みつけられて少し倒れた芝だけが、彼女がその場に存在したことを証明していた。

　シオンは聖剣を握りしめ、感覚を研ぎ澄ます。

（……右、左、背後──違うっ、上だ！）

　消える直前に見せた無数のフェイクや、魔力の残ざん滓しや体臭の残り香を利用して相手を惑わす移動術……それら全てを瞬時に読み切り、シオンは顔を上げ、剣を上段で水平に構えた。

　直後──隕いん石せきの如ごとき衝撃が降ってくる。

「……あはっ。ほんとだ」

　刃やいば越しに見える笑みには、鋭利な犬歯が覗のぞく。

　上方より強襲した巨大な衝撃は、禍まが々まがしい形状に変化した爪による一撃だった。もしも手袋をしたままだったら、伸びた爪によって布が破れてしまったことだろう。

「反応、かなり落ちてるね。この程度の攻撃、全盛期のシー様なら回避も余裕で軽くカウンター入れてきたでしょ？」

　そう言って、フェイナは距離を取る。そして再びシオンへと一気に距離を詰め、爪による連撃を繰り出してきた。

　五月雨のごとく襲い来る爪そう撃げきを、シオンは剣で必死に捌さばき続ける。

「……ずいぶんと遠慮なく来るんだな」

「うん？　だってそれがお望みじゃないの？」

「まあ、そうなんだが……」

　聖剣で攻撃を弾はじきながら、シオンは苦々しい表情となる。

　たとえばこれがアルシェラやナギだったら、いくらシオンの命令と言えど、ここまで思い切りよく攻撃を仕掛けては来ないだろう。

　訓練相手にフェイナを選んだ理由は『本気で戦ってくれそう』という意図もあってのことなのだが……いざなんの躊ちゆう躇ちよもなく攻撃を仕掛けられると、それはそれで釈然としない部分もあった。

（……いや、違うな。フェイナはただ、一生懸命僕の命令に応じようとしてくれてるだけなんだ。むしろ感謝すべきで──こっちも真剣にならなきゃ失礼だ）

　シオンは改めて、目の前の戦いに意識を集中させる。

　魔術による身体強化と感覚強化は、すでに行っていた。

　現代の戦闘は、そのほとんどが魔術を用いるものとなる。攻撃魔術や治癒魔術を用いる後衛のみならず、近接戦闘を行う前衛であっても、身体強化の術式を肉体に張り巡らせたり、術式が込められた武具を使用したりする。

　攻撃に防御、探知や治癒、移動に逃走……戦闘に関わるあらゆる要素に、魔術要素が深く関係する。

（……やっぱり恐ろしいものだな、『金狼マーナガルム』の力は）

　目まぐるしい攻防を繰り広げながら、シオンはつくづく思う。

　彼女は人じん狼ろうと呼ばれる魔族の一人──それも、魔界で伝説とまで謳うたわれた『金狼』の末まつ裔えいだ。

　はるか昔、世界に二つあった太陽のうちの一つを丸ごと呑のみ込こんだという逸話もある、伝説の魔ま狼ろう──

　まだまだ本気は出していないようだが、時折漏れ出す突き刺すようなプレッシャーには、伝説の血を引く狼おおかみに相応ふさわしい威圧感がある。

（…………）

　フェイナの力を再確認すると同時に、妙な懐かしさも胸に芽生えた。

　二年前──彼女が魔王の指揮下で『四天女王レデイストピア』として動いていたときは、幾度となく殺し合った。

　血で血を洗うような凄絶な激戦を繰り広げた。

　当時のフェイナは『四天女王』の中で最も好戦的と言われ、一番最初にシオンと戦ったのも彼女だった。何度も戦い、そして倒された後に「……ふふ、私は四人の中でも最弱……」とか言っちゃう系の敵だった。

（たった二年前のことなのに、もう、ずいぶんと昔のことのように感じてしまうな）

　とても信じられない。

　今では毎日寝食を共にしている四人のメイド達と、不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきとして殺し合っていた時期があったなんて。

　仲間だと思っていた者達に裏切られたシオンを救ってくれたのは、互いの底を見せ合うように何度も殺しあった仇きゆう敵てきだった──

　過去への追想と呼応するかのように、シオンの動きが冴さえていく。

　太刀筋は研ぎ澄まされ、体裁きにはキレが戻る。

　己の中の感覚が呼び覚まされていく。

『勇者』と呼ばれていた頃の感覚に──

「わっ、とっと」

　フェイナの爪そう撃げきが刀身を滑る。相手の動きを完璧に見切っていなければ不可能な、攻撃の威力を殺し切った受け流し。卓越した剣技を前に、彼女はバランスを崩してしまう。

　絶好の隙が生まれるが、シオンは追撃を叩たたき込こむことはなく、

「隙あり」

　聖剣の柄つか尻じりで、コツン、とフェイナの脇を突いた。

　一撃を入れたことで、模擬戦闘は一時終了する。

　脇腹に手を当てながら、フェイナは感心したような息を漏らす。

「はぁー。やるね、シー様。もう完全に動きが戻ってる」

「どうにかな」

　全身の筋肉や、体内を淀よどみなく流れる魔力を確認しながら、シオンは頷うなずいた。

「もともと、鈍なまっていたのは実戦感覚だけだからな。魔術の研究はずっと続けていたし、身体強化の術式も、今の体に合わせて再構築している」

　純粋な人間の体とは違う、呪われた今の体に合わせて。

「最初は感覚と肉体の動きに微妙なズレがあったが……もう大丈夫なようだ」

「やっぱシー様はすごいねえ。二年のブランクも二分で取り戻しちゃうんだもん」

「フェイナのおかげだよ。助かった」

　実戦に近いハイレベルな模擬戦闘ができたからこそ、短時間で実践感覚を取り戻せたと思う。

　それに──過去に真剣に戦った相手、というのも大きいだろう。

　否いやが応おうでも全盛期の感覚が呼び覚まされてしまった。

「いえいえ。どういたしまして」

「付き合わせて悪かったな。じゃあそろそろ」

　そろそろ屋敷の中に入って一服するか、と言いかけたところ、

「うん。じゃあそろそろ──本気の本気でやろっか」

　返ってきたのは、予想もしない答えだった。

「……え？」

「だってさあ、シー様が一発入れて、一人で気持ちよくなったところで『はい、終わり』って言われても、こっちは全然消化不良っていうかさ」

「…………」

「欲求不満もいいところだよね。一方的にフィニッシュして、一人で勝手に満足しちゃうようじゃ、女の子に嫌われちゃうよ？」

「な、なんの話だ……？」

「せっかくだし、もうちょい遊ぼうよ、シー様」

　言うや否や──ゴォッ！　と。

　フェイナの全身から燃えたぎるような魔力が吹き出した。頭からは耳が、尻からは尻尾が生える。口元からは牙が覗のぞき、目には獰どう猛もうな肉食獣の輝きが宿る。

　二年前には何度も拝んだ、フェイナの人じん狼ろう体たいだった。

「お、おい、フェイ──っ!?」

　静止を叫ぶよりも早く、人狼体となった彼女が突っ込んできた。

　咄とつ嗟さに聖剣で受け止める。轟ごう音おん。先ほどと比較して、はるかに速くはるかに重い一撃。異形の爪と刀身が噛かみ合あい、鍔つば迫ぜり合あいが起こる。

「……お前、その姿に戻るとは、どういうつもりだ？」

「んーっと、昨日シー様に『美しい』って褒められたから、もっと見せてあげようかと思って」

「あ、あれは言葉の綾あやで──」

「ねえシー様。せっかくだし、なんか賭けようか」

　こちらの言葉を無視して、フェイナが言う。

「先に一発入れた方が勝ち。勝った方は、相手の言うことなんでも聞くこと」

「な、なんでも……」

「ふふーん。私が勝ったら、シー様は明日から一週間、私のことは『フェイナお姉ちゃん』と呼ぶこと！」

「……っ！」

「そしてさらに、自分のことを『シオンはね～』って、名前で呼ぶこと！」

「な、なんだと!?」

「はい決定！　ふっふっふー、楽しみだなあ。かわいいシー様がたくさん見られるだろうなあ」

　恍こう惚こつとした笑みを浮かべながら、フェイナは大きく飛んで距離を取り、次なる攻撃の準備に入る。

（ふ、ふざけるな……！　百歩譲って『フェイナお姉ちゃん』はまだいいが、一人称を自分の名前で呼ぶなんて……！）

　そんな恥辱には耐えられない。

　しかし、フェイナが人じん狼ろう体たいとなって本領を発揮するとなれば、この勝負、かなり分が悪くなる。

　攻撃魔術を用いればやりようはあるだろうが、一番最初にそれは禁止してしまっている。純粋な体術勝負となれば、いくら全盛期の感覚を取り戻したシオンでも、人狼相手に勝つことは難しい。

（くそ。どうする……）

　追い詰められたシオンは必死に頭を働かせるが──その間にも、フェイナが恐るべき速度で迫りくる。

　無慈悲に襲い掛かる巨大な爪に対し、

「……っ」

　シオンは体ごと回避。鋭利な爪が空を切った。フェイナは即座に体を切り替え、獣じみた機敏さで追撃を狙いに行くが──

「え……あ、あれ？」

　直後、彼女の動きが止まった。

「な、なにこれ……う、動けないぃ～～」

　困惑の表情で嘆くフェイナ。

　厳密には、全く動けていないわけではない。彼女は体はきちんと動いている。走る動作をしている。それなのに──その場から一歩も移動できていない。

　どれだけ走ろうとも、目的地への距離が縮まらない──

「……油断したな、フェイナ」

　溜ため息いき交じりにシオンが呟つぶやく。額には汗が滲にじんでいた。

「う、嘘うそっ！　これって……まさか──『無限回廊』!?　シー様がよく使ってたやつ!?　でも、この技って『聖剣メルトール』がなきゃできないはずじゃ……」

『無限回廊』。

　それは、空間に『移動距離』という概念を極限まで『圧縮』する秘術である。

　さっきシオンは、自分が立っていた場に、可能な限り距離を圧縮させ、限定空間内部の距離を限りなく増幅させた。設置した罠わなへと無警戒に踏み込んでしまったフェイナは、無限に近い距離の中に閉じ込められてしまったようなものである。

　限定空間の内部では、ほんの数センチ移動するために──小国一つを横断する程度の移動が求められることとなる。

　どれだけ走ろうとしても、無限の先には進めない。

　回し車の中を走り続ける鼠ねずみのように。

　前を走る亀に永えい劫ごうに追いつくことができない英雄のように。

　かつて『メルトール』の寵ちよう愛あいを受け、その力を極限まで引き出していたシオンは、単に距離を殺すだけではなく、距離を生み出すことも可能としていた。

　本来は『メルトール』があってこその芸当だが──

「まさかシー様、聖剣が使えないって嘘うそだったの!?」

「嘘じゃない。聖剣が使えないのは本当だ」

　シオンは言う。

「聖剣の力を使うことで可能だった秘技、『無限回廊』──それを、空間魔術で再現してみただけだ」

　聖剣の持つ規格外の力を使わずに、己の魔力と、組み上げた術式だけで。

　フェイナは目を見開いて仰天した。

「……そ、そんなこと、可能なの？　聖剣って、普通の魔術じゃ絶対に実現不可能なことができるから、聖剣なんじゃないっけ？」

「苦労はしたが、どうにかでっちあげることができたな。もともと空間魔術は、僕の得意分野だ」

　魔術にはいくつか種類がある。

　一般的なのは、地水火風といった四大元素を操る自然魔術と、光や闇を支配する陰いん陽よう魔術。他には、生物の肉体や生命力を活性化させる治癒魔術や強化魔術──

　そして、時間や空間を操る時空間魔術。

　時間や空間に干渉する魔術は超高位魔術に分類され、習得には膨大な勉強量と生まれ持ったセンスが必要不可欠と言われる。

「まったく……ほんとシー様って、呆あきれるぐらいの天才少年だよね」

「大したことじゃないさ。威力も範囲も、おまけに発動速度も、『メルトール』を使った『無限回廊』には遠く及ばない。劣化版もいいところだ」

　謙遜ではなく、事実だった。

　空間魔術を複雑に組み合わせることで、どうにか『無限回廊』と同じ効果を再現してみたが、なにもかもが物足りない。

　範囲はせいぜい半径一メートル程度。

　規模が小さい上、発動前に大きく空間が歪ゆがんでしまうというミスも発生した。フェイナが油断していたからどうにかなったが、通常の戦闘だったらまず間違いなく回避されていただろう。

「……む～～っ！　でもズルいよ、シー様！　魔術は使わないって言ったのに！」

「攻撃魔術を使わないと言っただけだ。これは厳密には攻撃魔術ではない。ただその場に罠わなを仕掛けたようなものだからな」

「そんなのズルい！」

「ズルいのはお前だ。勝手に人じん狼ろう体たいになった上に、一方的に賭けの話まで持ち出して、文句を言える立場ではないだろう」

「う……」

「まあ、安心しろ。さっきも言ったように、本来の『無限回廊』には遠く及ばない紛まがい物ものだ。お前ならあと十秒程度で脱出できるだろう」

「え。ほんとに？」

「ああ。だが……」

　そこでシオンは、にやりと口の端を歪ゆがめた。

「僕が一撃与えるには、十分すぎる時間だけどな」

「……っ!?」

　フェイナは慌てて移動しようとするも、その場から一歩も動くことはできない。体を動かすことは可能だが、『移動』とみなされる行為の全てが無為に帰してしまう。

「う～～っ！　う～～っ！」

「ははは。無駄だ無駄だ。さて。僕はどんなお願いを聞いてもらおうかな」

　勝利を確信したシオンは、ゆっくりと距離を詰めていく。

　先ほどと同じように、聖剣の柄つかで肩辺りを小突く──

　その直前だった。

「──ふっ。甘いね、シー様」

　慌てふためいていたフェイナが、「作戦通り」と言わんばかりの笑みを漏らした。

　両手でメイド服のスカートを摘つまむと、

「ていっ！」

　ペロン、と。

　スカートを捲めくり上あげた。

　思い切り、勢いよく、でも少しだけ恥ずかしそうに。

　薄い布によって隠されていた部分が、白日の下に晒さらされる──

「なっ……がっ……!?」

　予想だにしない状況に、シオンは凄すさまじく動揺した。目に飛び込んできた映像が脳の容量を超えて思考が完全停止。全身も硬直。

　あまりの衝撃に聖剣も手から落ち、体が大きくよろめいてしまう。

「……ふっふーん。やっぱりシー様って、エッチなんだねー」

　もはや戦える状態ではなくなってしまったシオンに、時間切れによって『無限回廊』から脱出したフェイナが近づいてくる。

　コツン、と隙だらけの頭に拳を入れて、戦いは決着した。

「はいっ、私の勝ち～っ！　いえーい！」

「……お、お前、な」

「ふっふっふー。勝負とは非道なのですよ、シー様？」

「…………」

「や、やだもう……シー様ったら、いくらなんでも、パンツ見えたぐらいでちょっと動揺しすぎじゃない？　さっき部屋でたくさん見せてあげたのに……。そんなに意識されると、こっちも恥ずかしくなっちゃう……」

　少し照れたように言われた台詞せりふで、

（こ、こいつ、まさか気づいてないのか……）

　とシオンはさらに動揺することとなった。

　もしも。

　もしも見えたのがパンツだったら、そこまで動揺することはなかっただろう。まだまだそういったものへの耐性は少ないお年頃だけど、パンツぐらいならどうにか耐えられる。それにフェイナ自身も言っているように、彼女の下着姿は先ほどの部屋での一ひと悶もん着ちやくで、何度も何度も見せつけられている。どんなに煽せん情じよう的な姿でも、繰り返し見せられれば多少は慣れる。

　ならば、なぜここまで思い切り動揺してしまったのかと言えば──

「フェイナ……その、な。お前……」

　頭を抱えながら、どうにか言葉を絞り出す。

「は、はいてなかったぞ」

「うん？」

「だから……はいてなかったんだよ、その、下着を……」

「……はあ？　なに言ってるのシー様。そんなわけ──って、えええええっ!?」

　言いながら、自分の下半身へと手を伸ばしていたフェイナは、尻の辺りを手で確認した瞬間、顔を真っ赤にして絶叫した。

「な、なんで!?　なんではいてないの私!?」

「なんではこっちの台詞だ……」

「まさかシー様の仕業!?　どんなすごい魔術で私のパンツ奪ったの!?」

「ぼ、僕じゃないぞ！　誰がそんな変態みたいな魔術を使うか！」

「で、でも……あっ、そうだ。思い出した」

　フェイナは複雑な表情で告げる。

「シー様から『動きやすい格好で来い』って言われたから……私、部屋でパンツ脱いでから来たんだった」

「……なぜそんなことを」

「だ、だって、もしかしたら人じん狼ろう体たいになるかもって思ってたし。私、尻尾生やしちゃうとパンツが破れたり伸びたりするからっ。昨日も一個ダメにしちゃったし……」

　模擬戦闘前にフェイナが言っていた『準備』の意味が、ようやくわかった。

　生やした尻尾で下着を傷つけぬよう、事前に脱いでおいたらしい。

「それなら……なぜあんな真ま似ねをしたんだ？」

「……完全に忘れてた」

　酷ひどく落胆した声で言いながら、その場に崩れ落ちるフェイナ。

　戦闘に熱中するあまり、賭けに勝とうとするあまり、下着のことが完全に頭から抜け落ちていたようだ。

「うわ～……やっちゃった……きっつー……」

　地面に手を突いた四よつん這ばいの姿勢で、フェイナは全力で落ち込んでいた。顔は真っ赤で、耐えがたい恥辱に悶もだえ苦しんでいるようだった。

「フェイナ……」

　シオンは憐みの目で彼女を見下ろす。励まそうと思ったが、どう考えても自業自得すぎて、励ましの言葉はなにも思いつかなかった。

「お前……下着は平気で見せるくせに」

「……いや、シー様……いくら私でも……モロはさすがに……恥ずかしい」

「そ、そうか」

「ていうか……自分から恥ずかしげもなく、ぺろん、と陰部を見せつけてしまったことが……ほんと、いろいろ、きつい……」

「…………」

「シー様」

「な、なんだ？」

「さっきの賭け、一応、私の勝ちは勝ちだよね？」

「まあ、そうだな」

「じゃあ、お願い。……今のこと、誰にも言わないでください」

「……わかった」

　重々しく頷うなずくと、フェイナは力なく笑い、よろよろと立ち上がる。

　傷はかなり深かったようで、この日一日、普段はなにかと騒がしい彼女が、びっくりするぐらい大人しかった。
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　ロガーナ王国、王都ローディア。

　その日、王都は沸いていた。

　城下町にある中央広場には、老若男女を問わずに多くの人が集まっていた。誰も彼もが期待と興奮を秘めた目をしている。

「──おい、来たぞ！　勇者様のお帰りだ！」

　誰かが叫ぶと、皆が一斉にその方向を向いた。

　豪ごう奢しやな客室を引く馬車が、石畳の道を進んでくる。

　大衆は──歓喜の渦に包まれた。

　女達は黄色い声で、男達は野太い声で、感動と興奮のままに叫びを上げる。玩具おもちやの剣を掲げる子供達は必死に馬車を追いかけようとし、警備の者に止められていた。

「相変わらず、すごい人気ですね、レビウス様」

　客室の内部にいる人間は二人。両者とも王国騎士団の白い団服を身に纏まとっている。

　一人は若い女。栗くり色いろの髪をした二十歳程度の女性であり、彼女は敬意の籠もった眼まな差ざしで、向かいに座る男を見つめた。

「この国の誰もがあなたを尊敬し、あなたに導かれることを望んでおります」

「……まあ、俺は魔王を倒した勇者らしいからね、一応」

　どこか退屈そうに呟つぶやくのは、金髪の青年だった。細身ながら鍛え上げられた体をしており、客室の中で長い足を窮屈そうに組んでいる。顔つきは精せい悍かんで若々しく、眉目秀麗という言葉がふさわしい美青年であった。

　彼の名は──レビウス・ベルタ・サーゲイン。

　名門貴族サーゲイン家の嫡男であり、二年前、勇者パーティの一人として魔王討伐に向かった英雄の一人。

　そして。

　魔王を倒して世界を救った勇者──だったことにされている男だった。

　レビウスは客室の窓から外を見やる。

　ごった返す人々に向け、にこやかな笑みを送りながら、親しげに手を振った。

　世界を救った英雄からのサービスに、大衆は熱狂した。感激のあまり失神する女も何人かいた。

　レビウスは窓から顔を背けると、見る者全てを魅了するような天使の微笑を消し、呆あきれたような息を吐いた。

「魔王討伐から二年も経たってるっていうのに、よく飽きないもんだ」

　この一ヶ月間、レビウスは部隊を率いて遠征に出ていた。南方にある村落が魔獣に襲われ、その護衛と魔獣討伐のために出向いたのだ。

　任務は無事成功し、今日、王都へと帰還した。

　そんな彼の凱がい旋せんを祝うために、多くの人々が広場に集まっていた。

「レビウス様の人徳が為なせる技でしょう。あなたがそれだけ、人々からの尊敬を集めるに足る傑物だということです」

「昔から外面だけはいいからね、俺は」

　それに、とレビウスは続ける。

　美しい顔を皮肉げに歪ゆがめて。

「誰も気づいてないからなあ、俺が偽物だなんて」

「レ、レビウス様っ！」

　女は焦ったように声を荒らげた後、ババッと周囲を見渡してから、小声で告げる。

「……そ、それは国家機密です。この国のタブー中のタブーです。誰かに聞かれでもしたら……」

「誰も聞いちゃいないよ。俺の声を聞きに集まっただろうに、自分らの声がうるさくてなにも聞こえないんじゃ世話ないよな」

　必死に叫び続ける大衆を一いち瞥べつするレビウス。もちろんその瞬間には、大衆が求めている完全無欠な笑顔を浮かべることを忘れない。

「……最初はちょっと、得した気分もあったんだけどね。上の命令とは言え、人様の手柄を横取りして英雄になれるんだから」

　でも、とレビウスは言う。

「いざなってみれば虚むなしいもんだぜ、虚きよ妄もうの英雄なんてもんはさ」







　王へと謁見して定型文の賛辞をいただき、大臣に呼び出されて小言を言われる。それが遠征後の、いつもの流れであった。

「とりあえずご苦労だったな、レビウス」

　王宮の執務室。

　大臣であるゴーゼフは不遜な態度のまま言い放った。痩せぎすの体たい躯くと、神経が細そうな顔つき。レビウスと同じ貴族の出身の男で、長らく王に仕えてきた国の重鎮。国政にも大きく関わる権力者の一人だ。

　ゴーゼフは執務机についたまま、蛇のように鋭い目で、レビウスを睨ねめつけてくる。

「しかし、一ヶ月もかかるとはな……少々時間を使いすぎではないのか？　兵の消耗も激しい。国庫も無限ではないのだぞ？」

「魔獣の数が報告以上に多く、そして強大だったのです。文句があるのならば杜ず撰さんな報告をした偵察部隊の方に言っていただきたい。俺はよく働いた方だと思いますよ？」

「ふん──シオン・ターレスクならば、もっと上う手まくやっただろうな」

　ゴーゼフは吐き捨てるように言った。

「あの小僧は実に優秀だったよ。どんな過酷な戦場に送り込もうとも、常にこちらの期待以上の戦果をあげた。それでいて人格は純粋かつ謙虚。必要以上の報酬は求めず、凡百の兵士と変わらぬ賃金で文句の一つも言わなかった。本当に──最高の勇者だった」

「…………」

「それが……最後の最後でやってくれたよ。呪いなんぞ喰くらいおって。まだまだ利用価値はあったというのに………あれでは使い物にならん。おかげで我々は……お前のような凡夫を代理に据えねばならなくなった」

「…………」

　傲慢な口調で語られる台詞せりふに、レビウスが言い返すことはない。

　数秒の間を置いてから、

「あははー」

　と笑った。へらへらとした、人懐っこい笑み。上官の機嫌を取ろうとするような、媚こびた笑いであった。

「いやいやゴーゼフさん。勘弁してくださいよ。いくらなんでも、あの天才児と比べられちゃ敵かないませんって。俺は凡人にしては頑張ってる方だと思いますよ？」

「ふん。魔王城から真っ先に逃げ帰ってきたお前を、我々が英雄にしてやったんだ。もっともっと死ぬ気になって働いてもわらんと困るな」

「はいはい。わかりましたってば」

　へらへらと言って、レビウスは執務室から去ろうとする。

「じゃ、俺はこれで」

「待て。お前には次の仕事があるぞ」

　ゴーゼフは言う。

「聖剣『メルトール』の回収だ」







　執務室から出たレビウスが王宮の廊下を歩いていると、栗くり色いろの髪の女──ブロアが駆け足でやってきた。

「お疲れ様です、レビウス様」

　恭しく頭を下げる。ブロアは元々、サーゲイン家に仕える使用人の一人だ。幼少期からレビウスの身の回りの世話をしている。レビウスが偽物の勇者として祭り上げられ、騎士団の部隊長という役職に就いてからは、彼の副官として働いている。

「どうでしたか、ゴーゼフ様は？」

「まーた嫌み言われちゃったよ。シオンならもっと上う手まくやっただろ、ってさ」

「そんな……！　酷ひどい、酷すぎます！」

「事実だからしょうがないさ。俺の実力じゃ、あいつの足下にも及ばないんだから」

「レビウス様は……この国一の剣の使い手ではありませんか。その才は長いサーゲイン家の歴史の中でも随一と謳うたわれるほどで……そもそも、シオン・ターレスクに剣を教えたのも、レビウス様でしょう？」

「そんな時期もあったな。一瞬で抜かれたけどね」

　元々──王都にて『神童』と謳われていたのは、レビウスの方だった。剣術の名家であるサーゲイン家に生まれ、幼少期より類たぐい希まれなる才能を見せ、誰もがその将来を嘱望した。

　しかし──それもシオン・ターレスクが現れるまでのこと。

　本物の『神童』が、現れるまでのこと。

　レビウスが基礎をほんの少し教えただけで、シオンは尋常ならざる上達を見せた。わざわざ教えずとも、一目見ただけであらゆる技を模倣し、独自に発展させていった。

　天才。

　天より賜った才の持ち主。

　神童。

　神に愛されたかの如ごとき童わらべ。

　どれほどの賛美でも語り尽くせない。

　十も年下の少年が、瞬く間に自分を超えていった。

「俺は剣しか取り柄がないのに、剣でシオンには敵かなわなかった。しかもあいつは剣だけじゃない。あらゆる面で、本物の天才だった」

　レビウスは過去を懐かしむように言う。

「二年前──勇者パーティなんて組んじゃいたけれど……なんてことはない。俺らは全員、シオンの下位互換だった。自分の得意分野ですら、シオンに敵う奴やつはいなかった」

　剣士。

　魔術師。

　武闘家。

　神官。

　そして──勇者。

　様々な技能に特化した五人が、魔王を倒すべく編成されたパーティ。

　しかしその実態は──シオン・ターレスクのワンマンチーム。

　剣士より剣術に長たけ、

　魔術師より魔術に長たけ、

　武闘家より武術に長け、

　神官より治癒術に長ける。

　それが、シオン・ターレスクという埒らち外がいの神童だった。

「魔王討伐にしたって、ほとんどあいつ一人でやったようなもんさ。俺らパーティはなにもしちゃいない。シオン以外は魔王城の途中でリタイア……ちなみに、真っ先にリタイアしたのは俺な」

　冗談めかして言うも、ブロアは笑わなかった。

　レビウスは一つ息を吐き、続ける。

「俺らパーティは、表向きは魔王を倒せる精鋭を集めたってことになっちゃいたけど……真実は違う。勇者パーティってのは、能力はあっても使い物にならねえ人格破綻者共を、シオンという天才一人に押しつけただけの集団だった」

「人格破綻者、ですか」

「俺とシオン以外の三人はひどいもんだったよ。魔術師は飲んだくれで、武闘家は性豪で、神官は自殺未遂の常習者……どいつもこいつも、まず会話が成り立たなかった。そんな中、俺はただ、シオンと仲がよかったから選ばれただけの凡才だった。集団の潤滑油みたいなもんだな」

　そこまで言ってから、レビウスは小さく首を振った。

「あー、いや。一番の人格破綻者は──ある意味シオンだったのかもな」

「え……どういう意味ですか？」

「ブロア。お前ならどうする？　命がけで世界救った後に『お前の手柄は全部他の者にやるから、黙って隠居してろ』って命令されたら？」

「…………」

「それをやってるとびっきりのお人ひと好よしが、シオン・ターレスクだ。『それが人々のためならば』と、腐った王室の命令を律儀に守っている。まったく……恐れ入るよ。あいつの自罰的なまでの善人っぷりは、十分異常だ」

「レビウス様……」

「まあ、あいつの手柄を全部もらって、のうのうと英雄ライフを満喫している俺が言えた義理じゃないんだけどな」

　俺も十分破綻してるよ。

　と。

　どこか自嘲的な笑みで言い放ち、レビウスは歩を少し速めた。

「さあ、仕事だ仕事。凡人は凡人らしく、偽物は偽物らしく、しょうもねえ仕事も真面目にこなさないとなあ」

「仕事、ですか？　しばらくは休暇のはずでは」

「急に雑用頼まれたんだよ。聖剣を回収してこいってさ」

「聖剣……？」

「俺が王都に留守にしている間に、『聖剣メルトール』が盗まれたらしい」

「なっ！　そ、それは一大事ではありませんか！」

「いや、事件自体は解決しているそうだ。盗賊は西の方に逃げたが──『メルトール』は皮肉にも、前の持ち主によって奪還されたそうだ」

「前の持ち主……まさか──」

　目を見開くブロアに、レビウスは苦笑して頷うなずく。

「そう。シオン・ターレスクが、賊から『メルトール』を奪還したそうだ。その旨を告げる書簡が王室に届いたらしい。まったく、あいつらしいよ」

「……それを、レビウス様が回収に向かうわけですか？」

「あいつが王都に来るわけにもいかないからな」

「だ、大丈夫なのですか……？　だって、今のシオン・ターレスクには、他者の命を蝕むしばむ呪いが……」

「あはは。大丈夫だよ。王室の連中はビビりまくってるけど、シオンの呪いってのは、あいつ自身が抑えてる限りそこまで凶悪なもんじゃない。健康で鍛えてる人間なら、三日程度一緒に過ごそうが、なんら体に害はない」

「……し、しかし、レビウス様がわざわざ向かわずとも、その程度の雑用は下っ端にやらせれば」

「ああ。部下の誰かに行かせろって言われたよ。でも俺が志願したんだ。いいきっかけだと思ってさ」

　レビウスは言う。

　廊下の窓から蒼そう穹きゆうを見上げ、かつての仲間に思いを馳はせるように。

「こんな機会でもないと、本物の勇者には会いにいけないからな」







　その日、シオンはものすごいハイテンションで目覚めた。

「──朝だぞ！」

　瞼まぶたを開いた瞬間に布団を払いのけ、ベッドから飛び降りる。

　部屋のカーテンを勢いよく開き、窓の外を眺めながら快活に笑った。

「うむ！　いい朝だな！　今日はいい日になりそうだ！」

　かなり大きな独り言だった。

　あまりの騒々しさに、ベッドで寝相よく寝ていたナギも目を覚ます。昨夜の添い寝当番は彼女だった。格好は、東方由来の白い寝間着姿。もぞもぞと体を動かし、眠たげに目をこする。

「へ……え？　あ、あれ？」

「おお、起きたのか。おはよう、ナギ！」

「お、おはようございます、お屋や形かた様……はっ。も、申し訳ございません！　つい気持ちよく寝過ごしてしまいました！」

　寝起きで困惑した様子のナギだったが、突如跳ねるように起き上がる。ベッドの上で正座し、手を突き頭を下げた。

「主君より後に目覚めるなど、忠臣として一生の不覚……！　じ、実は昨夜はなかなか寝つくことができず……その、わ、私は未いまだに、この添い寝というものに慣れず、き、緊張してしまうのです……。なんの言い訳にもならないことはわかっています。私も早く慣れるようにいろいろ努力を──って、あれ？」

　早口でまくし立てるナギだったが、そこでようやく気づいたらしい。

　部屋が暗い。

　開かれたカーテンの向こう──シオンが満足そうに眺めていた外の景色は、夜こそ明けているようだが、まだまだ薄暗い、陽ひの光もほとんど差していない。

　時刻は午前三時か四時といったところだろう。

「心配するな、ナギ。お前が寝坊したわけではない。僕が勝手に早く起きただけだ」

　シオンは言う。

「起こしてしまって悪かったな。なんならまだ寝ててもいいぞ。僕は……どうしようか。ちょっと外でも走ってこようかな！」

「………」

　これ以上ないぐらいにウキウキしているシオンに、ナギはまるでついていけない。鼻歌交じりに着替えを済ませ、部屋から駆け足で出ていく主人を呆ぼう然ぜんと見送ってから、

「……ああ」

　と、ようやく気がついた。

「そうか。今日は──あの日だったな」







　朝食中も、シオンのテンションは高かった。

「うむ！　美う味まいぞ！　腕を上げたな、イブリス！」

「……はあ、そうっスか」

　今日の食事当番であったイブリスは、主人より称賛を受けるも、怪け訝げんそうな表情を浮かべるばかりだった。

　食卓に並ぶのは、パン、ハム、切ってもいないトマト、そして昨日の残り物に少しだけ材料を追加した豆のスープ。質素というかシンプルというか、五分もかからずに用意できそうなメニューばかりである。

「自分で言うのもなんですけど……腕とかそういう次元のことはなんもやってない、全力の手抜き料理ですよ」

　イブリスは基本的に料理というものに興味がなく、いかに手っ取り早く済ませるかを重視している。残り物を使えるだけ使いつつ、素材のまま食べられるものは極力手をかけずにそのまま出すのが彼女の料理だ。

　手抜かりなく手を抜く、全力の手抜き料理。

　別段まずいわけでもないから誰も文句が言えない。シオンも強くは批判せず、かと言って褒めもしないという曖昧な態度を取ってきたが、

「なにを言う！　料理は凝ればいいというものではない。時には足し算より引き算が大事なときもあるはずだ！」

　いつにない大絶賛を述べながら、ゴロっと丸ごと一個皿に載せられたトマトを、手で掴つかんで丸かじりする。普段なら「せめて……切ってくれないか？」と愚ぐ痴ちを言うところだが、今日は「うん！　たまにはこういう野性的な食べ方もいいものだな！」と大喜びだった。

「……坊ちゃま、なんでこんなテンション高たっけーの？」

　イブリスは不思議そうな顔で、隣に座るナギに問いかける。

「忘れたのか。今日は──あの日だろ？」

「あー、なるほどな」

　得心がいったように頷うなずくイブリス。

　同じく食卓についていたフェイナも、うんうんと頷く。

「月に一度のお楽しみデイだもんね。そりゃシー様もテンションも上がっちゃうよ」

「ええ」

　アルシェラも微笑と共に同意する。

「今日は朔さくの日──月に一度だけ、シオン様の魔力が急激に弱体化してしまう日だからね」







　魔王の呪いを受けてから、シオンはただそこにいるだけで周囲の命を蝕むしばむ化け物と化した。

　不随意のエナジードレイン。

　普段はシオンの意思と、手袋に込めた封印術式で抑えているが、それでも完全に抑え込むことはできず、どうしても周囲の命を喰くらってしまう。

　とは言え。

『抑えた状態』のエナジードレインは、そこまで凶悪なものではない。

　魔術の心得や魔力耐性がある者ならば、たとえば一週間程度シオンと一緒にいたところで、大した影響を受けることはないだろう。せいぜい、少し体が疲れやすくなるぐらいだ。

　だが、世界にいるのは強きよう靭じんな人間ばかりではない。

　子供や赤子、老人、怪け我が人にん、病人……幼き者や弱った者は、エナジードレインの浸食を特に顕著に受けてしまう。

　街に住めば──一ひと月つきで街が滅ぶ。戦闘の心得がある者達ならば生き残るかもしれないが、大多数の一般人が生命力を奪い尽くされて衰弱死するだろう。

　シオンはもう、人里に住むことは許されない。

　しかし。

　そんな呪われた少年にも、月に一度だけ、魔力が弱まる日があった。

　朔さくの日。

　月の出ない新月の夜を迎える日──毎月、その日一日だけ、呪いは急激に弱まる。

　普段は制御不可能なエナジードレインが──完全に制御可能となる。

　つまり月に一度だけ、シオンは以前と同じ普通の人間に戻ることができるのだ。

　不死の体は変わらないし、手の甲にある呪印が消えるわけでもない。あくまで吸精を抑えられるというだけの話だが──その日だけは、不必要に害悪を撒まき散ちらす化け物ではなくなる。

　誰かの命を奪ってしまう心配はない。

　人里にだって降りることができる。

　朔の日は、隠いん遁とんを強いられた呪われし勇者が、普通の子供のように街を歩いて買い物や食事ができる日。

　シオンは毎月のその日を、とても楽しみにしていた。

「よし！　街に行くぞ！　準備はいいか!?」

　朝食後、屋敷の玄関ホールにて、シオンは待ちきれんとばかりに言い放った。学校行事を楽しみにする子供そのものといった様子である。

　背中には外出用の背嚢リユツク。

　昨晩寝る前に何度も確認したから忘れ物はない。

　シオンの準備は完璧だった。

　しかしメイド達の方は──

「いや坊ちゃま。『準備はいいか』とか元気満点に言われましても……私らまだ、誰が同行するかも決まってねえんスけど？」

「む……」

　イブリスに冷めた声で注意され、少し落ち着きを取り戻す。

　毎月、呪いが弱まったシオンが街に出向くときは、メイドが二人同行することが決まりとなっていた。

　全員で向かえばなにかと悪目立ちするし、屋敷の仕事が疎おろそかになる。かといって一人だと、シオンと二人きりになったメイドがなにかよからぬことをしてしまうかもしれない……などなど、様々な事情を鑑みた結果、二人がベストということで話がまとまっていた。

「そうか……今日誰が付き添うかは、まだ決めてなかったんだな。えーと、どうする？　誰が一緒に来る？」

　シオンが尋ねると四人のメイド達は、

「ぜひご一緒させてくださいませ、シオン様。月に一度しか許されぬ外出……最高の一日となるよう誠心誠意尽くさせていただきます」

「はいはーい、私、行きたーい。シー様とデートしたぁい！」

「……私は、めんどいんでパスで」

「私はお屋や形かた様の命に従います」

　という反応。

（ふむ。ならばアルシェラとフェイナにお願いするか）

　同行を希望している二人に頼もうかと考えたところで──

「待ちなさい、フェイナ。あなた……またシオン様に高額な買い物をねだるつもりでしょう？　いつもいつも、シオン様が月に一度の外出で上機嫌になってるのを利用して……」

「はあ？　シー様がいいって言ってるんだからいいじゃん。てかそこまで高いもの買ってもらってないしー。だいたいアルシェラだって、隙あらばシオン様を路地裏や宿に連れ込もうとするの、いい加減やめたら？」

「な、なにを言っているのかしら……？　わ、私はただ、シオン様の疲れを癒いやして差し上げようとしているだけで、他にはなんの意図も……」

「あー……じゃあ私は寝るから、あとはお前ら、勝手に頑張れよー」

「待てイブリス。お前はむしろ行け。お屋形様に同行しろ」

「なんでだよ？」

「仕事をサボらせぬためだ。お前はお屋形様の目がないと、本当に一日中なにもせず寝ているからな。まだ外出に同行した方がマシだ」

「……面倒くせえ。つーかナギも、行きたいなら行きてえって言えよ。本当は買い物とかしたいんだろ？　坊ちゃまについてって買ってもらえよ」

「なっ……バ、バカを言うな！　私は……男に物をねだるような、卑しい女ではない！」

　ぎゃーぎゃー、と。

　四人のメイド達が揉もめ出してしまう。

「……ああ、もう、やめろ！　時間がもったいない！」

　一刻も早く街に行きたいシオンは、こう言い放った。

「じゃんけんで決めろ！」







　厳正なるじゃんけん勝負の結果、今回の外出に同行するのは──

「……無欲の勝利かぁ」

「お供いたします、お屋や形かた様」

　億おつ劫くうそうなイブリスと、恭しく頭を下げるナギ。

　なんの因果なのか、じゃんけんに勝利したのは、最初に強く同行を希望しなかった二人だった。

　かなり残念そうなアルシェラとフェイナに見送られて、三人は屋敷を出発した。

　森を抜けてしばらく歩くと、整備された街道があり、そこからは馬車に乗る。

　向かう街の名は──ビステア。

　ロガーナ王国西方、エルト地方にある街の一つである。

　西の国境が近いこともあり、物や人の流れが盛んな、にぎやかな街である。この近隣では最も栄えた街となるだろう。

　普段メイド達が食料や日用品を買い出しに行くときも、ビステアの街で買うことがほとんどだった。

「おお、相変わらず騒々しいな」

　馬車を降りて街に入ると、シオンは一ひと月つきぶりの街の風景を眺めながら、表情を輝かせて言った。

　街を行き交う人々は、一言で言えば雑多な感じだった。小こ綺ぎ麗れいに着飾った紳士淑女もいれば、小汚い格好で路地裏に屯たむろしている者達もいる。キラキラと輝く瞳で走り回る子供がいたかと思えば、隣の通りでは、鎖に繋つながれた奴隷が人生を諦めたような瞳で虚空を眺めていた。

　人の綺麗な面だけではない、清濁が入り乱れた街の光景──それでも、外界から隔離された生活を送っている少年にとっては、人の営みが感じられる輝かしい世界に見えた。

「さて。どこから見て回ろうか」

　シオンは周囲を見渡しながら、フードを深くかぶり直す。

　魔王討伐の偉業は別人の手柄となっているとは言え、史上最年少で勇者の称号を賜ったシオンは、この国ではそこそこの有名人である。

　もっとも、有名なのは名前だけで、こんな辺境の土地であれば顔までは広まっていないだろうが、用心するに越したことはない。

　無用な騒ぎは避けるに限る。

「とりあえず昼飯にしましょうよ、坊ちゃま。私、もう腹ペコで」

「おいイブリス。今日はお屋や形かた様のための外出だぞ。少しは自重しろ」

「いや、いいんだ、ナギ。僕もお腹なかがすいていたし、まずは昼食にしよう」

「さっすが坊ちゃま、話がわかる～」

「や、やめろ！　人前で頭を撫なでるなっ！　……いや、人前じゃなくても撫でるな！」

　ぐりぐりと雑に撫でてきたイブリスに突っ込み、フードを直すシオン。それから背嚢リユツクに手を入れ、予習してきたメモを取り出す。

「えっと……今日の昼食は、先月行けなかった『銀ぎん竜りゆう亭てい』という料理店に行こうと思っていたんだ」

「『銀竜亭』……坊ちゃま。その店なら、こないだ潰れましたよ。店主が金持って逃げたとかで」

「なに!?　そ、そうなのか……」

　楽しみの一つが潰れ、落ち込むシオン。

　するとナギが、

「食事と言えば……最近この街では、珍しい菓子が流は行やっているようですよ」

　と言った。

「菓子？」

「はい。西方から伝わってきた、スフォリアテッラという菓子だそうです。何層にも重ねたパイ生地の中に、リコッタチーズやカスタードを入れて焼いた焼き菓子だとか」

「ほ、ほう……そんな菓子があるのか」

　興味のない感じを装いながらも、つい目を輝かせてしまうシオン。

　なにを隠そう、シオンは甘いものに目がなかった。

　チョコレートやクッキーなどの菓子が大好きである。しかしそういった甘い菓子を好むことを『子供っぽい』と考え、好物であることを悟られぬよう日々努めていた。

　なお、メイド四人には完全に筒抜けなのだが、シオン自身は隠し通せていると思い込んでいる。

「それは……後学のために一度食べてみた方がいいだろうな、うん。別に食べたいとかそういうことじゃなくて、知的好奇心を満たすためというか」

「二番通りの菓子店で売っていたはずです。あ……ですが、スフォリアテッラは今、大変な人気で、昼前に売り切れてしまうことが多いそうです」

「なに!?　そ、それは大変だ！　急がなければ！」

　言うや否や、シオンは駆け出した。

　新しい菓子を手に入れるために、目の色を変えて走っていく。

　その小さな背中を、二人のメイドは苦笑気味に眺めていた。

「ははっ。ああいうとこは本当にただのガキだな。かわいいったらありゃしねえ」

「……そうだな」

　イブリスの不敬とも取れる言葉に、しかしナギは反論せず頷うなずいた。

　その瞳には、深い憂いが滲にじんでいた。

「どれだけ強くとも、どれだけ賢くとも……お屋や形かた様は、まだ十二年しか生きていない子供だ。ああして菓子一つのために街中を走り回ってるのが、人間の子供としては普通の姿なのだろう」

「…………」

「だが、お屋形様は……そんな『普通』の全てを犠牲にして戦った──いや、戦わされていたんだ。欲深く小こ賢ざかしい人間共がお屋形様の善良さに漬け込み、年端も行かぬ少年を戦場に立たせ、『勇者』だなんだと祭り上げながら利用し続けた……」

「……はっはっは。おいおいナギ。そりゃ私らが言えた台詞せりふじゃねえだろ。坊ちゃまが戦わされたのは、誰のせいだと思ってんだよ。私らも立派な元凶の一端だぜ？」

「それは……そうだが」

「ま、言いたいことはわかるけどよ」

　イブリスは笑う。

　口元に浮かぶのは皮肉げな、そして悲しげな笑みだった。

「神様にケツぶっ叩たたかれながら生きてるようなもんだからな、うちのお坊ちゃまは」

　人の身に余る才を持って生まれたせいで、ひたすら人類のために酷使され続けた一人の少年。

　持つ者は持たざる者のために戦うのが責務だと言わんばかりに戦場に駆り出され、人類にとっての悪を滅するべく戦い続けた。

　そして戦いが終わったかと思えば──今度は呪いに蝕むしばまれた。

　守ったはずの人類から疎まれ、蔑さげすまれ、迫害され……その武功を讃たたえられることもなく、孤独を強いられた。

　いったい、どれほど。

　シオン・ターレスクという少年に、いったいどれほどの悲劇を背負わせれば、神は満足するのだろうか。

　神童。

　それは果たして本当に、神に愛された童わらべなのか。

　あるいは──誰よりも神に嫌われ、疎まれた童なのか。

「……神、か。闇森精おまえが言うと重みが違うな」

　神を呪って闇に堕おちたダークエルフの言葉に、東方の鬼は静かに頷いた。

　二人の脳裏には──一年前の光景が蘇よみがえる。

『四天女王レデイストピア』の四人が、屋敷を訪れた日。

　彼女達が目にしたのは──勇者の成れの果て。

　髪は無造作に伸び、格好はボロボロ。不死の呪いのせいで体には傷一つなかったが、幼い顔に浮かぶのは、感情が死に絶えたような無表情。生気のかけらもない、抜け殻のような有様だった。

　かつて無む垢くな正義感を宿していた目には、もはやなんの光も存在しない。

　目を背けたくなるほどに痛ましい、世界に嫌われた少年の姿──

「──おい！　イブリス、ナギ、なにをしている!?　早くしないと売り切れてしまうだろ！」

　通りの向こう。

　こちらを振り返ったシオンが、待ちきれんとばかりに言い放つ。

　すでに菓子の味を想像しているのか、表情からは笑みが零こぼれる。

　明るく、幼く、屈託のない笑み。

　まるで、どこにでもいる平凡な子供が浮かべるような──

「行くか、ナギ」

「ああ」

　二人のメイドは顔を見合わせて小さく笑うと、主あるじの背を追いかけた。







　店の前にできていた長蛇の列に並び、どうにか購入できたスフォリアテッラなる焼き菓子は、とんでもなく美味であった。

　何層にも重ねられたパイ生地がサクサクとした心地よい食感を生み、中に入ったカスタードとリコッタチーズのクリーミーな味わいと噛かみ合あって、見事な相乗効果を発揮している。

「こ、これは……美う味まいな」

　一口食べたシオンは、口の中に広がる感動を噛みしめながら呟つぶやいた。あまりの美お味いしさで、逆に声が小さくなってしまう。

　人気がありすぎて一人一つしか買えなかったことが悔やまれる。自分の分を食べ終えると、シオンはしょんぼりと落胆したが、ナギがくすりと笑って、

「お屋や形かた様。もしよければ、今度私が作って差し上げますよ」

　と言ってきた。

「つ、作れるのか!?」

「はい。先ほど、店主に作り方を教えていただきました。そこまで難しい手順があるわけでもないようなので、何度か練習すればできるかと思います」

「そうか……では、お、お願いしようかな。まあ、その、そこまで食べたいわけでもないが、ナギが作りたいというのであれば、僕に止める権利はないからな、うん」

　喜びを隠しきれない様子のシオン。

　するとその頬ほおに、にゅっ、と手が伸ばされた。

「クリームついてますよ、坊ちゃま。あんな急いで食べるから」

　イブリスは頬についていたクリームを指ですくい、舌で舐なめとった。

「ん。甘っ」

「～～っ」

　咄とつ嗟さのことに、シオンは顔を赤らめて後ずさる。その様子を見たイブリスは呆あきれたように苦笑した。

「ったく……だからこの程度のことでいちいち照れないでくださいってば。ほんと純情なんだから」

「て、照れてなどいない！　びっくりしただけだ！」

　菓子を食した後は、近くの料理店で簡単に昼食を済ませた。

　それから三人は、街で最も大きな書店へと向かった。

　無数の本棚が立ち並ぶ店内を見て回り、目当ての本を手に取っていく。

「んっ、んんっ」

　高い位置にある本を取ろうとしたところ、ギリギリで手が届かない。背伸びをして必死に手を伸ばしていると、横にいたイブリスが、ひょい、と取ってしまった。

「どうぞ」

「……もうちょっとで取れたんだ」

「へえへえ。そりゃ悪うござんした」

　拗すねたように口を尖とがらせるシオンに、イブリスは肩をすくめた。

「しっかし……ただでさえ一日中本に囲まれて過ごすような生活してるってのに、たまの外出のときまで書店巡りですか。理解に苦しみますねー」

「放っておいてくれ。僕は本が好きなんだ」

　毅き然ぜんと言い放つ。

　普段、欲しい本はメイド達に頼んで買ってきてもらっているのだが──こうして書店に足を運び、あちこち見て回りながら本を探す行為が、シオンは好きだった。

　目当ての本以外の面白そうな本と出会えることもあるし、書店特有の紙の匂いも嫌いではない。

「そもそも、こんな堂々と商売してる書店に、坊ちゃまが読んで面白い本なんて売ってるんですか？」

　イブリスはシオンが抱えていた本を一冊、手に取ってみる。

　そのタイトルを見て、露骨に顔をしかめた。

「……『誰でもわかる基本魔術入門』って。なんですか、これ？　坊ちゃまがこんなもん読んでも、魚が人に泳ぎ方を聞くようなもんでしょ？」

「基本から学ぶ人間の気持ちを知るために、買ったんだ」

　シオンは今、魔術を一般化する研究に力を入れている。

　どうしたって才能やセンスを必要とする魔術を、どうすれば誰でも気軽に扱える汎用性の高いものにできるか──どうすれば魔術で、人々の生活をより豊かにできるか。

　その研究を進めるために、なんの才能もない一般人の感覚を知りたかった。

「ちょっと読んだだけだが、この本はすごく面白いぞ。魔術の才能がない凡人というのは、ここまで噛かみ砕くだいて懇切丁寧に説明しなければなにもわからないんだな。僕は大抵の魔術は一目見ただけで再現できたから、この、１から10まで説明されなければわからないという感覚が理解できなかったが……そうかそうか。僕が二秒で掴つかんだコツは、凡人が一年修練してやっと身につくものだったのか。ふーむ。この本みたいに少しずつ段階を踏んでステップアップしていくのも、それはそれで楽しいのだろうな」

「……坊ちゃま。嫌みで言ってないのはわかるんですけど、嫌みにしか聞こえないから、あんま人前でそういうこと言うのやめた方がいいですよ」

　目をきらきらと輝かせて純粋な好奇心のままに語る天才少年に、イブリスは力なく突っ込んだ。

　その後、欲しかった本を十冊ほど購入して店を出たところで、

「ん？　そういえば、ナギはどこだ？」

　とシオンは気づいた。

「え……あれ？　どこ行ったんだあいつ？　さっきまでその辺うろちょろしてたのに」

　二人は周囲を見渡す。と、すぐに見つかった。

　ナギは通りを挟んで向かいにある店の前に立っていた。

　その店は、木製の食器や家具をメインとして扱う雑貨屋のようだった。彼女は身動き一つせず、じっと一つの商品を見つめていたようだった。

「どうしたんだ、ナギ？」

「ひゃうっ！」

　近寄って声をかけると、ナギはびくりと身をすくませた。

「お、お屋や形かた様……」

「これが欲しいのか？」

　シオンはナギが熱烈な視線を送っていた商品を見てみる。

　それは、木彫りの人形だった。

　兎うさぎを模したデザインで、長い耳もきちんと再現されていた。腕のいい職人が手作業で彫ったものだろう。

「いえっ！　欲しいなんて、滅相もない！　ただ、眺めていただけです！」

「嘘うそつくなよ、ナギ。最近、ここ通るたんびに見てるだろ」

「よ、余計なことを言うな、イブリス！」

「ふむ。ナギはこういうものが好きなのか？」

　シオンが問うと、ナギは少しの逡しゆん巡じゆんを挟んでから、

「え、えーと……はい」

　と恥ずかしそうに頷うなずいた。

「昔から、こういう木の温ぬくもりが感じられる人形が好きでして……幼い頃、まだ東方諸国家が平和だった頃は、自分でも作ったりしていたのですが」

「そうか」

「も、申し訳ありません。おかしいですよね？　私のような女が、こんなかわいらしい人形が好きだなんて……」

「なにもおかしなことはないだろう。女性がかわいいものを好むのは、自然なことじゃないのか？」

「……っ」

「よし」

　反応に困ったように押し黙るナギを無視して、シオンは店内に入った。店主に声をかけて、飾ってあった兎うさぎの人形を購入する。

「ほら、ナギ。買ってきたぞ」

「そんな……！　う、受け取れません！」

「遠慮するな。そこまで高いものでもなかったしな」

　値段は約二〇〇〇エイン。

　額で言えば、今日の昼食、一人分程度だ。

「ですが……」

「受け取ってくれ、ナギ」

　シオンは強く、それでいて優しい声で言う。

「ナギは本当によくやってくれている。料理、掃除、畑仕事に庭仕事……いつも一生懸命で、丁寧な仕事をしてくれる。だからこれは僕の、日頃の感謝の気持ちだ」

「お屋や形かた様……」

「実直で慎み深いことはナギの美徳だと思うけど……欲しいものぐらいは、もっとわがままを言ってくれていいんだぞ？」

　それとも、とシオンは続ける。

「お前にとっての僕は、プレゼント一つねだれないほど狭量な主あるじなのか？　だとしたら少し悲しいな」

「い、いえっ！　そういうわけでは……」

　ナギはぶんぶんと手を振って否定した後、何度も躊躇ためらうように手を伸ばしたり、引っ込めたりしたが、

「……では、ありがたく頂戴致します」

　最終的には、シオンのプレゼントを受け取ってくれた。

　木彫りの人形を撫なでながら、表情を輝かせる。

「ああ……なんと、愛らしい」

「喜んでもらえてなによりだ」

「あーあー、いいなあ。ナギばっかりズルいなあ。坊ちゃま、私にもなんか買ってくださいよー」

「……お前にはこないだ、無駄に高い寝具を買ってやっただろう。お前があんまりにもうるさいから買ったのに、たった一回しか使わないし……」

「あ、あははー……いやー、なんかいざ寝てみたら全然体に合わなくて」

「お前はもう少し、遠慮と慎み深さを覚えてくれ……」

　ジト目で睨にらむシオンと、笑って誤ご魔ま化かすイブリス。

　そんな二人の横で、ナギは主あるじからの初めてのプレゼントを、ぎゅっと愛いとおしそうに胸に抱いた。

[image: ]







　行きたかった店を一通り回っても、まだ少し日が高かった。

（ふむ。厳選しすぎたか……）

　先月はあれもこれもと回りすぎたら日が暮れてしまったから、今回は厳選に厳選を重ねて行きたい店を絞ったのだが、その結果逆に時間が余ってしまった。

「これからどうしようか。まだ帰るには少し早いし」

「あ。坊ちゃま、これ見てくださいよ」

　イブリスが指さしたのは、店の壁に貼られたチラシだった。

「近くにあるカフランって村で、今日祭りがやってるみたいですよ」

「カフラン……」

　村の名を聞いた瞬間、シオンの表情に緊張が走った。

「なになに、村の名物は、羊の香草焼き……わあ、すげえ美う味まそう。お。見ろよナギ。なんか、村の伝統工芸で作った木彫り人形も売ってるっぽいぜ」

「なに!?　ほ、本当か……!?」

「ねえ、坊ちゃまぁ、行きましょうよ」

「お屋や形かた様。この村は……ちょうど帰り道の途中にあるようです。今から祭りに参加しても、そこまで遅くならずに帰れるかと思います」

　二人はかなり乗り気になっていた。しかしシオンはというと、

「…………」

　顔を伏せ、沈黙していた。幼い顔には不安の色が浮かぶ。

「……坊ちゃま？」

「え……あ、ああ。そう、だな。カフランの村、か」

「大丈夫ですか、お屋形様？　調子が優れないようでしたら、今すぐ屋敷に戻りましょうか？」

「な、なんでもない。僕なら大丈夫だ……よしっ！　せっかく今日が祭りだというなら、帰りに寄っていくとしよう！」

　明らかに空元気とわかる声で叫ぶシオン。主あるじの不自然な態度に、メイド二人は顔を見合わせた。







　カフランは小さな村である。

　住人が百人もいない小規模な集落ではあるが、今日は年に一度の収穫祭ということもあり、そこそこの賑にぎわいを見せていた。村の外から観光にやってきた者も多く見受けられる。

「おお……」

　祭りで盛り上がる広場で、ナギは感嘆の息を漏らした。

　広場では、楽器を持った村人が音楽を奏で、踊り子が舞を披露している。

　そしてその中心にあるのが──巨大な木の像。

　大おお雑ざつ把ぱに彫を入れた木材をいくつも継つぎ接はぎに繋つなげたもので、けばけばしい色の染料で様々な紋様が描いてある。鳥にも獅し子しにも人にも見えるような、奇妙奇き天て烈れつな様相をしていた。

　この村の伝統工芸の一種のようで、露天には似たようなデザインの像が大小さまざまなサイズで販売されていた。

「あれが、この村の守り神、カフランの木彫り像か……」

「気持ち悪りぃデザインだな」

「な、なにを言うイブリス！　貴様にはカフラン様のよさがわからんのか!?」

「……逆になんでお前は、あれのよさがわかるんだよ？」

　先ほど露店で買った羊の香草焼きを頬ほお張ばりながら、呆あきれたように言うイブリス。

「さっきの兎うさぎの像はまだわかるよ。すげえ精巧な作りだし、かわいかったから。でもあれは、全体的に雑すぎんだろ……」

「雑ではなく味というのだ。一見すると酔っ払いが悪ふざけで作ったような出で来きの悪い像だが……よく見てみると、なんとも形容しがたい趣があるだろう？」

「いや、どう見ても酔っ払いが悪ふざけで作ったような出来の悪い像だわ」

　イブリスは深く息を吐き、

「ま、どうでもいいわ。問題は……」

　と言って、背後を振り返る。

　人込みから少し外れた道の隅っこの方に、シオンはぽつんと立っていた。祭りの喧けん騒そうから目を背けるようにして、変装用のフードを深くかぶり直す。

　なにかに怯おびえたような態度だった。

　この村に入ってから、口数もめっきりと減っている。

「……明らかにおかしいよな」

　イブリスが言うと、奇抜な像にくぎ付けになっていたナギも、心配そうな表情となる。

「やはりどこかが悪いのだろうか？　それともなにか、気分を害することでもあったのか……。いずれにしても、早く帰った方がよさそうだな」

「だな。おーい、坊ちゃま」

　二人はシオンへと近寄る。

「……む。ど、どうしたんだ？」

「そろそろ帰りましょうや。なーんか、思ったほどの祭りじゃなかったし」

「そうか。だが……ナギはいいのか？　あの人形が欲しかったのでは……？」

「いえ。私の好みとはかけ離れているものでした。だから早く帰りましょう、お屋や形かた様」

　イブリスとナギの進言で、早めの帰宅が決定する。

　そのとき──だった。

「なんだてめえ!?　よそ者がデカい顔してんじゃねえぞ！」

「ああ!?　んだと……この田舎もんが！　こんなショボい祭りに来てやっただけ感謝しろ！」

　陽気な音楽を引き裂くような怒声が、広場に響き渡った。

　見れば、二人の男が怒りの形相で睨にらみ合あっている。露店をやっていたガタイのいい村人と、村の外から来たらしい小こ綺ぎ麗れいな男が揉もめているようだった。

　人込みの中にぽっかりと穴が開き、皆が二人の男から距離を取る。

「おっ。喧けん嘩かかよ。祭らしくなってきたじゃねえか。いいぞー、やれやれ」

「煽あおるな、イブリス。……どうしますか、お屋形様？　私が止めてきましょうか？」

「いや」

　シオンは二人の男を見る。

　彼らからはなんの力も感じない。体つきや構えを見ても、なんの戦闘経験もないことは明らかだった。

　周囲の人間達にしても、怯おびえる者や止めようとする者もいたが、大半はイブリスのように二人の喧嘩を煽って火をつけていた。こうした喧嘩は、この村の祭では日常茶飯事なのかもしれない。

「関わる必要もないだろう」

　三人は喧嘩に背を向けて歩き出そうとする。

　しかし直後、

「やだ……お、押さないで──きゃっ！」

「おっと」

　喧嘩を見るために集まった野や次じ馬うまに押されて、一人の女性がシオンの下へと倒れこんできた。

　シオンは反射的に彼女を支える。

「大丈夫でしたか？」

「は、はい。ありがとうござ──っ!?」

　助けられた女性はお礼を述べようとしたが、シオンの顔を見た瞬間、目を見開いた。顔から一気に血の気が引き、瞳は恐怖に支配される。

　その反応で、シオンも慌てて頭に手をやった。

　フードが。

　目深にかぶっていたはずのフードが、女性を助けた拍子に外れてしまっていた。

　幼い顔が──白日の下に晒さらされる。

「……い、いやぁああああああっ！」

　女性は悲鳴を上げながら、シオンから離れた。それはきっと、化け物に捕食されそうになった人間が見せる反応だった。

　耳を劈つんざくような悲鳴に、広場にいた大勢の人間達が一斉にシオンの方を見る。

　そして──

「お、おい……あの、ガキ……」

「黒髪に赤い眼、そして、右手の手袋……ま、間違いねえ！　あのときのガキだ」

「嘘うそでしょっ！　な、なんで……あの化け物が、またこの村に……」

「お、おい、なんだよ……どうしたんだ、あの子供が、なんだっていうんだ？」

「バカっ！　命が惜しけりゃ近づくな！」

　ざわざわざ、と。

　水面に浮かぶ波紋のように、動揺や恐怖が周囲に広まっていく。

　シオン達三人の周囲から、蜘く蛛もの子を散らすように人が離れた。喧けん嘩かは止まり、音楽や踊りも止まる。

　騒々しい祭りの空気が、一瞬で消え去った。

　無数の視線がシオンへと突き刺さる。

　恐怖と畏怖に染まる視線は、主に村人のものであった。

「……ああ？　な、なんだよ、こりゃ？」

「お屋や形かた様……？　これは、いったい……？」

　怪け訝げんそうな声を上げるイブリスとナギ。

　シオンは顔を伏せ、悔しそうに唇を噛かみしめた。

「……くそ。やっぱり、来るんじゃなかった」

　会話の間にも、村人達の間で恐怖が加速する。

　女や子供、老人はすぐさま広場を離れるように命じられ、残されたのは男だけとなった。中には家から武器を持ってきた者もいる。いつ手入れしたのかわからぬ錆さびた剣や、農作業で使う鎌や鍬くわ、道端に落ちていた石。そんな武器とも呼べぬ武器を、村人達はシオンへと向けた。

「こ、この、化け物め！　俺達の村になんの用だ！」

「今度は──うちの子を殺すつもりか!?　そうはさせねえぞ！」

「い、い、今すぐ、村から出てけぇえええ！」

　焦り上ずった声で、恐怖に怯おびえたへっぴり腰で、それでも村の男達は、シオンへの敵意を露あらわにした。

　その必死さに、家族や仲間を命がけで守ろうとするような必死さに、シオンの表情が悲痛さを増していく。

「……ち、違うんだ。僕は──」

「う、うわああ！　く、来るな化け物っ！」

　前に出ようとしたシオンに、村人の一人が石を投げつけてきた。

　鈍い音がする。

　石は、頭に当たった。

　なにもせずとも魔力によって身体能力が強化されているシオンは、ただの石など効かない。怪け我がもないし、痛みすらない。

　それでも──幼い顔には痛みが浮かぶ。

　激痛をもたらす拷問に耐えるような、あまりに痛々しい顔。

　シオンの身体能力と反射神経をもってすれば、避よけようと思えば避けられたし、受け止めようと思えば受け止められた──しかし。

　もはや、心が動かなかった。弁明の途中で投げつけられた石は、少年に全てを諦めさせるには十分だった。

「お、お屋や形かた様っ!?　大丈夫ですか……も、申し訳ありません。あの程度の飛礫つぶて、てっきり避けるものだとばかり……」

　ナギが心配そうに声をかけてくる。一方イブリスは──

「……死んだぞ、てめえら」

　ドス黒い憤ふん怒ぬを宿す眼光で、村人達を睨にらみつけた。人間離れした威圧感に、何人かの村人達が腰を抜かしてへたり込む。

「よせイブリス。村ごと滅ぼす気か？」

　耳が尖とがり始めたイブリスを、ナギが硬い声で制する。しかし彼女の瞳にも冷たい殺意があった。腰の太刀に手をかける。

「即死では罪を悔いる時間もないだろう──片腕を斬り落とす程度で、けじめとしては十分だ」

「けっ。優しすぎんだよ、お前は」

　二人の女から漏れ出した人ならざる気配に圧され、村人達は表情を引ひき攣つらせた。

　彼女達が今にも無慈悲な制裁を下そうとした瞬間──

「やめろ！」

　シオンが放った怒声にも近い叫びに、二人はピタリと動きを止めた。不安そうな瞳で背後を振り返る。

　彼女らを一いち瞥べつしてから、シオンは二人を押しのけるように前に出た。
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「すまなかった。僕のような者は、ここに近寄るべきではなかった」

　そう言って頭を下げる。

　まるで、許しを請うかのように。

「でも……安心してくれ。僕は──なにもしない。お前達に危害を加えるようなことはしない。村からもすぐに出ていく」

　せっかくの祭を邪魔してすまなかった。

　と。

　本当に申し訳なさそうに告げて、シオンは村人達に背を向けて歩き出す。

　イブリスとナギは、釈然としない顔のまま主人を追いかけた。







「あー、胸むな糞くそ悪りぃ……」

　逃げるように村から出て、街道まで歩いている途中──

　イブリスは心底不愉快そうな声を上げた。

「せっかくいい気分だったのに、全部台無しじゃねえか」

「……すまなかったな。僕のせいで」

「え……いやっ、坊ちゃまを責めたわけじゃないですよ！　私がムカついてんのは、あのわけわかんねえ村人連中のことで……」

「お屋や形かた様」

　ナギが足を止めて言う。

「もしよろしければ……事情を教えていただけないでしょうか？　過去にあの村で、なにかあったのですか？」

「…………」

　シオンも足を止めた。

　沈黙が降りて、緩やかな風の草原を撫なでる音が耳に入る。

　日はすでに傾き始め、辺りは夕焼けに染まる。

　やがて、重々しい口調でシオンは語り始める。

「……二年前、王都を追い出された僕は、このエルト地方にやってきた」

　別に──どこか目指す場所があったわけではない。人の多い場所を避けるようにしながら、当てもなく彷徨さまようようにして辿たどり着ついただけだった。

「偶然、この付近を歩いていたとき──魔獣の気配を感じたんだ」

　魔獣。

　魔なる力より生まれ出でし獣の総称。

　人里が魔獣に襲われることは、決して珍しい話ではない。魔王の死によって大陸各地の魔獣は力を弱めたと言われるが、それでも完全に消滅したわけではない。

　王都や大都市は駐屯する王国騎士団が警備に当たっているが、小規模な村落までは手が回っていないのが現状だった。

「気配を追ってみると……村の外に出て祭の準備をしていた村人達が、魔犬に襲われそうになっていた」

　木材を求めて森に入ろうとしていた村人の一団だった。

　彼らは即座に逃げ出したが──逃げ遅れた女の子が一人いた。

「僕は急いで駆け付け……その魔獣を殺した」

　反射、のような行動だった。

　襲われている子供を見て、考えるよりも早く体が動いてしまった。

　だが──今思い返せば、それが失敗だった。

　考えるべきだったのだ。

　今の自分が、どういう存在に成り下がったのかを──

「駆け付けたときには、女の子は食われる寸前だった……。そのとき僕は武器を持っていなかったし、遠距離の攻撃魔術では少女を巻き込む危険があった。だから僕は──一番早くて確実な手段を選んだ」

　そう言って右手を掲げる。

「魔物に近づき、手袋を外し、この右手で触れた」

　それが、化け物に成り果てた今のシオンにとって、最も確実で最も手っ取り早い攻撃手段であった。

『真呼吸ノーブレス』

　呪われた右手で直接触れることにより、あらゆる生命は一瞬にして命を食い尽くされて死に絶える。

「魔犬は、すぐに死んだよ」

　凶悪な魔獣だったように思う。騎士団本部の精鋭でなければ相手にならないクラスの化け物だった。

　けれど──シオンの前では、そこらの子犬と変わらなかった。

　軽く頭を撫なでるようにしただけで、魔犬は生命力を根こそぎに奪い尽くされ、巨体が腐るように崩れ落ち、最後は灰となって消えた。

「どうにか、少女は無傷で助けることができた……でも」

　魔獣は倒した。

　少女を守ることができた。

　シオンが安あん堵どと共に振り返って目にしたのは──

「……彼らは、喜びも笑いもしなかった。それどころか……まるで、化け物を見るような目で、僕を見ていた」

　魔犬に相対したときと同じ恐怖に震える目で──いや、あるいは、それより酷ひどかったかもしれない。

　村人は獰どう猛もうな魔犬よりも、シオンに怯おびえていたのだ。

「当たり前の話だ。ただ触れただけで、魔獣を腐らすように殺す子供なんて……怖いに決まっている。魔獣以上に恐れて忌み嫌うのが……当然なんだ」

　当時のシオンは、まだどこか考えが甘かった。

　頭で理解しても、心で理解していなかった。

　神童や勇者と呼ばれ、英雄視されていたときの感覚が残っていたのかもしれない──どこかで期待していたのかもしれない。

　わかりやすい悪者を倒せば、昔のように褒めてもらえる、と。

　でも、そんな少年を待ち受けていたのは──恐怖と戦慄の眼まな差ざし。

　得体の知れない怪物を見るような目が、自分に突き刺さった。

　失敗だった。

　淡い期待を抱いたこと自体が、失敗だった。

　そして。

　本当の失敗は、それからすぐに起こる──

「魔獣を倒した後……助けた女の子が僕に寄ってきてしまったんだ」

　すぐに立ち去るべきだった。

　魔獣を倒したことで村人の安全は確保できたのだから、なにも言わずにさっさと消えるべきだった──それなのに。

　シオンは、立ち尽くしてしまった。

　自分に怯おびえた村人の目を前をして、言い訳をしようと考えてしまった。自分は悪者でも怪物でもない、ただあなた達を守ろうとしただけなんだ、と愚かにも弁明しようとしてしまったのだ。

　そしてその躊ちゆう躇ちよこそが──最悪の失敗だった。

「……僕に近づいてきた女の子は、悶もだえ苦しむようにして倒れた。僕が……命を吸ってしまった、から……」

　力を解放して魔獣を倒した直後だから、少し抑制が甘くなっていた。加えて、二年前は今ほどエナジードレインを制御できなかった。

　己の意思とは無関係に──年端もいかぬ少女の命を蝕むしばんでしまった。

　地に伏した女の子は、酸欠に喘あえぐように苦しむ。

　シオンは、そんな少女に手を差し伸べることさえできない──

「……僕はすぐにその場を離れた。少女の命を救うには、それが一番だったから」

　逃げるように、怯えるように、駆け出した。

　介抱しようにも、近づけば近づくだけ、少女の命は危うくなる。一秒でも早く消え去ることだけが──少女のためにできる唯一のことだった。

「直接触れたわけではないし、僕もすぐに離れた。たぶん、一時的に体力を失った程度で済んだと思うが……正確なことはわからない。その日から今日まで、僕はあの村には近づかないようにしてきたからな……」

　言い終わり、シオンは顔を上げる。

　イブリスとナギは、沈痛な面持ちでこちらを見下ろしていた。やり場のない怒りや悲しみに苦しむような、消化不良の顔つきだった。

「これでわかっただろ。僕があの村で疎まれている理由が」

「……わかんねえよ」

　イブリスは苛いら立だち交じりの声で、吐き捨てるようにいった。

「なんだよ、そりゃ。意味わかんねえよ。坊ちゃまは……なんも悪いことしてねえじゃねえか。それどころか、あの村の恩人なわけだろ……それなのに」

「お屋や形かた様は……納得されているのですか？　これでは、あまりにも……報われないではありませんか」

「納得もなにも、仕方ないことだろう」

　シオンは淡々と言う。

「僕はもう、そういう存在なんだ。当時の僕は、まだその自覚が足りなかった。だからミスを犯した。それだけの話だ」

　なにもかもを諦めたような語り口に、イブリスもナギも言葉を失った。

　シオンは背後を振り返る。

　自分を忌み嫌い、拒絶した村を見つめて──笑った。

　穏やかに、優しく微笑ほほえんだ。

「いい村だな」

「は？」「え？」

　イブリスとナギは、理解不能といった顔つきとなる。

「あの村の住人にとって、僕は恐るべき化け物だったはずだ。魔獣を即死させ、少女を昏こん倒とうさせた、凶悪で悍おぞましい化け物……それなのにあの村人達は、僕を相手に立ち向かおうとした。女や子供を逃がして、僕という脅威から村を守ろうとしたんだ」

　武器とも言えぬ武器を構え、怯おびえと恐怖で顔を引ひき攣つらせながら──それでも彼らは戦おうとした。

　仲間や家族を守るために、到底勝てるはずもない相手と、命がけで戦おうとした。

「愛する者のためならばどんな敵にも立ち向かう。自分の命を犠牲にしてでも、誰かを守るために戦える──それが人間の美しさだと、僕は思う。彼らの愛と勇気に、僕は敬意を表するよ」

「なん、だよ、それ……」

「お屋や形かた様、あなたは……どこまで……」

　イブリスとナギは瞳に悲痛さを滲にじます。脇に下げた拳を握り締め、どこにぶつけたらいいかわからない怒りを、必死にこらえているようだった。

「そんな顔をするな、イブリス、ナギ。これでいい。僕はこれでいいんだ」

　シオンは言った。

　自分に言い聞かせるように、言った。

　幼き少年の、自罰的なまでの正義感と、聖人の如ごとき博愛を前に、彼女達はかける言葉が見つけられなかった。







　屋敷に帰る頃には、すっかり日が暮れていた。

　夕食を摂とり、湯ゆ浴あみを済ませれば、すぐに寝る時間となる。

「……もう、今日も終わりか」

　寝室の椅子に腰かけたシオンは、窓の外を眺めながら一人呟つぶやく。

　今こ宵よいは新月──

　月のない夜空では、いつもより星が輝いて見えた。

「また明日からは、引きこもり生活か……」

　眠ってしまえば明日が来る。明日が来れば──弱体化している呪いが元に戻ってしまう。ただそこにいるだけで世界を穢けがす、悍おぞましい化け物に戻ってしまう。

　だから今日だけは、月に一度のこの日だけは、全てを忘れていたかったのに──

　最後の最後で、嫌な思いをしてしまった。

「……いや、僕がこんなことを思うのはおこがましいな。嫌な思いをしたのは、むしろあの村の住人達の方なのだから……」

　と、そのとき。

　コンコン、と。

　寝室の扉がノックされた。

「入っていいぞ」

「失礼します」

　入室してきたのは、アルシェラだった。いつもと同じ薄手のドレスみたいな寝間着を纏まとって、室内に足を踏み入れる。

「今日の添い寝当番は、お前だったか」

「あら。そんな素っ気ないことを言われてしまうと、少し悲しいですね」

　アルシェラはわざとらしく頬ほおを膨らます。

「私はシオン様と共に過ごせる夜を、いつも待ち焦がれております。当番の日には朝目覚めた瞬間から夜のことを思い、気が高ぶってしまいますのに……シオン様の方はそうでもなさそうですね。もう私の夜よ伽とぎには飽いてしまったのですか？」

「そ、そういうわけでは……」

「うふふ。申し訳ありません。少し嫌みを言ってしまいました」

　反応に困るシオンを見て、アルシェラはくすくすと笑う。

　それから、ふと艶麗な笑みを浮かべたかと思えば、

「さて。今宵はどんな私をご所望ですか、シオン様？」

　と艶つやっぽい声で囁ささやきながら、シオンへと近づいていく。

「私の膝に頭を乗せて、耳掃除をしましょうか？　それとも、お体を隅から隅まで手厚く揉もみ解ほぐしてさしあげましょうか？　あるいは……シオン様が望むのであれば、もっと過激な奉仕でも構いませんよ？　なんなりとお申しつけください」

　唇が描く艶麗な笑みと、熱を帯びた眼まな差ざし。この世全ての男を虜とりこにするような極上の色香が、年端もいかぬ少年へと向けられる。

　普段のシオンならば、淫魔サキユバスの女王が持つ人間離れした妖艶さを前に、顔を真っ赤にして狼狽うろたえていたことだろう。

　しかし──

「……いや、なにもしなくていい」

　背もたれに体を預けたまま、シオンは力のない声で言った。

「今日は少し疲れた。もう寝てしまおう」

「シオン様……」

　アルシェラから、無理して陽気な娼しよう婦ふを演じるような、わざとらしい気配が消える。主あるじを見つめる瞳は、不安と憂いで潤んでいた。

「……イブリスとナギから、カフランの村での話は聞きました」

　痛みに耐えるような声で彼女は言った。

「辛つらいを思いをされたようですね」

「そうでもないさ。もう、慣れたものだ」

「…………」

「言っておくが……あの村に危害を加えるなよ？」

「なにもしませんよ」

　念を押すように言うと、アルシェラは少し拗すねたように言った。

「ならいいが……」

「まったく、シオン様は私をなんだと思っているのですか？」

「いや、その」

「もちろん──シオン様に助けられた恩も知らずにのうのうと生を貪り、あまつさえ石を投げつけ化け物扱いした村人達には、腸はらわたが煮えくり返る思いですけど。一族郎党、老若男女を問わずにまとめてひっくるめて百回殺して百回生き返らせ、向こうから『頼むから殺してくれ』と願い出るまで痛めつけて、地獄の苦しみの果てに命を刈り取ってから、村ごと紅ぐ蓮れんの業ごう火かで焼き尽くして汚染された土地を浄化してやりたいとも思いますが」

「…………」

　そういう奴やつだと思っている、と口から出かかるが──

　でも、とアルシェラは続けた。

「シオン様が望まぬことは、いたしません」

「…………」

「己を迫害した村であっても、シオン様にとっては愛すべき人類なのでしょう？」

「……そうだな」

　シオンは頷うなずく。

「僕は人間が好きだ。みんなが平和に過ごせるのであれば、僕自身がどう思われようと構わない」

　静かな声で語られる、自罰的なまでの人類愛。

　アルシェラは黙ってその言葉を聞き、瞳に寂しげな色を浮かべた後──

　ふと、窓の外を見やった。

「今日は──月が綺き麗れいですね」

「……今日は新月だぞ。月は見えない」

「見えないから綺麗なのですよ。見えないからこそ想像する。この目で見たいと願い、想おもいを馳はせる。心の中で理想を思い描いているうちは……現実の醜さに幻滅することもありませんから」

　謎めいたこと言いながら、アルシェラは椅子に座るシオンの手を取り、軽く引くようにして立ち上がらせた。

「私は新月の夜が好きです。月に一度、月が夜空に溶けるこの夜だけは──月に見られることがありませんから」

「月に見られる……」

　月が見えない夜──それは翻ひるがえれば、月からもこちらの姿が見えない夜、となるのかもしれない。

　月から見下ろされることもない、闇が深い夜──

「この世界には、少々光が多すぎます。昼には太陽が蒼そう天てんに君臨し、夜には月が無遠慮に下界を見下ろす。傲慢な光は星々の淡い輝きを喰くらい、なにもかもを白日の下に曝さらけ出だそうとする──けれど、今だけは……月の隠れた今こ宵よいだけは、光に怯おびえることはない。優しい闇が、全てを隠してくれる」

「アルシェラ……わっ」

　強引に手を引かれ、導かれるようにベッドに倒されてしまう。

　細い腕に誘われ、自然とアルシェラに覆いかぶさるような体勢になってしまった。寝間着を押し上げる巨大な双丘に、思い切り顔を埋うずめてしまっている。

「～～っ!?」

「怖がらないでください、シオン様」

　慌てて離れようとするも、両手を背中に回されて防がれる。

　ギュッ、と。

　全身を強く抱きしめられた。

　後頭部を抱え込むようにされて、顔面は乳房により深く埋まる──顔だけではない。胸も腹も下半身も、体中の全てが、柔らかな女体に沈みゆくようだった。

（……うわ、や、柔らかい……それに、この匂い）

　アルシェラの体からは甘い匂いがした。香水なのか体臭なのかはわからないが、脳を直接溶かすような甘美な芳香であった。

「シオン様の気高き意思、尊き理想、優しすぎる愛……そのどれもを敬愛しております──ですが、なにもかもを一人で背負いこもうとしないでください」

「……アルシェラ」

「あなたはもう、一人ではありません。我々四人はあなたを決して一人にはいたしません。だから、だから……お願いです。我らの前でまで無理をなさらないでください。勇者を演じないでください。我らがいなくなることを──怖がらないでください」

「ぼ、僕は……僕は──」

「大丈夫です」

　アルシェラは言う。

　優しくシオンを抱きしめながら、耳元で囁ささやくように。

「今こ宵よいは朔さくの夜──どれほど醜態を晒さらそうとも、月に暴かれることはありません。優しい闇が、罪も痛みも、全てを覆い隠してくれますから」

　とろけるように甘い声が、胸の奥底にまで染み渡る。全身を包む温ぬくもりは、凍りついた心をゆっくりと溶かすようだった。

　やがて──

「……う、う、うわあああああ」

　シオンは、泣いた。

　声を上げて泣いた。

　女の胸に顔を埋うずめながら、赤子のように泣きじゃくった。

「うわああ、あああっ…………！　くそ！、畜生っ！　なんで、だよ……どうして、なんだ……どうして僕が、こんな思いをしなきゃいけないんだ……！」

　悲痛な叫びが、喉の奥から絞り出されていく。

「ふざけるなよ、あの村の連中め……！　誰のおかげで助かったと思ってるんだ！　僕のおかげだぞ！　僕が助けたんだ！　僕は、あの魔犬を倒した後も……一人で何日も村の周辺を見回って、魔犬の巣を見つけ出して全滅させたんだぞ！　僕がいなきゃ、あの村は滅んでた！　あいつらが生きていられるのは、僕が助けたからなんだよ……それなのに、なんで……なんで僕が疎まれなきゃならないんだよ……！」

　見返りを求めたわけではない。善意からの行動だった。善なる心に突き動かされるままに、シオンは行動した。

　悪あしき魔獣に襲われかけた村を──救った。

　目的だけはきちんと果たせたのだから、本来シオンはなにも文句を言うべきではないのかもしれない。

　でも、だからって。

　そんな簡単に割り切ることはできない。

　助けてあげたなら、お礼が欲しい。

　救ってやったのなら、感謝が欲しい。

　なんの見返りもなくとも──せめて笑顔を見せて欲しい。

　滅私の正義に徹せられるほど、無償の博愛に命を捧ささげられるほど、シオンは無感情ではいられなかった。

　どれだけ強かろうとも、どれだけ才に恵まれようとも、シオンはまだ、12才の子供でしかない。

　幼き身に非業の運命を背負わされた少年は、ずっとその重みに耐えてきた。どれだけ心が軋きしもうとも、泣き言一つ上げずに耐え続けてきた。

　でも、今──

「……う、うう……どいつもこいつも、ふざけやがって……！　嫌いだ、大嫌いだ！　あの村の恩知らずな連中も、手のひらを返した王都の連中も、そして、僕への感謝もなくのうのうと生きてる連中も、みんなみんな大嫌いだ！」

　人が好きだ、と。

　己に言い聞かせるように言い続けてきた少年が、今、声高にそれを否定した。あまりに幼稚な嫌悪を、承認欲求に塗まみれた怒りを、恥ずかしげもなく涙声で叫ぶ。

「僕は……勇者だぞ！　僕が魔王を倒したんだ！　僕が世界を救ったんだ！　平和な世界があるのは、僕のおかげなんだ！　僕がいたから、みんな平和に生きてられるんだよ！　それなのに……くそっ。なんでだよ？　なんで、僕がこんな目に……僕が、なにをしたっていうんだよ……！　もっと……もっともっと、みんな僕に感謝しろよ！　僕を褒めろよ！　ありがとうって言って、笑ってくれよ……お願いだから……僕を、僕を、嫌いにならないでくれ……」
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　溢あふれ出でる負の感情のままに、シオンは泣なき喚わめく。

　叫びは次第に嗚咽おえつへと変わり、怒りは次第に懇願へと変わっていった。

「……う、ああ……ひんっ……あああ……もう、やだよ。疲れたよ……辛つらい、苦しい……怖い、怖いよ……ほんとは……怖いんだ。ずっと、ずっと……怖くて怖くてたまらなかったんだ……僕に根ざす呪いも怖い──そして僕を化け物のように見る人の目も……怖い。怖いんだ……う、うわあああ……」

　高潔であろう。

　清廉であろう。

　立派であろう。

　そして──強くあろう。

　だって自分は、選ばれし者だから。

　だって自分は、神童と呼ばれるほどの天才だから。

　ずっとそうやって生きてきた。周囲からの期待に応えようと、必死に己を奮い立たせてきた。みんなの笑顔のためならば、どんな不条理や悲劇にも耐えようと思った。

　強くあろうとしてきた少年は──強くあることを強いられてきた少年は、今、他者に弱みを見せた。

　恨みを、怒りを、憎悪を、鬱憤を……人間としての弱さや醜さを、感情のままに吐き出した。

　あるいはそれは──甘え、だったのかもしれない。

　生みの親すらも知らず、才能に恵まれすぎたせいで常に周囲から強者であることを求められ続けた少年が──今、初めて、誰かに甘えた。

「う、うう……アルシェラ、アルシェラぁ……僕は、僕は……」

　もはや言葉に意味はなく、シオンはただ、己を包み込む女の名を叫ぶだけだった。

　アルシェラは──なにも言わない。

　ただ黙って、聖母の如ごとき微笑を浮かべたまま、優しく抱きしめてくれる。泣き言も弱音も、弱さも醜さも、シオンのなにもかもをあるがままに受け止め、受け入れようとしてくれた。

（ああ──）

　気がつけばシオンは、両手でアルシェラを強く抱きしめていた。女体の柔らかさを全身で感じる。

（温かいな……）

　興奮や羞恥は、不思議と消えていた。

　あるのは、穏やかな安らぎだけ。

　人の身に余る非業を背負わされ、軋きしみ続けてきた心が、ふっ、と軽くなったような気がした。

（ずっと、こうしていたいな。ずっと、ずっと……）

　柔らかな温ぬくもりの中、いつしかシオンは眠りについた。

　なにも言わずに抱きしめてくれるアルシェラは、宵闇のように優しく、暗黒のように温かかった。







　腕の中で眠ってしまったシオンを、アルシェラは優しい瞳で見つめていた。

（ああ、本当に……なんてかわいらしい寝顔なのかしら）

　いつもならば、寝顔を見ただけで淫魔サキユバス特有の煮にえ滾たぎるような性衝動に全身を支配されてしまいそうになるが──今日は不思議と、そんな気分にはならなかった。

　手を伸ばし、頬ほおにあった涙を拭う。先ほどの嗚咽おえつ交じりの叫びを思い出し、胸が締めつけられるように痛んだ。

（ずっとずっと……我慢してきたのよね。不幸にも孤独にも憎悪にも、耐えて耐えて、耐え続けてきた……）

　両の手で包み込んだ体は、残ざん酷こくなほどに幼く小さい。

　こんなにも小さな体に、いったいどれほどのものを背負い込んできたのだろうか。この華きや奢しやな体のどこに、そんな強さが隠れているのか。

（……でも、あなたも強さだけでできているわけじゃない）

　そんなのは当たり前の話。

　当たり前の話だけれど──この少年はこれまで、そんな当たり前さえも許されなかったのだ。

「シオン様……」

　憐れん憫びんとも母性とも違う複雑な思いが、胸の中で渦を巻く。膨れ上がって心を支配していく感情の正体は、アルシェラ自身にもわからなかった。

　ただ──寄り添いたいと思う。

　添い遂げたいと思う。

　地獄を見せられた少年に、これ以上の地獄は見せたくないと、心の底から願ってしまう。

「……シオン様。覚えていますか？」

　寝顔に問いかけるアルシェラ。その口元には、穏やかな微笑があった。

「一年ほど前……我ら四人が、この屋敷を訪れた日のことを」

『四天女王レデイストピア』

　魔王軍の幹部として名を馳はせた、四人の高位魔族。

　彼女達は一年前、シオンの下を訪れた。

　魔王の仇かたきである、勇者の下に──

「シオン様は気づいているでしょうか？　我々が人間界に来てシオン様を探していたのは──あなたに殺して欲しかったからなのですよ？」

　殺されるつもりだった。

　殺してもらうつもりで、勇者を探していた。

　魔王の死後──

　彼女達の居場所は、魔界にはなかった。なぜなら彼女達は──土壇場で魔王を裏切ったからだ。

　勇者シオンに敗北し、魔王からその罰を受けて処刑される瞬間──あろうことかその勇者に守られ、おめおめと生きながらえた挙げ句、最後の最後で勇者と共闘したから。

　魔界に住まう魔王軍の残党は、彼女達の存在を許しはしなかった。

　魔界のどこにも居場所はない。かと言って、人間界に居場所があるわけでもない。姿を変えて人のフリでもすればどうにか生きることはできただろうが、高位魔族としての矜きよう持じがそれを許さなかった。人の真ま似ね事ごとをしてまで、生きたいと思えなかった。

　だから──死のうと思った。

　死ぬのであれば、勇者の手で死にたいと思った。

　誰よりも強く、どこまでも気高く、それでいて冗談みたいに心優しい、シオン・ターレスクの誇り高き刃やいばで、この命を摘つんで欲しいと願った。

　誰が言い出したわけでもない。

　四人全員の総意であった。

「我々はあなたに殺されたかった。殺されるならあなたがよかった。あなたに殺されて終わるのならば、これ以上の幸福はないと思った──でも、あなたはなかなか見つからなかった」

　すぐに見つかると思っていた。

　魔王を倒した勇者となれば、それは歴史に名を残す英雄だ。人類の誰もがシオン・ターレスクを崇あがめ奉たてまつり、人間社会に神の如ごとく君臨しているに違いない。

　しかし──現実は違った。

　魔王を倒したとされるのは別の男で、シオン・ターレスクはどこにもいない。行方を知る者すらもいなかった。

　わけがわからぬまま、四人はシオンを探し続け──

「探して探して……ようやく見つけたあなたは──呪いによって、別人のように成り果てていた」

　一切の感情が死に絶えたような、黒く濁った瞳。

　かつて勇気と希望を宿していた双そう眸ぼうは、もはや見る影もない。どれだけの地獄を見れば、どれだけの絶望を味わえば、人はこんなにも変わり果てるのだろうか。

　アルシェラ達四人は──どうしたらいいかわからなくなった。

　殺してもらうために探していた勇者は、もはや勇者ではなくなっていた。

　呪いによって人々から迫害されながら、それでも誰かを傷つけぬようにと、己が人類のためにできる唯一の道──誰とも関わらずに孤独に生きる、という道を選んだ、かつての勇者。

　終わりの見えぬ永えい劫ごうの孤独は、彼を生きるだけの屍しかばねへと変えつつあった。

「……今でも鮮明に思い出せます。迫害と孤独によって憔しよう悴すいしきったあなたの姿を──そして、我々を見た瞬間、少しだけ嬉うれしそうにしたあなたを」

　アルシェラ達が『四天女王レデイストピア』だと気づいたとき、闇に濁っていたシオンの瞳に、わずかばかりの光が蘇よみがえった。

　おそらく──他者との触れ合いを喜んだのだろう。

　孤独の中で人に餓うえ、他者を渇望していた少年は、久方ぶりの会話が嬉しかったのだと思う──それがたとえ、幾度となく殺し合った仇きゆう敵てきであったとしても。

　──そうか。お前達も、どこにも居場所がないのか。

　二、三言葉を交わした後、シオンはこう言った。

　──お前達。ここで、僕と一緒に暮らさないか？

　その声は、小さく震えていた。

　なにかに怯おびえるようでもあり、なにかに縋すがるようでもあった。




　──もう……一人は嫌なんだ。




　きっと、その瞬間なのだろう。

　今にも泣き出しそうな顔で語られた瞬間──アルシェラ達四人は、心を打ち抜かれた。無類の強さを誇った勇者が見せた一瞬の弱さに、どうしようもないぐらいに心を揺り動かされた。

　世界を救ったにもかかわらず世界から嫌われた少年を、放っておけなくなってしまった。

　あまりにも悲痛な境遇を目の当たりにして、怒りにも似た悲しさが心を埋め尽くした。

　ひとりぼっちの少年を、一人にしたくないと思ってしまった。

「……あの日は、我々が生まれ変わった日。居場所を失った我らが、あなたの隣という居場所を見つけた日。あなたに殺されるつもりだった命を、あなたのために使おうと決意した日なのですよ」

　すやすやと眠る主あるじを見つめながら、滔とう々とうと告げる。

　優しく静かな声でありながら、そこには真摯さがあった。

「安心してください、シオン様。我らはどこにも行きません。この命尽き果てるまで、あなたと共にあります」

　アルシェラは言う。

「世界中の人間がどれほどの悪意をあなたへ向けようとも、我らがそれを上回る愛であなたを包みます。どんなに無慈悲な運命があなたに襲いかかろうとも、我らがそれを上回る幸福であなたを満たしてみせます」

　それは誓いであり、同時に祈りでもあった。

　アルシェラは再び、シオンを包み込むように抱きしめた。

　愛する我が子を抱くように優しく、それでいて愛する恋人を抱擁するかのように激しく情熱的に。

　月のない夜は、静かに静かに更けていった。







　翌朝、死ぬほど恥ずかしかった。

「おはようございます、シオン様」

「～～っ!?」

　目が覚めた瞬間も、思い切り抱きついたままだった。

　至近距離にあったアルシェラの顔は、いつも以上に直視できない。勢いよく体を起こして彼女と距離を置く。

（うわあ……うわぁあああ～～っ！　ぼ、僕は、なんてことを……！）

　就寝前の記憶は、嫌になるくらい鮮明に思い出せてしまった。

　猛烈な羞恥に襲われるが、どうにか必死に己を奮い立たせ、

「んんっ。き、昨日は、少々みっともないところを見せたな」

　と、少し格好つけて言う。

「はて？　なんのことでしょう？」

　アルシェラはいつもと変わらぬ微笑を浮かべ、小首をかしげた。

「お恥ずかしながら、昨夜のことはなにも覚えていません。ベッドに入ってから、すぐに意識を失ってしまいましたから」

「……そ、そうか」

　あまりにもわかりやすい嘘うそだった。

　全てを察しながら見て見ぬふりをしてくれる彼女に、もどかしいような、情けないような、複雑な気分を抱かされる。

　思い悩むシオンをよそに、アルシェラは窓際に立った。

　両手で紗しや幕まくを開くと、眩まぶしい光が部屋に差した。

「今日はいい天気ですね、シオン様」

　窓の外には、晴れ晴れとした青空が広がっていた。

　蒼そう天てんに座す太陽は、我が物顔で世界を照らす。

　もう、全てを覆い隠してくれる闇はない。

　また、光の中を歩んでいかなければならない。

「……そうだな。いい天気だ」

　外を見つめてシオンは言った。

　不思議なくらい、心は晴れやかだった。新月の次の日はいつも、少し億おつ劫くうな気分で朝を迎えていたはずなのに。

「では、着替えを済ませて下に降りましょう」

　アルシェラの言葉に、シオンは「うむ」と頷うなずいた。







「うん！　美う味まい、美味いぞ、ナギ。昨日食べたスフォリアテッラ、そのままの味だ」

「お褒めに預かり光栄です。今朝、早く起きて試行錯誤した甲か斐いがありました。まだまだありますから、どうぞ好きなだけお食べください」

「そうか。嬉うれしいな。うんうん、本当に美お味いしい。なんなら、昨日食べたものより、ナギの作ったこっちの方が美味しいぐらいだ」

「そ、そんな……褒めすぎです、お屋や形かた様……！」

「いやー、ほんとうめーな。ナギ、おかわり」

「くっ……イブリス！　貴様は食べすぎだ！　私はお屋形様のために作ったんだぞ！」

　朝食後の食堂──

　ナギが作ったスフォリアテッラを、シオンは美味しく頂いていた。

「なんか、元気そうだね、シー様。昨日帰ってきたときは、すごいしんどそうな顔してたのに」

　屈託のない笑みで菓子を頬ほお張ばるシオンを見つめながら、フェイナは隣に座るメイド長へと声をかける。

「アルシェラさあ……昨日の夜、なんかしたの？」

「さあ、どうかしらねえ。したかもしれないし、してないかもしれないわ」

　曖昧に言葉を濁すも、その表情は大層満足げで、勝ち誇るようですらあった。

　フェイナは面白くなさそうに頬ほおを膨らます。

「むう～～。あー、最悪ぅ。私がシー様を元気づけてあげたかったのに！　なんで私が当番じゃないのよぉ……あ。美う味まっ」

「あら。本当に美お味いしいわね、このスフォリアテッラなる菓子は」

　アルシェラもフェイナも、未知の菓子に感動したようだった。

　いつも通りの、五人での賑にぎやかな食事風景──

　しかし──そのとき。

「ん？」

　シオンが、ふと眉をひそめた。

「どうした、坊ちゃま？」

「……侵入者だ」

　その一言で、空気が張り詰めかけるが、

「ああ、そんな大した話じゃない。子供が迷い込んだだけらしい」

　と、シオンは言った。

（この前みたいに、結界が破られたわけじゃない）

　ガーレルのときとは違う。認識阻害の結界は正常に作動している。森に足を踏み入れた侵入者は、入り口付近をぐるぐると迷走するだけだった。

（……子供が一人、か。なぜこんなところに）

　森に張った結界内部のことは、ある程度ならば把握できる。

　侵入者は小さな子供で、一人で歩いていた。

　この森は、子供が一人で来るような場所にはない。近隣の町や村では、迷い込めば二度と出られぬ魔の樹海として避けられている。

（まあ、その噂うわさを流したのは、僕なんだけど）

　メイド達と協力してデマを流した。

　なにも知らぬ者達が、森に入ってこの屋敷に近づくのを避けたかったからだ。幸か不幸か、噂は瞬く間に巷こう間かんに広まり、今では近隣の住民でこの森に近づく者はいない。

「誰か様子を見てきてくれないか？」

「じゃ、私、行ってくるよ」

　フェイナが手を上げ、食堂から出て行った。

　それから、およそ二十分後。

「……へっへっへ。たっだいまー」

　戻ってきたフェイナは、なぜか上機嫌だった。

「どうだった？」

「小さな女の子が一人で迷ってるみたいだったから、ちゃんと街道まで送り届けてきたよ」

「そうか。でも、どうしてそんな小さな子が、こんな場所に……」

　考え込むシオンに、

「はい、これ」

　と言って、フェイナは後ろ手に隠していたもの手渡してきた。

「その女の子からシー様にだって」

「僕に……？」

　手を伸ばして受け取る。

　それは──木彫りの人形だった。

「あの村の、なんとも言えない人形か……」

「ああ。なんとも言えぬ味がある、カフラン様の像だ」

　イブリスとナギが言うように、渡された人形は、昨日カフラン村の祭りで見かけた人形とよく似ていた。

　と言っても、露店で売り物になっていたものとは完成度が違う。

　全体的にどこか崩れたようなデザインで、作り手の未熟さが見え隠れする。おそらく、その少女が自分の手で作ったものなのだろう。

　シオンは困惑気味に人形を見つめるが──やがて、その背中に刻まれた文字を見つけた。

「──っ！」

　その瞬間、シオンは息を呑のんだ。




　──ありがとう、小さな勇者様。




　木面にはそう彫ってあった。字のバランスは悪く、どうにか文字として認識できるような、拙い文字。慣れない手で、一文字一文字、一生懸命彫ったことが伝わってくる。

「その女の子、カフランの村から来たって言ってた。二年前、魔犬に襲われたところを黒髪の男の子に助けてもらったんだって」

　フェイナが言う。

「シー様のこと、ずっと探してたらしいよ？　昨日の騒ぎで村に来たことを知って、シー様達が使った馬車の御者に話を聞いたりして、ここにたどり着いたみたい。もちろん、村の人には内緒で」

「……ふっ、はは」

　唇から漏れる声は、震えていた。

「『小さな』は、余計だろう……自分だって、小さい子供のくせに」

　どれだけ抑えようとしても、無理だった。悪態をつこうとしても、こみ上がる感情を止めることができない。

　どうしても、笑みが零こぼれてしまう。

（ああ──よかった）

　人形を胸に抱きしめながら、シオンは心の底から安あん堵どした。

（生きていたんだな、あの子は）

　ずっと不安だった。

　自分は罪なき少女を殺してしまったのではないか──そんな不安と恐怖を、この二年間ずっと抱えていた。

　昨日、カフラン村に向かったのも、少女の安否を確認したいという思いがあったからだった。結局、昨日は見つけることはできなかったが。

　でも──生きていた。

　生きていてくれた。

　それだけで十分なのに──それだけで十分救われたというのに。

（ありがとう、か……）

　木に彫られた不格好な『ありがとう』の文字は、過去に王族から賜ったどんな賛辞や勲章よりも、深く心に染みた。

　村人全員がシオンを誤解して忌み嫌う中、あの少女だけが理解してくれていた。ただ少女を救いたいと願った心を、受け取ってもらえた。

　そして。

　たった一人でやってきて、感謝の思いを伝えようとしてくれた。

（こんな僕を……勇者と呼んでくれるのか）

　あの少女は当然、シオンが本物の勇者であることなんて知らないのだろう。それでも彼女は──勇者と呼んでくれた。誰も彼もが忌み嫌い、勇者の称号を剥はく奪だつされてしまった自分を、それでも、勇者と──

「あれ？　シー様、泣いてる？」

「え……あっ」

　フェイナに指摘されて目元に触れる。濡ぬれていた。泣いているらしかった。気づいてしまっても止められない。胸の奥底から湧き上がる思いが、涙となって止めどなく溢あふれてしまう。

　アルシェラとナギは、慌ててハンカチと手ぬぐいを取り出してきて、イブリスは、「馬鹿、お前ら。こういうのは見て見ぬふりしてやれよ」と肩をすくめた。

　シオンはバッと顔を隠す。

「ち、違うっ！　違うぞ！　僕は、泣いてなんかいない……！」

　手で涙を拭いながら、顔を真っ赤にして叫ぶ。

「これは……あ、新しい水の魔術なんだ！」

　するとメイド達はみんな、一様に笑いを堪こらえるような顔となった。

「……そうですか。失礼いたしました、シオン様」

「なるほどぅ、さすがシー様は研究熱心ですねー」

「はっはっは。すげーすげー。こんな魔術見たことねえや」

「では、その魔術の後始末には、この手ぬぐいをお使いくださいませ」

　メイド達は全員、空気を読んだような温かい眼まな差ざしで見下ろしてきて、シオンは真っ赤な顔で唸うなることしかできなかった。





[image: ]







　それは、今から五年ほど前のことだった。

　王都の外れの外れ、ターレスク地区にある小さな孤児院を、一人の貴族が訪れた。

　彼の名は、レビウス・ベルタ・サーゲイン。

　名門サーゲイン家の長男であり、騎士団に属して国家のために働く有能な剣士でもある。若くしてその剣の冴さえは凄すさまじく──ロガーナ王国最強の称号『勇者』に最も近い男だと謳うたわれていた。

　慈善家としても知られるレビウスは、定期的に各地の孤児院を回っていた。その日も彼はいつものように、自費で用意した玩具おもちやや本などを孤児院に寄付し、そして子供達の様子を見て回った。

　多くの子供達が、新しい玩具に群がって大騒ぎとなる中──一人だけ、みんなの輪に加わらず、庭の隅っこで本を読んでいる男の子がいた。

「やあ」

　レビウスはその少年に近づいて、声をかけた。

　その場にしゃがみ込み、相手と目線を合わせながら言葉を続ける。

「俺はレビウス。きみの名前は？」

「……シオン」

　少年はどこか怯おびえたように答えた。

「シオンか……。シオンは、みんなと一緒に遊ばないのかい？」

「……僕は、本が好きだから」

「へえ。そりゃ羨ましいな。俺はどうも、本を読んだり勉学に励んだりってのが苦手でね。剣以外はからっきしだ」

　おどけたように笑ってみせると、少年──シオンも小さく笑った。

　それから、

「レ……レビウスさん」

　と、震える声で問いかける。

「レビウスさんは……強いんですよね？」

「んー、まあ、そこそこね」

「僕も──強くなりたいんです」

　少年は言う。

「強くなって、人の役に立ちたいんです。そうすれば、みんなが幸せになれると思うし……そうしたら、僕も幸せになれるから」

　穢けがれを知らぬ瞳で語られた無む垢くな願いを、レビウスは穏やかな笑みで受け止めた。

「じゃあ、ちょっとだけきみが強くなる手助けをしてあげようかな」

　レビウスは孤児院の裏にシオンを連れていった。

　落ちていた木の棒を使い、剣術の指南を始める。

　剣の持ち方や足運び、体裁きなど、本当に基礎的なことを、手取り足取り丁寧に教えてやった。

「そうそう、いい感じだよ、シオン。両手で持って、しっかり踏み込んで、思い切り振り下ろす。そう、いいぞ」

　何回か素振りをした後、レビウスは破顔してシオンの頭を撫なでた。

「すごいぜ、シオン。かなり筋がいい。お前、剣の才能あるよ」

「ほ、ほんとですか？」

「ああ、天才かもしれないな」

　過剰なぐらいに褒めたれるレビウスに、シオンは表情を輝かせた。

「じゃあ僕──いつか勇者になれるかな!?」

　勇者。

　それは王国最強の称号。

　この国の子供達の多くが、「大きくなったら勇者になる！」と声高に夢を語る。シオンもそんな少年の一人であった。

「そうだな。お前ならきっとなれるよ」

　少年の無む垢くな夢を、レビウスは笑顔で応援した。

「あー……でも待てよ。そういや、俺もなりたいんだったよなあ、勇者。今、一生懸命目指してるところだったんだ」

「え……そ、そんな」

「だから──勝負だ、シオン」

　レビウスは言う。

「どっちが勇者になるか、俺とお前で勝負しようぜ。そう、今から俺達はライバルになるんだ」

「ラ、ライバル……」

「嫌か？」

「い、いえ、滅相もないです。ぼ、僕なんかが、レビウスさんのライバルだなんて……」

「おいおい、シオン。今からライバルだって言ったろ？　だったら、そんな恭しい呼び方はやめろよ。レビウスでいいぜ」

「え……で、でも」

　躊ちゆう躇ちよするシオンだったが、レビウスがじっと見つめていると、

「レ、レビウス……」

　と、小声で呟つぶやいた。

「そう、それでいい。楽しみだな。お前がどこまで強くなるのか」

　レビウスは満足そうに微笑ほほえみ、また頭を撫なでるようにした。

　それから、空を見上げる。

　雲一つない、透き通るような青空を。

「お前は強くなるよ。なんとなく、そんな気がする」







　ある意味──これが、最初の一歩だったのだろう。

　シオン・ターレスクという神童は、この瞬間に目覚めた。

　それから、ほんの数年後──

　シオンは国王陛下より、勇者の称号を賜った。

　最も勇者に近いと言われていた貴族の剣士──レビウスを差し置いて、シオンが勇者となった。

　その理由は、とても単純。

　実力。

　ただ、それだけの話だった。







（……懐かしい夢を見たものだな）

　早朝の寝室──

　目を覚ましたシオンは、ベッドの上で上体を起こし、ぼんやりと夢の内容を思い返していた。

（今日は、レビウスが聖剣を回収に来る日、だったか）

　数日前に、王都へと送った書簡に対する返事があった。

　盗品の回収に、レビウス・ベルタ・サーゲインが向かう、と。

　だから──だろうか。

　あんな昔の夢を見てしまったのは。

「……む？」

　そこでシオンはようやく、自分が一人で寝ていたことに気がついた。

　昨日の添い寝当番はフェイナだったはずだが、ベッドの上には彼女の姿が見当たらない。

　フェイナと一緒に寝た日の朝は、大抵の場合、様々な悪戯いたずらによって目を覚ますことが多いのだが──

　部屋の中を見渡すと、

「……フェイナ？」

　寝室のドアから、こっそりと出て行こうとするフェイナが目に入った。

　声をかけられると、彼女はびくりと身を竦すくませる。

「……シー様、起きちゃった？」

「なにをしているんだ？」

「あー、えっと……なんていうかー、早く目覚めちゃったから、ちょっと散歩にでも行こうかと……」

「…………」

「と、とにかく忙しいのですよ、私！　そんじゃ、そういうことで！」

　訝いぶかるシオンを尻目に、フェイナは逃げるように去って行った。

「……なんなんだ、いったい？」

　わけがわからなくなり、首を傾かしげるシオン。

「みんな……なんか変だぞ」







　フェイナの様子がおかしいのは今日に始まったことではなく──そして、様子がおかしいのは彼女だけではなかった。

　ここ数日、メイド達全員の様子がおかしかった。

　四人全員が、なんだか変だった。

　冷たいというか、素っ気ないというか。

　とにかく、全員妙に忙しそうにしている。

　なにか新しい仕事を頼んだわけでもないのに、普段の仕事をやたらと慌ただしく行っているように見えた。

　シオンが話しかけようとすると、どのメイドも「あー、忙しい忙しい」と言ってどこかに行ってしまう。朝起きたら隣にいない、なんてこともよくあった。

（……なんだか、避けられている気がするな）

　自室から食堂まで歩きながら、シオンは悩んでいた。

（なんでみんな、いつもみたいに構ってこないんだろう……）

　普段、メイド達が過剰なぐらいに構い、からかってくることが悩みの種だったはずなのに、いざ放置されると寂しさや心細さを感じてしま──

（──って、待て待て！　違う、違うぞ！　これじゃまるで、僕があいつらに構ってもらうのが嬉うれしいみたいじゃないか！）

　一人でぶんぶんと首を振るシオン。

（ふん。いいさ。むしろせいせいしたぐらいだ。これでようやく、もっと静かに落ち着いて暮らすことができる）

　そう結論づけて歩き出すも、三歩も歩けばまた不安が押し寄せる。

（……なにか、やってしまったのかな？　知らないうちに、みんなから嫌われてしまうようなことをしてしまったんだろうか……？）

　寂しさと不安に苛さいなまれながら歩き続け、ようやく食堂に到着した。

　扉を開こうとすると、

「あーっ！　シー様、ストップストップーっ！」

　大慌てでフェイナがやってきて、シオンと扉の前に割り込んだ。

「ダメダメ、シー様！　今はダメ！　今日はダメ！」

「フェイナ……なんでだ？」

「な、なんでも！　とにかく今は食堂に入ったらダメなの！」

「……じゃあ朝食はどうするんだ？」

「え、えーと……お外！　今日は気分を変えて食べましょう！」

「…………意味がわからないな。通せ」

「ダメ！　ダメったらダメ～～っ！」

　フェイナは扉の前に立ちはだかり、シオンの侵入を必死に阻もうとする。

　と、そこへ。

「ふわぁ～あ。眠ねみぃ……」

「おい、イブリス。もっとしゃきっとしろ」

「しょうがねえだろ。ここ最近、寝不足が続いてんだから」

「仕方あるまい。お屋や形かた様が寝ている間に、少しでも準備を進めなければならないんだから。文句を言うな」

「わーってるよ。なにせ今日は、めでたいめでたい、お誕生日──っ!?」

　イブリスとナギがこちらに向かって歩いてくるが、シオンを見た瞬間、二人の動きが固まった。

　目を見開き、驚きよう愕がくを露あらわにする。両者とも手に花飾りのようなものを抱えていたが、それを慌てて後ろ手に隠した。

「おはよう、イブリス、ナギ。聞いてくれ。フェイナが妙な──」

「うわーっ、忙しいっ！　忙しいなあ！」

「ほ、ほんとだな！　ああ、なんという多忙の極みか！」

　問いかけに応じることもなく、二人は逃げるようにどこかへ走り去ってしまった。

「……なんだ、あの二人？」

「さ、さあ？　なんでしょうねえ？」

「なにか、花束みたいなものを持ってたようだが？」

「え、えー？　そうだったー？　私、全然見えなかったー」

「それに、誕生日がどうとかって」

「えーえーえー？　そうだった？　あははー、いったい誰の誕生日なんだろうね？」

　明らかに様子がおかしいフェイナ。焦ったような口調のまま、

「そ、そういえば、シー様の誕生日っていつだっけ？」

　と問うてきた。

「ん？　僕の誕生日？　そんなものはないぞ」

　平然とシオンは言った。

「僕は孤児だからな。生まれた日のことなんて知らない」

　王都の外れの外れ──ターレスク地区にある、小さな孤児院。

　シオンは赤ん坊の頃、その孤児院の前に捨てられていたらしい。

　両親の記憶はない。

　だから当然、自分の誕生日も知らない。

　年齢は適当に、その年の始まりの日に一つ加算するようにしている。その仕組みの結果、現在は12歳ということになっているが、これが本当に正しい年齢なのかは、シオン自身にもわからない。

「そ、そっか、そうですよねー」

　そんな風に応じた後、ぼそりと小声で「……よし、合ってたっ」と呟つぶやく。シオンはますます訳がわからなくなった。

「──おはようございます。シオン様」

　と。

　今度はアルシェラがやってくきた。

「今日の朝食は、外で食べるようにしましょう。すでに準備はできておりますので」

「……アルシェラまで、そんなことを言うのか？」

「恥ずかしながら、私が朝食の準備中に鍋をひっくり返してしまって、食堂が大変な有様となってしまったのです。ねえ、フェイナ？」

「え……あ、そうそう！　もう、大変なことになっててさ！」

「ふむ。そうか、そういう事情なら、仕方がないな」

　まだどこか釈然としない気持ちだったが、とりあえず納得することにしたシオン。

　するとアルシェラが、まるで強引に話を切り替えるかのように、

「そういえば、今日でしたね。『聖剣』を回収するために、サーゲイン様がお見えになるのは」

　と言った。

「ああ、そうだな。まさかレビウスが来るとは予想していなかった」

　てっきり下っ端が回収に来ると思っていたので、国が誇る勇者が自ら足を運んでくることには、シオンも少々驚いた。

「レビウスは僕の代わりに勇者となった後、王国騎士団の部隊長も務めるようになり、多忙な日々を送っていると聞く。こんな雑用みたいなお使いに、わざわざ出向く理由もないと思うのだが……」

「やはり王室は、『聖剣』の輸送には細心の注意を払いたいということなのでしょうか？」

「……わからん」

　少し考えてみるけれど、億おつ劫くうになって考えるのをやめた。この国の王室にはもう関わりたくないというのが、シオンの本音だ。

「でもさ、シー様、いろいろ複雑じゃないの？」

　フェイナが言う。

「あの金髪優男くんが、シー様の手柄を全部横取りして、今は勇者ってことになってるんでしょ？　だったら、その……」

「憎んでないのか、ってことか？」

　濁された結論を、先回りするように言った。フェイナはどこか不安そうな目で、こくり、と頷うなずく。

「……まあ、思うところがないわけではないが、レビウスが勇者となったのは、上からの命令だ。レビウス自身が好き好んで僕の手柄を奪ったわけではない」

　淡々と、シオンは言う。

「偽りの勇者を演じ続けることは、決して楽な道ではないはずだ。国政と民意の板挟みとなり、双方の軋あつ轢れきを受ける辛つらい立場となる。……レビウスは、よくやっていると思う。国民にとっての理想の英雄を、見事に演じている。僕が勇者では、ここまで民衆の支持を集めることはできなかっただろう」

　冗談めかして言ってみても、二人は複雑そうな表情を浮かべるだけだった。

　やがてアルシェラが、

「シオン様は、ずいぶんとレビウス様をお慕いしているのですね」

　と言った。

「む……なぜそう思う？」

「レビウス様を語るシオン様は、なんだか少し楽しそうですから」

「そうか……うん、まあ、そうだな。慕っていると言えば、慕っているのかもしれない」

　シオンは言う。

「パーティを組んで何度も死戦を共にした仲間だし、それにレビウスは、僕の剣の師匠だからな」

「師匠？　あいつが？　シー様が、じゃなくて」

　信じられないという顔のフェイナ。

「レビウスが教えてくれた剣が、僕の始まりだった」

　今でこそ剣術も魔術も万能にこなせるシオンだが、最初に覚えたのは剣だった。なにも持たず、何者でもなかった孤児に、剣という力を与えてくれたのが、レビウス・ベルタ・サーゲインだった。

「あいつは……本当にすごい奴やつなんだ。貴族という身分を鼻にかけず、僕のような孤児にも優しく接してくれた。パーティを組んでからも、あいつには世話になりっぱなしだった。レビウス抜きじゃ、僕のパーティは成り立たなかっただろう」

「そうですか。うふふ、なんだか少し妬やけてしまいますね」

　淑しとやかに笑うアルシェラ。しかし細めた目の奥にドス黒い嫉妬の炎が見えた気がして、シオンは背筋が寒くなった。

「……まあ、なんにしても、この屋敷に久しぶりの客人が来るわけだ。丁重にもてなすとしよう」







　指定された時刻ちょうどに、レビウスは屋敷を訪れた。

　二十人ほど従者を引き連れていたが、彼らは屋敷の外で待機となり、レビウスだけが主人の待つ客間へと通される。

「まあ……しかし、アレだな。お前のことだ、なにをやっていても驚かないと思っていたが──」

　卓を挟み、向かいのソファに腰掛けたレビウスは、どこか呆あきれた口調で言う。目線はシオンの背後に立つ四人のメイド達へと向けられる。

「まさか──『四天女王レデイストピア』を自分のメイドにしているとはな」

　苦笑気味に言われ、シオンはどう返したらいいかわからず、

「いろいろあってな」

　と曖昧に返した。

「その節はどうもお世話になりましたね、麗しき魔の女王達よ」

　皮肉めいた口調で言うレビウス。

　アルシェラとナギは軽く頭を下げ、フェイナは笑いながら手を振り、イブリスはあくびを漏らしていた。

「まさか、と言う割には、あまり驚いていないようだな」

「密偵の報告で、お前が四人の女と同居し始めたことは知っていたからな。外見の特徴や人数から、もしやと考えていただけさ」

　密偵の存在にはシオンも気づいている。

　気づいた上で、放置している。本物の勇者からの復ふく讐しゆうに怯おびえる王室に安心感を与えるためには、適度にこちらの情報を与えて、監視させてやる方がいいと判断したからだ。

　人間に化けているアルシェラ達の正体について、監視者に気づかれることはなかったようだが──勇者パーティの一員として第一線で魔王軍と戦っていたレビウスには、感づかれてしまったようだ。

「レビウス……アルシェラ達のことは──」

「わかってるよ。上に報告するつもりはない。報告したところで、余計な混乱を招くだけだろうからな。『四天女王』という脅威を、お前の監視下に置いておくというなら、ある意味なによりも安全だろう」

　拍子抜けするぐらいに話が早かった。シオンはホッと胸を撫なで下ろすが、直後レビウスが、意地の悪い笑みを浮かべる。

「けどまあ、しばらく見ないうちに、シオンも大人になったものだな。そうかそうか、もう女を侍はべらせたくなる年頃か」

「なっ……!?」

「美女に囲まれて羨ましいことだよ。ちなみに、お前の一番のお気に入りはどの女なんだ？」

　茶ちや化かすような問いには、背後のメイドが凄すさまじい勢いで食いついた。

「私ですよね、シオン様!?　メイド長を務めるこのアルシェラこそが、シオン様の一番のお気に入りですよね!?」

「もちろん私だよね、シー様!?」

「おー、そうだな。ここらではっきりしときましょうか。どうなんですか、坊ちゃま？」

「わ、私は別に、お屋や形かた様が誰を愛するかなど関係なく、ただ家臣としての忠義を尽くす所存で……も、もちろん愛されるに越したことはないのですが……」

「お、落ち着けお前ら！　レビウス！」

「あっはっは。悪い悪い」

　大混乱となったシオン達を見て、レビウスは楽しげに笑った。

「ふふっ。思っていたより賑にぎやかそうでなによりだよ、シオン」

　その笑みは、二年前となにも変わらない──初めて出会った頃から、なにも変わらない。

　兄が年の離れた弟を見るような、優しい微笑ほほえみだった。

　それから二人は、紅茶を片手に互いの近況を語り合った。

「レビウスは勇者として、ずいぶんと華々しく活躍してるそうじゃないか」

「よせよ。本物に褒められても嫌みにしか聞こえないぜ。お前の方こそ、隠いん遁とんしてる割にはずいぶんと活動的じゃないか。名前変えて初心者向けの魔術教本を出したり」

「それぐらいしかできる仕事がないからな」

「宮廷魔術師共が、毎回必死になって検閲してるよ。『どこかに国家転覆を示唆するような過激思想が匂わされているのではないか』って」

「……労力の無駄使いだな。国民の税金で食べている宮廷魔術師達には、もっと国家に役立つ仕事をして欲しいものだ」

　かつての仲間のことも話題に上がった。

「そういえば……あの三人はなにをしてるんだろうな？　レビウスは、あいつらの現状を把握してるのか？」

「知らないな。三人とも行方不明だよ。お前が王都からいなくなったタイミングで、奴やつらもみんな、どっかに消えちまったからな」

「そうか。あの三人らしいな」

「……できることなら、二度と会いたくない」

「……僕もだ」

　空白の二年間を埋めるような、しかしそれでいて、また明日にでも再会するかのような、取り留めのない日常的な会話が続いた。

　やがて、紅茶のカップが空になる頃に、

「少ししゃべりすぎたな。そろそろ本題に入ろうか」

　と、レビウスが切り出した。

「そうだな……。アルシェラ、フェイナ」

　シオンが背後を向いて指示を出すと、二人は部屋の隅に用意してあった二つの木箱を運んできた。机に置くと同時に蓋が開かれる。

　中には預かっていた盗品が保管されている。

　一つには宝石や装飾品。そしてもう一つは──

「……『聖剣メルトール』。確かに、本物のようだな」

　細長い箱から聖剣を取り出し、その刀身を眺めるレビウス。

「僕が偽物とすり替えるとでも思ったか？」

「拗すねるなよ。ただの確認じゃないか」

　笑いながら言いつつ、レビウスは立ち上がり、聖剣を軽く振るってみる。

「最近俺も、聖剣を扱う鍛錬をしているんだ。だいぶ使いこなせるようになってきたと思うんだが……まだ王都の外に持ち出す許可までは下りなくてね。こいつさえあれば、先日の魔獣討伐もずいぶん楽に終わったと思うんだが」

「それはそうだろう。三つの聖剣はこの国の秘宝であり、軍事の切り札でもあるからな」

　聖剣とは、人間であれば誰にでも扱える最強の兵器。

　ゆえに王室は、聖剣が他国に奪われることをなによりも恐れている。他国に渡れば、その瞬間に国家間のパワーバランスが崩壊しかねない。
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「けど──お前は許されていた」

　レビウスは言った。

「どうやら俺には、お前ほどの信頼はないらしい」

「……僕の場合は、また話が変わる。二年前には魔王がいた。戦時中だからこその、特例の措置だったはずだ」

　魔王という大陸規模の脅威がいたからこそ、シオンは聖剣の所持と使用を国から認められた。そうでもなければ、どれだけ実力があろうとも、王室はシオンのような平民には聖剣を預けなかっただろう。

「どうだかな。それでもお前は──特別だったと思う。俺なんかとは格が違う。本当に特別で、本物の天才だった」

「……レビウス？」

　なにかに取とり憑つかれたような目で聖剣を見つめるレビウスに、シオンは妙な胸騒ぎを覚えた。

「そうだ、シオン。いい機会だし、ちょっと手ほどきをしてくれないか？」

「手ほどき？」

「聖剣使いの先輩として、いろいろ手ほどきしてくれよ。お前とこうして話せるのも、これが最後かもしれないからな」

「あ、ああ。別に構わないが……でも、僕はもう聖剣は使えないぞ？」

「使えない？」

「どうもそいつからは、人間とは認定されなくなってしまったらしい」

　聖剣を見つめながら呟つぶやくシオン。

　レビウスはかすかに目を細めた。

「そうなのか。じゃあ、せめて俺の実力だけでも見てくれよ。俺がこの二年で、どれだけ『メルトール』を使いこなせるようになったか」

「いいとも。ぜひ見せてくれ」

「よし。おっと、その前に」

　と。

　言って。

　レビウスは──片手で指を鳴らした。

　ぱちん、と。

　その瞬間、かすかな物音が屋敷の外から響いた。

　なにかが、ぱたぱたと倒れるような──

「……な、なんだ？」

「心配しなくてもいいよ、シオン。ただ、屋敷の外に控えてる俺の部下に──眠ってもらっただけだ。連中の団服に、事前にちょっと細工を仕込んでおいたんだ」

「細工……？」

「あいつらが起きてるといろいろ面倒だからな」

　困惑するシオンに対し、レビウスに変化はない。

　不自然なぐらいに、変わらない。

　先ほどまでと同じ人懐っこい笑みを浮かべたまま、自分のペースで話を進めていく。

「さて。それじゃあ、見てくれよ、シオン。俺がこの二年間で──お前の代わりに勇者をさせられていた二年間で、どれだけ強くなったかを」

　そして──レビウスは『メルトール』を掲げた。

　練り上げた魔力を、聖剣へと一気に注ぎ込む。白銀の刀身に神々しい輝きが宿った。まるで、人の味を喜ぶかのように。

　人ならば誰でも、どんな欲望でも喜んで享受する剣は、持ち手の意思に呼応してその秘めたる力を解放する。

「──尊き暗あん翳えいへと誘いざなえ、『メルトール』！」

　雄々しい叫びと共に、レビウスは剣を床に突き刺した。

　瞬間──空間が歪ゆがむ。

　光さえもねじ曲がるような、壮大で鮮烈な魔力の波動が迸ほとばしる。

「こ、これは──っ!?　ア、アルシェラ!?」

　振り返ったときには、もう遅かった。

　シオンの背後に控えていた四人のメイド達──彼女達はみんな、空間の裂け目に囚とらわれつつあった。空間に発生した暗黒の歪みが、四人の体を貪るように包み込んでいく。

「フェイナ！　イブリス！　ナギ！」

　彼女達は足あ掻がき、叫び、必死にその場から脱出しようとするも、全てが手遅れだった。シオンが手を伸ばそうとも、それもまた遅い。

　漆黒の裂け目は、瞬く間に四人を喰くらい尽くした。

　忽こつ然ぜん、と。

　まるで最初からそこには誰もいなかったかのように、四人のメイド達は消えてしまった。

「──『奈な落らく牢ろう』。狙った対象を、『ここ』とはほんの少しだけ位相の異なる空間へと幽閉する技。発動に手間がかかる反面、一度発動すればどんな高位魔族でも脱出は困難……って、こんな解説はいらないよな。お前が考案した技なんだから」

　聖剣を床から抜きながら、いつも通りの柔和な笑みで淡々と語るレビウス。しかし瞳だけは、いつもとは違っていた。

「どうだ、シオン。俺、こんなこともできるようになったんだぜ？　お前が隠居していた二年、死に物狂いで強くなったんだ。そろそろ、お前にも追いついたんじゃないかな？」

　傲慢で威圧的で、他者を見下すような目つき──それを見た瞬間、シオンは表情に苦渋を滲にじませた。

「……やっぱりか、レビウス」

「へえ？」

　レビウスは興味深そうに片眉を上げた。

「やっぱり、ということは……察していたということか？　俺がなにを企たくらんでいたのか、薄々感づいていたということか？」

「……最初から、妙だとは思っていた」

　脇に下げた手を強く握りしめながら、シオンは言う。

「王都の宝物庫に侵入した盗賊団『緋ひ蜘ぐ蛛も』……その頭領であったガーレルは、正直、大した実力者ではなかった。あの程度の技量では、宝物庫の中でも特に厳重に保管されている聖剣を強奪することは、不可能だろう──内部に手を引く者でもいない限りな」

　内通者がいれば、侵入と窃盗の難易度はグッと下がる。

　とは言え───実際に手引きができる者は少数だろう。宝物庫へ入ることが許されているのは、王宮内でもごく一部の人間のみ。

　特権階級である権力者達か、宝物庫の警護を任されている騎士団の者──そして、普段から『メルトール』を用いた鍛錬を許可され、おそらく何度も宝物庫へと足を踏み入れている者──

「さらにガーレルは、僕の屋敷の場所も、そしてこの屋敷に莫ばく大だいな金が眠っていることも知っていた。そのくせ、僕の正体や呪いに関してだけは、全く知らなかった……不自然だ。不自然極まりない。まるで誰かが、意図的に限定した情報だけを与えたかのようだった」

　段々と語調は強くなり、それと反比例するかのように、表情には悲痛さが滲んでいった。

「レビウス……お前がわざわざ僕の屋敷まで聖剣を取りに来ると知らされたとき、疑惑はますます強くなった。ガーレルによる聖剣強奪が──僕の下に聖剣を送り込むための手段だったとすると、全てに説明がつく」

　盗賊を使って宝物庫から聖剣を盗ませる。

　限定した情報だけを与えて、シオンの下へ向かわせる。

　シオンに盗賊を倒させ、聖剣を一時預ける。

　そして最後は、自分が直接、盗品の回収に向かう。

　一連の出で来き事ごとは全て──今この瞬間のためにあった。

　王都から持ち出しを禁じられている聖剣を持った状態で、王都から永久追放を喰くらったシオン・ターレスクの前に立つ、この瞬間のために。

「お前は僕を──殺しに来たのだろう？」

「ご明察」

　企たくらみの全貌を看破されたにもかかわらず、レビウスは動じなかった。それどころか、なにもかもが思い通りと言わんばかりの嘲笑を、口の端に刻んでいる。

「聡さといお前のことだ。こんな杜ず撰さんな計画は見抜いてしまうだろうと思っていたよ──でも、お前は結局、俺を疑いきれなかった」

「…………」

「最後の最後で、俺を信じようとしてしまった。『やっぱりか』はこっちの台詞せりふだよ、シオン・ターレスク。やっぱりお前には、仲間を疑うことはできなかったか」

「…………」

　なにも言い返せなかった。

　そう。

　その通りだった。

　シオンは──レビウスを信じようとした。違和感を抱きながらも、必死にその思考を振り払った。疑念から目を逸そらした。仲間を疑おうとしている己の猜さい疑ぎ心しんの深さを恥じた。

　信じたかった。

　かつての仲間が、こんな体になってしまった自分の身を案じて、久しぶりに会いに来てくれたのだと思っていたかった。

　だから──アルシェラ達の前でも、そういう風に振る舞った。

　再会が楽しみだ、と。

　自分に言い聞かせるように言い続けた。

　信じたいから言い続けた。

　それなのに──

「……なぜだ、レビウス？」

　シオンは懇願するように問うた。

「どうして、お前が……」

「どうして、か。わからないのなら──それが答えだ、シオン！」

　絶叫めいた叫びと同時に、レビウスは剣を振るう。

　距離を殺す聖剣──『メルトール』。

　その斬撃は、両者の距離を無視してシオンを襲う。

「──っ！」

　シオンは即座に魔力防壁を多重展開。魔法陣を何重にも展開し、魔力を高速で循環させ、永久機関の如ごとき防御力を生み出す。魔術師ならば誰もが扱える基本的な防御術であるが、シオンクラスの使い手が扱えばそれだけで最強の防壁となる。

　距離を無視して迫る絶大な斬撃は、高速展開した防壁へと激突。

　斬撃は弾はじかれて霧消し、シオンにダメージはなかった。

「──遅いな。鈍なまっているのか？」

　その声は、背後から響いた。

（しまっ──）

　ガーレル程度の使い手では、斬撃を空間跳躍させるのが関の山だったようだが、優れた使い手が扱えば──『メルトール』は斬撃だけではなく、持ち主自身の空間跳躍をも可能とする。

　通常の空間魔術では、人間を空間跳躍させるためには大規模な儀式や準備が必要となるが、『メルトール』に気に入られた者ならば、道を歩くような空間跳躍が可能となる。

「それとも、俺がようやくお前に追いついたのかな」

　言い終わるよりも早く、斬撃を隠かくれ蓑みのにして背後に跳躍したレビウスが、横薙なぎの一いつ閃せんを繰り出す。

　シオンは再び超速で防壁を展開するも──それが無意味なことは、誰よりも自分がわかっていた。

（ダメだ……防げない）

　選ばれし者が振るう『メルトール』には、その刀身が触れた物体の、空間を強制的に押し広げる特性がある。

　一つの物体の間に──力尽くで距離を生む。

　刃やいばが触れる瞬間、一つの物体は最初から二つだったことにされてしまう。

　有り体に言ってしまえば──なんでも切れる。

　どんな強固な盾であろうと、どれだけ膨大な魔力を押し固めて生み出した防壁であろうと、存在している空間ごと引き裂かれてしまえば、どうすることもできない。

　この世全ての物体を、空を切るように空間ごと引き裂く。

『空切りクラウデイバイド』。

　空間跳躍のような派手な飛び道具よりもよほど恐ろしい、『聖剣メルトール』の神髄とも呼ぶべき特性──

「──っ！」

　防御不可の無慈悲な斬撃がシオンを襲った。最高密度の魔力防壁はバターのように簡単に分断され、反射的に防御に出した左腕も、肘の辺りから切断された。

　反射的に後退するも間に合わず、胴体を深く切り裂かれた。皮一枚でかろうじて繋つながっているような状態だった。

「ふっ！」

　レビウスは聖剣を振り切ったまま体を一回転させ、強烈な後ろ回し蹴りをシオンの胸部へと叩たたき込こんだ。

　蹴りの衝撃で、皮一枚で繋つながっていた胴体が引きちぎれる。

　下半身と左手を残し、上半身だけが吹き飛んだ。屋敷の窓を割って外に飛び出し、芝の上を転がった。

「くっ、がはっ……」

　激痛に悶もだえるも、それは一瞬のこと。下半身と左手の断面が歪いびつに蠢うごめいたかと思えば、即座に再生が始まる。

　ほんの数秒で、肉体の再生は完了した。屋敷内部に残されていた下半身と左腕は、霧のように消えていく。

「本当に、化け物じみた再生力だな。さすがは魔王から受けた呪いと言うべきか……魔王とよく似た、悍おぞましい能力だ」

　窓から跳躍し、レビウスも屋敷の外へと降り立つ。

「しかし……聖剣で攻撃し続ければいつかは死ぬのだろう？　二年前、魔王相手に、お前がそうしたように」

　その指摘は──事実であった。

　かつて魔族の天敵だった存在、神族──その力が宿る聖剣は、魔族に対して絶大な効果を発揮する。

　魔王もまた、ほとんどの攻撃を無効化するような絶対的な防御力と驚異的な再生力を有していたが、聖剣でならばダメージを蓄積することができた。

　今のように、レビウスが振るう聖剣の攻撃を受け続ければ──いつかは生命力が尽きて死ぬだろう。

「お前の呪いの真骨頂……エナジードレインの方も、聖剣の加護でならば防ぐことができる。まあ、お前が本気で呪いを解放したらどうなるかはわからないが……しかしそれは不可能だろう」

　そう言ってレビウスは、ちらりと横を見やる。そこには、騎士団の団服に身を通した者達が十数人、芝の上に倒れて意識を失っている。

　レビウスによって昏こん倒とうさせられた、彼の従者達だ。

「呪いで俺を殺そうとすれば、奴やつらが巻き込まれて死ぬ。今回の俺の計画など知りもしない、善良な騎士達だ。お前には、罪なき人間を殺すことなどできないだろう？　優しい優しい勇者様よ」

　従者をわざわざ屋敷の近くまで連れてきたのは、このためだったらしい。

　エナジードレインの、盾にするために。

　シオンの優しさや甘さを、嫌らしいまでに計算し尽くして──

「詰みだ、シオン・ターレスク。もはやお前に逃げる手立てはない」

「……そんなに僕が憎いか？」

　再生した脚で立ち上がりながら、シオンは言う。

「こんな回りくどいことをして、幾重にも策を巡らせて……そうまでして殺したいほど、僕が憎いのか？」

「憎いね」

　レビウスは──即答した。

「俺はずっとお前が嫌いだったよ、シオン。憎くて憎くてたまらなかった。俺より十も年下のくせに、俺よりもはるかに優れているお前が憎かった。羨ましかった。妬ねたましくて嫉そねましかった。お前が現れるまで……神童とは俺のためにある言葉だった。お前さえいなければ……勇者の称号も、聖剣も、全てが俺のものになるはずだったんだ！」

　語気が荒くなると共に、青年の整った顔立ちも崩れていく。

　柔和な笑みが消え、煮えたぎる嫉妬と憤ふん怒ぬに支配された形相となる。

（レビウス……！）

　心が引き裂かれるように痛んだ。痛くて痛くてたまらなかった。

　かつて誰よりも信頼していた仲間が、見たこともない形相で、聞いたこともない言葉を吐いている。

　これまで何度もシオンを支えてくれた、心強い言葉や優しい笑顔──美しい思い出の全てが、音を立てて崩れていくようだった。

「……お前の言葉は、全て嘘うそだったということか。僕を仲間だと言ってくれたことも、僕に勇者になれると言ってくれたことも……！」

「ああ、そんなこともあったっけな。くくっ……『勇者になれる』か。そんな台詞せりふ、何百回言ったかわかんねえよ。あちこちのガキに、似たようなこと言ってきたからな」

　口の端が吊つり上あがり、歪いびつな嘲笑を描く。

「俺がお前に優しかったのはなあ……気持ちよかったからだよ！　生まれも育ちも悪い底辺のガキに、上流階級の立場から慈悲の心で施しを与えるのが！　『庶民を差別しない心優しい貴族』っていう立ち位置が！　気持ちよくて気持ちよくてたまらなかったんだよ！　それなのに……それなのに」

　嘲笑が一転、今度は苦痛に耐えるように頭を掻かきむしる。

　今のレビウスは、あまりに不安定で、あまりに危うかった。

「それなのに……俺を超えちゃダメだろう？　なんでだよ、なんで、お前は天才だったんだよ？　ただの凡人なら、どこにでもいるような塵ちり芥あくたなら、俺は優しいままの俺でいられたんだ。こんな風に……嫉妬に狂うこともなかった。お前が俺を……こんな風にしたんだよ、シオン！」

　激げき昂こうのまま、レビウスは地を蹴りつけた。

　憤怒、嫉妬、悲哀、憎悪、妄執、劣等感、自己嫌悪……あらゆる人間らしい感情を貪り喰くらい、聖剣は輝きを増す。

　防御を許されぬ剣けん閃せんを前に、シオンは回避することしかできない。繰り返される波は濤とうの如ごとき剣撃を、必死に躱かわし続ける。

　けれど、どれだけ的確な回避行動を取ろうとも、言葉までは避よけられない。否いやが応おうでも、耳に入って心を汚していく。

「お前が呪いを受けたとき……ざまあみろと思ったよ。これでお前がいなくなれば、俺が頂点に立てると思った。お前から勇者の称号を奪って、本物の勇者になれると思った。でも……違った」

　零こぼれ落おちるように、激情が吐き出されていく。

「なにも知らぬ大衆からどれだけ賛辞を浴びても虚むなしいだけだった。全てを知ってる上の連中からは、お前と比較されて貶けなされるだけだった。『シオンならもっと上う手まくやった』『シオンがいたら、もっとこの国は発展していた』……地獄だよ。偽物の勇者を演じさせられた二年間は、地獄以外のなにものでもなかった」

　どれだけ感情をまき散らそうとも、剣筋はまるで乱れない。洗練された動きで、的確に急所を狙ってくる。

　元々レビウスは、剣術の腕前だけならばシオンと肉薄していた。

　相手が聖剣を持ち、こちらが武器なしでは、当然ながら勝ち目はない。大規模な攻撃魔術を発動する隙もなく、防戦一方となった。

（……強い。いや──強くなっている）

　何度も致命傷を喰くらい、何度も再生を繰り返しながら、シオンは思う。

（二年前の僕と同等……いや、それ以上に『メルトール』を使いこなしている。僕以上に『メルトール』から愛されている）

　思う。思ってしまう。

　考えなくてもいいことを考えてしまう。

（地獄が……お前を強くしたのか、レビウス）

　呪いに苛さいなまれ、孤独を余儀なくされたシオンは、自分のいる場所こそが地獄に違いないと思っていた。

　けれど。

　どうやらレビウスがいた場所も、地獄であったらしい。

　華々しく見えた虚飾の栄光は、彼の心をすり潰すものでしかなかった。空っぽの賛辞を浴びせられ、心ない侮辱を叩たたきつけられ──絶えず自尊心を折られ続けた彼は、上っ面の笑顔の下で、行き場をなくした怒りや嫉妬心を燃やし続けていた。

　煮にえ滾たぎる激情を糧に、彼は強くなった──

「もう、うんざりなんだよ……！　お前がいる限り、俺はいつまでも偽物で、代替品のままだ。だから今──お前を殺す。お前を超えて、改めて本物の勇者として生きる！」

　殺意の込められた一いつ閃せんが──首を刎はねた。

　しかし、その程度でシオンは死なない。死ねない。即座に再生が始まってしまう。けれど、心や精神までが無傷でいられるわけではない。

「……僕は、お前とは戦いたくない」

　首の再生中に、シオンは絞り出すような声で告げる。

「僕はお前を……仲間だと思っていた。ずっと、お前に感謝していた」

　お前のことを──実の兄のように思っていた。

　と、シオンは言った。

　こんな状況でなにを言ってるのだろう、と思った。でも、つい言葉が零こぼれてしまった。この期に及んで言葉で解決しようとしてしまった。

　まだ言葉が相手に届くかもしれないと、わずかな希望に縋すがってしまった。

　けれど──

「図に乗るな、化け物。お前が弟など、虫唾むしずが走る」

　言葉は、思いは、未練は、執着は──

　何一つとして相手には届かなかった。

「……っ！」

　屈辱にも似た惨めさが、シオンを襲った。怒りよりも、羞恥が強かった。相手のことを何一つ理解できていないまま、「レビウスもきっと僕を弟のように思ってくれているだろう」と妄信的に勘違いしていた自分が、惨めで惨めで仕方がなかった。

（王族からは疎まれ、大衆からは忘れられ……そして、仲間だと思っていた男からは、憎悪を向けられていただけなのか……）

　恥辱と絶望のあまり、シオンは膝を突く。

　瞳からは涙がこぼれ落ちる──その瞬間であった。




「──ふざけるな」




　それはまるで、地獄の底から響くような声だった。

　低い低い女の声……この世に存在する全ての怒りを溶かして煮詰めたかのような、灼しやく熱ねつの憤ふん怒ぬが滲にじむ声。

「いい加減にしろ……！　貴様ら人間は、何度……何度シオン様を裏切れば気が済む……！」

　空間が──軋きしむ。

　わずかな亀裂が生まれたかと思えば、そこから膨大な、悍おぞましい魔力が吹き出した。

　まるで、地獄の蓋が開いたかのように。

　開かれた暗黒からは、細く白い女の手が伸びた。

「シオン様が、いったいなにをした!?　シオン様はただ……ひたすらに人類のために尽くしてきただけだ！　国家の期待と希望を一身に背負い、幼き身に鞭むちを打ちながら、人類を守るために我らのような脅威と戦い続けた！　そんな莫ばく大だいな恩義を、なぜ仇あだで返す!?」

　二本の手が、空間を鷲わし掴づかみにする。

　強引に、力尽くで、異空間の扉が開かれる。

　そして現れたのは──悪神の形相を浮かべた淫魔サキユバスだった。

（ア、アルシェラ……）

　シオンですら、見たこともない形相だった。二年前、敵対していたときですら、ここまで怒りに狂う彼女は見たことがなかった。

「呪いに侵されながらも、シオン様は人類のことを考え続けた。傷つき迷いながらも、滅びの道は選ぶことはなかった……その気高さが、その尊さが、なぜ貴様ら人間にはわからない!?」

　闇より這はい出だした淫魔は、漆黒の殺意に満ち満ちた眼光を偽物の勇者へと向けた。空間には新たな裂け目が生まれ、再度彼女を閉鎖空間に押し戻そうとするも、それを力尽くで押しのけて前へと進む。

「ああ……もう、いい。もう、愛想が尽きた。国が、人が、神が……シオン様を苦しめようというならば、この私が全てを滅ぼしてやる。まずは貴様だ、レビウス・ベルタ・サーゲイン！」

　漆黒の翼を広げ、淫魔の女王は飛び立った。

「シオン様は、貴様との再会を楽しみにしていた！　嫉妬してしまうぐらい、楽しそうに貴様のことを語っていた……それなのに……それなのに……シオン様を悲しませた罪、万死を以もつて償え！」

　世界を蹂じゆう躙りんし陵辱し尽くすような殺意と魔力を込めた一撃を、主あるじを傷つけた敵へと叩たたき込こもうとするが──

「くっ……『メルトール』！」

　レビウスの叫びに呼応して、聖剣が輝きを増した。

　直後──アルシェラの周囲に無数の暗黒が展開される。裂け目はまるで意思を持つかのように蠢うごめき、彼女の四肢に喰くらいついて動きを制した。

「──っ!?　う、あ、ああああああああああ──」

　絶叫も虚むなしく、アルシェラは再び、暗黒空間へと引きずり込まれてしまう。

「はあ、はあ……ふっ。ははは」

　息を荒くしながらも、レビウスは安あん堵どの笑いを漏らす。

「驚いたな。まさか、一旦発動した『奈な落らく牢ろう』を、力任せに破ろうとしてくるとは……さすがは淫魔サキユバスの女王、『大[image: ]婦バビロン』といったところか」

　そして再び、シオンへと目を向ける。

「余計な邪魔が入ったな。さあ、続けようか。人間ごっこがしたい化け物の討伐だ」

「…………」

　心を抉えぐるような心ない言葉は──しかしシオンには届かなかった。先ほどまでは一言浴びせられるたびに心が切り刻まれるようだった嘲弄が、今はどこか遠い世界のことのように感じられた。

　脳裏に浮かぶのは──アルシェラの姿。

　絶対の閉鎖空間から抜け出しかけた彼女が──シオンのために本気で怒ってくれた彼女が、愛いとおしくてたまらなかった。

　アルシェラだけではない。

　フェイナも、イブリスも、ナギも……彼女達もきっと今、シオンのために怒り、閉鎖空間から抜け出そうと足あ掻がいているのだろう。

　その全てを愛おしく思い、空っぽだった心が満たされていく。

（ああ──そうか）

　思い出した。

　大切なことを思い出した。

（僕はもう──地獄には立っていないんだった）

　自分はすでに地獄からは抜け出している。

　永えい劫ごうに続くと思われた地獄から、自分を救い出してくれた者達がいる。

「死んでくれ、化け物。世のため人のため、そして俺のために」

「──断る」

　シオンは言った。言い切った。

　大地を踏みしめて立ち、迷いない瞳で相手を見つめながら。

「……思い出したよ。今の僕には死ねない理由があった。周囲に害をなすだけの化け物に成り果てながら……それでもなお、生きていたいと思える理由があった。こんな僕にも──生きていて欲しいと願ってくれる家族ができたんだ」

　雄々しき言葉と共に、シオンは右手にしていた手袋を外す。幾重にも施された封印術式から解き放たれるのは──禍まが々まがしき呪印。

　前を見据える眼光には、葛藤も苦悩も残っていない。

　純然たる覚悟と敵意を秘めた眼まな差ざしで、シオンは兄のように慕っていた男を睨にらみつけた。

「化け物ぼくは生きる。のうのうと厚かましく生きてやる。そのためならば、勇者おまえだって滅ぼしてやろう」







　その比類なき凄絶な闘志を前に、レビウスは圧倒された。

　迷いなき眼光、勇壮なる立ち姿、全身に漲みなぎる魔力と闘気……その全てがかつてのシオンを──勇者と呼ばれていた頃のシオン・ターレスクを想起させる。思わず足が一歩引いてしまう。

（……落ち着け）

　歯を食いしばり、必死に己を奮い立たせる。

（なにも恐れることはない。こちらには聖剣がある。そして俺は……もはや過去のあいつを超えている。負ける道理がない……！）

　この二年、死に物狂いの鍛錬で、レビウスは強くなった。

　聖剣の扱いだけならば、かつてのシオンを超えたという自負がある。王室の連中は認めたがらないが──今の自分ならば魔王さえも倒せるだろう。

（警戒すべきは……あの右手か）

　冷静さを取り戻したレビウスは、集中力を研ぎ澄まし、呪印が刻まれた右手を睨にらむ。

　シオンの呪いが発覚した後、宮廷魔術師達が彼の体で様々な検証を行った──不死の肉体を逆手に取るような悍おぞましい非人道的な検証を幾度となく行った。

　その結果、呪印が刻まれた右手が、特に呪いが酷ひどいことが判明している。

　直接触れれば、それだけで死は必至──

「行くぞ、レビウス」

　宣言と共に──シオンは跳んだ。

　魔力を集中した足で大地を踏みつけ、爆発的な加速で突進してくる──かと思いきや、それは残像。

　本体は急加速・急停止の後、レビウスの背後へと回り込んでいた。

「ふん。見えているぞ、シオン！」

　振り返りざまに一いつ閃せん。

　迫り来る右手を、『メルトール』の特性を以もつて切り捨てた。触れれば命を貪り尽くす魔手は、手首から先が消失してしまう。

「即死の手だろうと、切り捨ててしまえば問題ないな」

「……っ」

「これで終わりだ！」

　再生する間を与えず、レビウスは追撃を放つ。魔力を全身に漲らせ、肉体強化の術式の力を限界以上に引き出す。

　聖剣が──閃ひらめく。

　それは、常人には目で見えぬほどの神速の剣技。

　シオンの肉体に無数の線が走ったかと思えば、次の瞬間には肉体は細切れとなって地に落ちた。

　即座に再生が始まるも──レビウスは地に横たわる体の中枢、心臓の位置に聖剣を突き刺した。

「ぐうっ、が、ああ……」

「再生力がどれほどのものかは知らんが、魔力の中枢となる心の臓を破壊され続ければ消耗も早いだろう」

　もはや勝負は決した。

　シオンの話では──先の魔王も、聖剣で心臓を貫くことで屠ほふることが可能だったという。

「無様だな、シオン。世界を救った勇者の末路が、これだ。たとえ今ここでお前が死のうとも、この国の人間は気づきもしない。お前がどれだけ人のために尽くそうとも、とうとう報われることはなかった」

　勝ち誇った笑みで見下ろしたまま、レビウスは続ける。

「お前はそんな体になってもなお、初心者向けの魔術教本などを書いて人々に尽くしていたようだが……まさか、そうすれば認めてもらえるとでも思ったか？　善行を重ねれば、呪われた身であっても受け入れてもらえるとでも思ったか？　媚こびへつらって人間の振りをしていれば──人間の仲間に入れてもらえるとでも思ったか？」

　歪いびつな嘲笑と共に、レビウスは吐き捨てる。

「はははっ、笑わせるなよ、化け物。哀れだ、哀れにもほどがある。人間の身勝手さはお前も身を以もつて知っただろう？　誰もお前を受け入れない。化け物がなにをしようと、化け物のままさ」

「……ふっ」

　そこでシオンは──笑った。

　胸を突き刺されたまま、口から血を零こぼしながら、吹き出すように笑った。

「ふっ、ははっ、ははは」

「……なにがおかしい？」

「ふん。おかしいさ。滑稽にもほどがある。お前があまりにも、見当違いなことを言っているからな」

「見当違い……？」

「人間の仲間に入れてもらうことなど……とっくに諦めている」

　シオンは言う。

「初心者向けの魔術書なんかを書いてはいるが……正直な話、魔術の一般化や普及なんてどうでもいいんだ。今の僕にできる仕事が、それぐらいしか思いつかなかっただけの話だ」

「仕事……？」

「ああ、仕事だ。いくら国からもらった金があるとは言え、無職のままでは格好がつかないからな」

　言いながら、シオンは右手を掲げる。

　呪われた右手で、胸を貫く聖剣の刀身を掴つかんだ。

「あいつらには内緒だぞ、レビウス」

　シオンは言う。

　どこか冗談めかした口調で、しかし目には鋭利な輝きを宿して。

「僕はただ、新しい家族の前で──僕に傅かしずいてくれるメイド達の前で、主人として格好つけたかっただけだ！」




　──『真呼吸ノーブレス』




　瞬間。

　手の甲に刻まれた呪印が、昏くらい輝きを増した。

　右手から漆黒の魔力が吹き出し、聖剣を包み込んでいく。

　ジュグリ。

　ジュグリジュグリジュグリ──、と。

　まるで、濡ぬれた紙に落としたインクが、徐々に広がっていくように。

　右手が触れた箇所から──聖剣が黒く染まり始めた。

「──っ!?　なっ、なんだこれは……!?」

「手を放した方がいいぞ、レビウス。さもなくば──お前も喰くわれるぞ」

「ひっ、ひいい」

　慌てて手を放す。相手の言葉に従ったわけではない。本能的な恐怖が彼を突き動かした。

　漆黒は瞬く間に刀身に広がり、最後には鍔つば飾かざりや柄つかまで黒く染め上げた。神々しき白銀の輝きを放っていた剣は──光さえも呑のみ込こむような暗黒の剣へと変貌した。

　そして最後には──ばくん、と。

　黒くなった聖剣は、シオンの右手に吸い込まれるように消滅した。

「ば、ばか、な……」

　目の前の光景が受け入れられず、愕がく然ぜんとするレビウス。そんな彼の脳裏に、ある言葉がよぎる。

（──エナジードレイン）

　魔王を倒した際の呪いであり、周囲の命を蝕むしばむ。呪印が刻まれた右手は特に呪いが強いらしく、直接触れれば、あらゆる生命を一瞬で喰らい尽くす──

「ま、まさか……シオン、お前──聖剣を喰ったのか!?」

「ああ、そうだ」

　さして誇る風でもなく、それどころか自嘲するかのように、シオンは頷うなずいた。立ち上がり、聖剣を呑のみ込こんだ右手を睨にらむように見つめる。

「ふ、ふざけるな……なんだ、なんだ、それは……!?」

　エナジードレインで聖剣をまるごと呑み込む。あり得ない。できるわけがない。信じられない──しかし目の前には、超然と佇たたずむ少年がいる。

　どれだけ頭が否定しようとも、少年の持つ圧倒的な存在感が強制的に事実を胸に刻み込んでくる。

「ハアァ……！」

　シオンは右手を掲げ、なにかを念じるようにした。

　魔法陣が幾重にも展開されたかと思えば──呑み込まれたはずの聖剣が、再びこの世界に顕現した。

　ただし──色は黒。

　漆黒に染め上げられた『メルトール』を、シオンは握りしめた。

　振りかぶり──縦に振り下ろす。

「──っ!?」

　刃やいばが届く距離ではなかったというのに、斬撃はレビウスのすぐ横に炸さく裂れつした。髪が数本、そして頬ほおがかすかに切れた。
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　紛まぎれもない。

　今のは──斬撃の空間跳躍。

『聖剣メルトール』だけが持つ、唯一無二の特性──

「ふむ。問題ないようだな」

「……な、なぜだ！　なぜお前が──なぜ今のお前が、『メルトール』を扱える!?」

　聖剣は、神が作りし退魔の剣。

　神の神による、人のための剣。

　魔族に対して絶大な効果を発揮し、そして人間ならば誰でも扱える──反面、純然たる人間以外には決して使えない。魔族はもちろん、エルフや獣人など、人以外の血を色濃く受け継ぐ者は、聖剣の寵ちよう愛あいを受けることはない。

「今のお前は……限りなく魔族に近いはず。それなのに、どうして、『メルトール』を扱える!?　なぜ聖剣から愛される!?」

「上書きしたんだよ」

　シオンは言った。

　淡々と、ただ事実だけを告げるように。

「聖剣は人間にしか扱えない……その設定を、上書きして塗り替えた」

「塗り、替えた……」

「この右手で聖剣の全てを吸収し、そして体内で書き換えてから、体外に顕現させた」

『真呼吸ノーブレス』

　それは技ではなく、生態。

　己の意思とは無関係に、生きるために体が起こしてしまう現象。

　呪われし少年にとって、エナジードレインは単なる呼吸に等しい。

　その解放は、ゆっくりと深く呼吸をするようなもの。

　そう。

　呼吸とは、吸うだけではない。

　吐き出してこそ──呼吸。

　吸ったものを体内で組み替えて吐き出すからこそ、それは呼吸と呼ばれる。

「言ってしまえば……聖剣こいつを強引に調教したようなものだ。僕を嫌っている女を、薬物を使って洗脳し、至上の快楽を与え続けることで、強制的に僕に惚ほれさせた。僕に屈服させ、僕以外では満足できなくさせた……ふん。我ながら、本当に悍おぞましいことをしたと思っているよ」

　唾棄するように吐き捨て、黒く染まった剣を見つめるシオン。

『メルトール』は爛らん々らんと妖しい輝きを放つ。先ほどレビウスが持っていたときと同じように──いや、それ以上に、歓喜に打ち震えているように見えた。

　まるで今の持ち主に、シオン・ターレスクに、永えい劫ごうの服従を誓ったかのように。

「『聖剣メルトール』は今、『魔剣メルトール』として生まれ変わった。人間にしか使えない剣ではなく、僕にしか扱えぬ剣となった」

「……バ、バカな！　バカなバカなバカなぁ……！　嘘うそ、だ。嘘に決まっているそんなことができるはずがない！　聖剣は……魔族の天敵であるはずだ！　それを、魔なる力をもって、強引に支配するなど……」

　己の常識を根本から覆され、蒼そう白はくの表情でレビウスは叫ぶ。

「聖剣を力尽くで屈服させるなど……あの魔王ですら不可能だったはずだ！」

「忘れたのか、レビウス？　今、お前の目の前に立っている男は──魔王を殺した勇者だぞ？」

　シオンは告げる。

　歴然たる事実を。

　歴史には残らなかった真実を。

「魔王を倒した勇ぼ者くに、魔王にできなかったことができたとしても、なんら不思議ではないだろう？」

　魔王を超越せし少年は、傲然と言い放つと同時に聖剣を──否、魔剣へと堕おちた剣を構えた。

「さあ──終わりにしようか」

　シオンは地を蹴りつけると、爆発的な加速で距離を詰め、一瞬でレビウスの懐へと潜り込んだ。

　レビウスは反射的に腰の剣を抜いた。普段から愛用している剣で、聖剣には及ばないが、売れば屋敷が十軒は建てられるほどの名剣である。

　しかし──無意味だった。

　単なる悪あがきでしかないことは、レビウス自身が痛いぐらいにわかっていた。

　シオンは剣を縦に振り下ろす。

『魔剣メルトール』によって放たれるのは、あらゆる物体を空間ごと引き裂く、防御不可の斬撃。

　掲げた名剣は真っ二つに切り裂かれ、レビウスの胴体も深く切り裂かれた。

「……ふはっ」

　倒れざまに、レビウスは思わず笑ってしまう。

（皮肉の……つもりか？）

　両手で剣を握り、しっかり踏み込み、思い切り振り下ろす。

　シオンが繰り出した一撃は──レビウスが彼に、最初に教えた技だった。孤児院を訪れたとき、生まれて初めて剣を握った少年に教えた、技とも呼べぬような、基本中の基本の動作だった。

（……あるいは、お前なりの礼儀、なのか……）

　レビウスは、大の字になって地に倒れ込む。シオンは即座に詰め寄り、喉元に刃やいばを突きつけた。

「……一つ、聞いていいか？」

　苦痛に喘あえぐような声で、しかしどこか冷めた声で、レビウスは問うた。胸の傷は深く、大量の血が止めどなく流れ出る。

「なんだ？」

「なぜ、すぐに聖剣を奪わなかった？　その気になれば、いつでも取り込むことができたのだろう？　それなのに……なぜ劣勢を演じた？」

　なんてことはない。

　勝負は最初からついていた。

　始めから勝負になっていなかった。

　レビウスがいかに聖剣を使いこなそうとも──シオン・ターレスクはその遥はるか上の次元に君臨していた。

　自分が地獄から這はい上あがろうと上を目指し続けている間に、相手は地獄の底で地獄の力を手に入れていた。

　だからこそ──解せない。

　その気になれば一瞬で勝負を終わらせられた彼が、なぜ無意味に攻撃を受け続けたのか。

「お前を超えた気になっている俺が滑稽で、いい見世物だったからか？」

「……いや」

　シオンは小さく首を振った。

「できることならば、『メルトール』を魔剣にはしたくなかった。聖剣は、人類にとって貴重な秘宝だからな。一本だろうと数は減らしたくなかった。いつかまた魔王のような脅威が現れたときに……あるいは」

　感情を押し殺したような声で、シオンは続ける。

「万が一僕が、身も心も化け物と成り果ててしまったとき……僕を殺す剣として、人類には聖剣が必要だと思った」

　レビウスは言葉を失った。

　相手は決して手を抜いて戦っていたわけではない。ただギリギリまで聖剣を残そうとした──己の命が散る寸前まで、人々の未来を考えていた。

「……お前は、まだそんな綺き麗れい事ごとを言ってるのかよ」

　どれだけ凄すさまじい呪いを受けても、どれだけ悍おぞましい力を手にしても、それでも昔と変わらぬ綺き麗れい事ごとを、恥ずかしげもなく言ってのける。

　そんな彼に、レビウスは、

「ほんと、敵かなわねえなあ」

　と呆あきれた声で、そしてどこか晴れやかな声で告げた。







　空間の裂け目から、三人の女が吐き出されるように姿を現わす。

『聖剣メルトール』が『魔剣メルトール』へと調教され、所有者がレビウスからシオンへと移ったことで『奈な落らく牢ろう』の封印が弱まった。その隙をついて、フェイナ、イブリス、ナギの三人が閉鎖空間を打ち破ったのだ。

「ぷっはーっ！　やっと出られたぁっ！」

「クソが……！　どこだ、あの金髪！　ぜってえ許さねえぞ！」

「お屋や形かた様……お屋形はどこだ!?　無事なのか!?」

　三人は急ぎ警戒態勢へと入り、周囲を見渡す。

「つーか……アルシェラはどこだ？　あいつなら、私らより早く脱出できてんじゃねえのか？」

　イブリスの問いには、フェイナが指で答えた。

　す、と指した方向には──すでに閉鎖空間から脱したアルシェラが立っていた。淫魔サキユバスの姿ではなく人間へと化けた姿に戻り、沈痛な表情を浮かべている。

　その視線の先には──

　すでに決着した、虚むなしいだけの戦いがあった。







「──ありがとう、レビウス」

　相手の喉元に刃やいばを突きつけたまま、シオンは言った。

　レビウスは顔をしかめる。

「……気でも触れたか？　自分を殺そうとした相手に礼を言うとはな」

「違う。お前は僕を殺そうとしたんじゃない──僕を、殺してくれようとしたんだ」

　シオンは言う。

「なんだろうな……確証があるわけではないが、今日のお前は、どこか演技臭かった。無理して悪者を演じてるような、嘘うそ臭さがあった」

「…………」

「レビウス。お前は僕を、殺してくれようとしたのだろう？　呪いを受け、人々から疎まれ、自分では死ぬこともできず、惨めに生き永らえることしかできない哀れな化け物を──終わらせにきてくれたのだろう？」

　あるいはそれは、あまりに希望的な観測なのかもしれない。

　レビウスの豹ひよう変へんを受け入れられないシオンが、自分にとって都合のいい幻想を作り出しているだけなのかもしれない。

　でも、その幻想を信じたかった。

　レビウスの言葉や表情は、嫉妬に醜く歪ゆがんでいたが──しかし彼が振るう太刀筋だけは、あまりに誠実で、あまりに真摯だった。

　こちらに対する敬意すらも感じるようだった。

　殺意と敬意が矛盾せず同居しているかのような、そんな太刀筋──

「……ふっ。ははは……どこまでおめでたい頭をしているんだよ、お前は」

　レビウスは笑った。口角を歪め、乾いた笑いを漏らした。

　それから、全てを諦めたように静かに息を吐き、

「まあ……一割程度は、そんな気持ちもあったかもしれないな」

　と言った。

「お前は完璧だった。幼き身でありながら、この俺が嫉妬してしまうぐらい、完璧な天才だった。だから……そんなお前が、歴史に名を残すこともなく、人知れず朽ちていくだけならば、いっそ俺自身の手で完膚なきまでに壊してしまいたい……そう考えていたのかもしれない」

「そうか」

　シオンは沈痛な面持ちで頷うなずいた。

「……一年前なら、殺されてやってもよかったんだけどな。一度は仲間と信じたお前の手で殺されるなら、悪くないと思えたかもしれない」

　王都から締め出され、人目を避けるように生きていた日々──

　地獄の如ごとき孤独に苛さいなまれ続けた日々にレビウスが来たならば、きっと抵抗なく殺されていただろう。

　それどころか、泣いて感謝をしたかもしれない。

　殺してくれてありがとう。

　呪いを断ち切ってくれてありがとう、と。

　でも──今は違う。

「今の僕は、生きていたいんだ。勇者じゃなくなっても、化け物に成り果てても、どんなに無様でどんなに惨めでも……それでも、生きていたいんだ」

　口元に小さな笑みを浮かべて、シオンは言った。

「一年前か……ふん。俺には誰かさんほどの才能はないからな。聖剣を使いこなすまで、二年もかかってしまったよ」

　皮肉げに吐き捨てるレビウス。それから、ゲホ、と血を吐いた。

「さあ……とっとと殺せ。覚悟はできている」

「…………」

　シオンは口元から笑みを消した。

　右手に力を込め、魔剣の刃やいばを喉元──から、胴体に深々と刻まれた傷口へと移した。

　切っ先に淡い光が灯ともる。

　それは──治癒術の光だった。

「は……？　な、なに、を……ぐ、ぐううう!?」

「悪いな。不死の体になったせいか、治癒術がすっかり下手になってしまった。繊細なコントロールが全然できなくなってしまって……治るには治るが、とにかく痛い」

「ぐっ……あああっ。ち、違う……そんなことを聞いてるんじゃない！」

　治癒の激痛に耐えながら、レビウスは叫ぶ。

「なぜ俺を殺さない!?」

「…………」

「同情のつもりか……？　どこまで甘いんだお前は!?　殺せ！　俺が……どれだけの覚悟でお前に挑んだと思っている!?　全てを擲なげうってでもお前を超えたかった俺の覚悟を、無為にするつもりか!?」

「勘違いするなよ、レビウス」

　怜れい悧りな眼まな差ざしで見下ろしながら、シオンは告げる。

「僕はお前を許さない。許すわけがないだろう。自分を殺そうとした奴やつを許すほど、今の僕は優しくない」

　ゾッとするほど冷たい声で、続ける。

「お前は地獄に戻れ、レビウス」

「なに……？」

「覚悟だかなんだか知らないが、好き放題やって満足げに死ぬことなど許さない。お前はまた王都に戻り、『勇者』を名乗って偽りの英雄を演じ続けろ。お前が地獄と呼ぶ日々を繰り返しながら、僕には届かなかった己を恥じろ。『勇者』と呼ばれるたびに、僕との歴然たる差を思い出して恥辱に震えろ」

　それがお前の受けるべき罰だ。

　と、シオンは言った。

　レビウスは混乱の表情を浮かべていたが、やがてなにかを察したのか、小さく吐き、呆あきれたように苦笑した。

「……結局全ては、民のためか。今『勇者』である俺が死ねば、この国は荒れる。周辺列強とのパワーバランスが崩れ、多くの血が流れることとなるだろう……だから、俺を殺さずに生かすというわけか。本当にお前という奴やつは……どこまで人に尽くすつもりだ？」

「そうでもないさ。本当に人のことを思うなら……僕は今すぐにでも死んだ方がいいんだ」

　ただそこにいるだけで命を蝕むしばむ害獣で、いつ呪いが強まるかもわからない──いつ完全なる化け物に成り果てるかもわからない。

　存在自体が人類にとっての脅威でしかない。

　それが勇者の成れの果て──シオン・ターレスクの現状。

「でも僕は、生きると決めた。人のためではなく自分のために、私利私欲のために戦っていくと決めた。だからまあ……人々に平和に生きて欲しいという自分の欲求も、適当適度に満たさせてもらうさ」

「……いつかまた、お前を殺しに来るかもしれないぞ？」

「そのときはまた倒すさ。そして何度でもお前を地獄に送り返してやる」

「ふっ……ははは」

　レビウスは笑った。憑つきものが落ちたような、それでいてなにかを諦めて妥協したような、不自然なぐらいに明るく乾いた笑いだった。
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　その後、レビウスは配下を引き連れて王都へと帰還した。

　肝心の『メルトール』に関しては、すでに魔剣化しており、再び聖剣に戻すことは不可能。

　だからシオンは魔術で、見た目だけはそっくりの模造品レプリカを作成し、それを代わりに持たせた。使ってみれば偽物とすぐにわかる代物だが、幸か不幸か、今この国にはレビウス以外に『メルトール』を使いこなせる人間はいない。しばらくは騙だまし通せることだろう。

　もっとも、今後なんらかの大きな戦争が起こり、王室がレビウスに聖剣の帯剣を認めた際には偽物とバレてしまうかもしれないが──そのときのことは、またそのときに考えればいい。

　とにもかくにも。

　久方ぶりの来客は、予想だにしない激戦と、望んでもいない戦果をもたらしてしまった。

「『メルトール』。またお前と一緒にいることになってしまったな」

　レビウス一行が帰還し、屋敷の片付けも一段落した後──

　屋敷の廊下を歩きながら、シオンは己の右手を見つめながら呟つぶやいた。

　黒い手袋の下で、取り込まれた『メルトール』が嬉き々きと反応を見せた。他に手段がなかったとは言え、かつての愛剣を魔剣化させた挙げ句体に取り込んでしまったことには、ちょっとした罪悪感を覚える。

（しかし……あいつらはなにをやっているんだ？　もう夕飯の時間だというのに、誰も呼びに来ないなんて）

　普段なら夕食の時間になると、シオンがどこにいようとも誰かしらが呼びに来てくれる。それなのに今日は、誰も呼びに来てくれない。

　それどころか、どこにもメイド達が見当たらない。

　屋敷の片付けをしているのかと思えば、どうやらその様子もない。片付けは途中のままで止まっている。

（あいつらが仕事を途中で放り投げるなんて……ま、まさか、これがボイコットというものなのか……!?）

　言いようのない不安を抱えながら、シオンはとりあえず、重い足を引きずるようにして食堂へと向かった。これで夕食すら用意してないようだったら、本気でボイコットを疑うしかない。

（……ここ最近、ずっと様子がおかしかったもんな。それに、さっきのレビウスとの戦いでも、僕がウジウジしてたせいであいつらにも迷惑をかけてしまった……や、やっぱりみんな、僕に愛想が尽きてしまったんじゃ……）

　懊おう悩のうしつつ、食堂の扉に手をかけた。

　ゆっくりと開く。

　次の瞬間──

　パンパンパンパン、と。

　軽快な破裂音と共に、色とりどりの火花が飛び散った。低位の光魔術だ。宙に浮いた球体が爆はぜるようにして、カラフルな光の花を咲かせる。

　突然のことに、シオンがきょとんとしていると、「せー、のっ」というかけ声の後に、

『ご主人様、お誕生日おめでとうございます！』

　と、祝福の四重奏があった。

　アルシェラ、フェイナ、イブリス、ナギ。探しても見つからなかった四人のメイド達は、待ってましたと言わんばかりの満面の笑みで、シオンを出迎えた。

「お、お前ら……」

　動揺したまま、シオンは周囲を見渡す。

　見慣れたはずの食堂は様変わりしていた。

　壁や窓は華やかに飾り立てられ、祝福のメッセージが描かれている。テーブルは豪ごう奢しやな料理で埋め尽くされる。丸焼きした鳥や、巨大なケーキ。スフォリアテッラも山積みにされていた。

「た、誕生日……？　誰の、だ？」

「あなたの誕生日ですよ、シオン様」

「アルシェラ……なにを言っている？　僕の誕生日は今日じゃない。いや、僕は、自分の誕生日なんてわからないんだ」

「ええ、存じております。ですから、今日をシオン様の誕生日にしてしまおうかと思いまして」

　アルシェラは優しい笑みを浮かべて言う。

「覚えていますか、シオン様。今日は──我ら四人がこの屋敷を訪れた日です。一年前の今日に、我らとシオン様の共同生活が始まったのです」

　言われて──初めて気がついた。

　もうじき一年になるとは知っていたが、具体的な日付までは意識していなかった。

「シオン様は誕生日などどうでもよさそうでしたが……我らはあなたの誕生を祝いたい。あなたがこの世に存在してくれてよかったと、感謝を伝えたいのです。どうか我らに年に一度、あなたの誕生を祝う日を与えてください」

　どこまでも恭しく言うアルシェラ。

「へっへっへー、どう？　シー様、驚いた？　びっくりさせようと思って、内緒で準備進めてたんだよ」

「しっかしまあ……まさか当日に偽勇者の来訪が重なった上、そいつが実は殺意満々で、坊ちゃまを殺しにかかってくるとはな……」

　イブリスがうんざりした顔で告げると、フェイナもうんうんと頷うなずいた。

「あの金髪くんも空気読めないよねー。よりにもよって今日襲ってこなくてもいいのに。今日じゃなきゃ意味がないから、延期もできないし」

　するとアルシェラが、

「シオン様、途中になってしまっている屋敷の片付けは、明日きちんと行います。ですからどうか今夜は……このお誕生会を優先させてください」

　と告げた。

　そこでナギが、沈痛な面持ちとなって口を開く。

「……申し訳ありませんでした、お屋や形かた様。ここ数日、なにかにつけて、お屋形様を蔑ないがしろにしてしまって……」

「しょうがないじゃん、ナギ、そういう作戦だったんだから」

「わかっているが……作戦とは言え、お屋形様に冷たく当たるなんて、私は心がねじ切れそうだったぞ」

　心労が強く出た表情で言うナギに、フェイナは得意げに言う。

「こういうのはギャップが大事だからね！　ちょっと冷たい態度取っといて、実は全部あなたのためでしたー、みたいなっ」

「いや、フェイナ……お前はそう言ったけど、いくら坊ちゃまでも、そこまで単純じゃ──」

「……ひんっ」

　メイド達が今日までの日々を振り返っていると、突然、小さな嗚咽おえつが響いた。シオンは俯うつむき、両手で顔を覆って泣き出してしまう。

　メイド達は慌てて駆け寄るも、シオンは泣き続けた。

「う、うううっ……ふ、ふざけるな、この、バカメイドども……ひんっ。ぼ、僕は、ずっと不安だったんだぞ……お前らに、嫌われたんじゃないかって。なにか気に障ることをしてしまったんじゃないかって……そ、それなのに、なにが誕生日だ……う、うう」

　嗚咽交じりに早口で言うと、シオンは顔を上げた。




「こんなに僕を喜ばせて、どうするつもりだ……？」




　ボロボロと涙を流しながら、シオンは笑った。精一杯不遜に振る舞おうとしても、それでもどうしても笑みが零こぼれてしまった。

　幼い顔に浮かんだ涙と笑顔に、メイド達は皆、胸を打ち抜かれてのけぞるような仕草を見せた。

「……あー、思い出したわ。この坊ちゃま、面倒くさいメンタルしてる割に、意外と単純なんだった」

「サプライズ大成功……ってか、成功しすぎ？」

　イブリスとフェイナが小声で語り合う。

「いやー、今のシー様の笑顔はヤバいね……」

「ああ、私でも、くらっと来たな」

「てか……アルシェラはなにしてんの？」

　フェイナが視線を向けた先では、アルシェラが血が滲にじむほどに唇を噛かみしめていた。脇に下げた両手で、太ももを思い切り抓つねっている。

　イブリスが推測を述べる。

「これは、あれだろ。必死に自分の性欲と戦ってんだろ。今のかわいすぎる笑顔で押し倒したくてたまらなくなったけど、誕生会だから自重してんだろうぜ」

「……なるほど、まあ、気持ちはわかるわ」

「う、うう、お屋や形かた様ぁ……そこまで喜んでいただけるなんて、ナギは、ナギは嬉うれしゅうございますぅ！」

「こっちはこっちでもらい泣きしてるし……」

「ナギは基本、涙もろいからなー」

　一気に騒々しくなる食堂。

　シオンは両手でぐしぐしと涙を擦こすった後、

「アルシェラ、フェイナ、イブリス、ナギ」

　と、一人一人、メイドの名を呼んだ。

「お前達には、誕生日はあるのか？」

　問いかけに対し彼女達はお互いの顔を見合わせた後、首を横に振った。

　アルシェラが口を開く。

「……いいえ。ありません。我ら魔族には、誕生を祝う習慣などありませんから。誕生会というものの存在も、この屋敷で暮らすようになってから知りました」

「そうか。ならば──今日を、僕の誕生日だけではなく、お前達の誕生日にもしよう」

　シオンは言った。

「一年前、僕らは出会い、新たに生まれ変わったようなものだ。だから今日は、僕らみんなの誕生日だ。来年も再来年も……これからずっと、毎年の今日を、みんなで祝うようにしよう」

　主あるじが幸福そうに告げる申し出に、

「仰せのままに」

「大賛成！」

「ま、いんじゃねえの？」

「御意、にございます」

　メイド達もまた、至福そうに頷うなずいた。

「シオン様。ではこちらにおかけください。私が料理を取り分けてきます」

「よーしっ！　今日は騒ぐぞー！」

「さて、呑のむかー。久しぶりに浴びるように呑んでやる」

「お屋や形かた様、料理はまだまだたくさんありますから、どうぞ存分に召し上がってください」

　賑にぎやかで温かい空気で、食堂内が満たされていく。







　ロガーナ王国西方、エルト地方──

　人気のない深い森の、奥の奥。

　ぽつんと立った大きな屋敷には、五人の化け物が住んでいる。

　人里で暮らすことができなくなってしまった勇者の成れの果てと、魔王を裏切り魔界を捨てた、高位魔族の成れの果て。

　居場所を失った者同士が共に寄り添い、新たな居場所を作りあげた。

　人間とは呼べない者達が、人間らしく振る舞おうとして。

　主人ではない者は、主人らしく振る舞おうとして。

　メイドではない者達は、メイドらしく振る舞おうとして。

　決して家族ではない者達が、どんな家族よりも家族らしくあろうとし、世界の片隅で幸福になろうと足あ掻がきながら、懸命に日々を生きていた。
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「十で神童、十五で才子、二十歳はたち過ぎればただの人」という言葉があります。十歳ぐらいで目覚ましい才能を発揮して神童と呼ばれるような子供も、年を重ねてくと段々と普通の人になっていくことが多い、みたいな意味の言葉だと思うのですが、改めて考えてみると、すげえ勝手なこと言ってるなあ、と思います。周囲が勝手に『神童』だなんだともてはやして、そこから思ったより成長しなきゃ失望と諦観交じりに『ただの人』と切り捨てる。勝手もいいとこでしょう。でも視点を変えてみると、そんな風に『神童』を『ただの人』と上から目線で批評してるのって、実は『ただの人』側の人間なんですよね。『神童』みたいな物珍しい存在は、いつだって大衆の興味と僻ひがみの対象で、悪く言えばオモチャみたいに扱われる。ごくごく一部の限られた存在でしかない『神童』と、世の中の大多数を占める『ただの人』……。となるとむしろ、『神童』は『ただの人』になれた方が、案外幸せだったりするのでしょうか？　いつまで経たっても才能を失わず、人に戻れぬまま『神の童』として生きていくことは、果たして神に愛された証明なのか、それとも──

　そんなこんなで望のぞみ公こう太たです。

　世界を救ったけど世界に救ってもらえなかった天才少年と、彼を慕うお姉さん達が幸せに生きていく物語。なんていうか……主人が年下男子で、従者が年上お姉さんという関係性が個人的に好きなのです。僕の趣味全開の作品をこうして世に出せたことを、とても嬉うれしく思います。

　では以下謝辞。

　担当のＴ様。今回もお世話になりました。こんな趣味全開の作品を出版させていただき、大変感謝しております。イラストレーターのぴょん吉きち様。素晴らしいイラストをありがとうございました。シオンは超絶かわいいし、メイド達は見事にお姉さんでした。特に『全部お任せ』と丸投げでお願いしたメイド服のデザインが、これ以上なく個性的でセンスが光っておりました。今後ともよろしくお願いいたします。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、２巻でまた会いましょう。


望公太
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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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